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　ディセルナティアの神殿に、華はなやかな笑い声が響ひびき渡る。

「アルディス！」

　真っ白な巫み女こ装しよう束ぞくを身につけた六歳ほどの少女が、一人の少年の姿を追いかけて神殿の出入り口へとやってくる。長い黒髪が風に舞い、紺こん碧ぺきの瞳ひとみは生き生きと輝かがやいていた。

「アルディス、お帰りなさい！」

　少女は、馬から下りたばかりの精せい悍かんな顔つきの少年にしがみつく。

「アンケスエン様、ただいま戻りました」

　少年アルディスは、アンケスエンの頭を優しくなでる。アンケスエンは、猫ねこのように目を細めてにこりと笑った。アルディスの淡あわい金きん髪ぱつが風に揺ゆれ、空色の瞳がそっと和なごむ。

「待ちくたびれたわ、アルディス。ねえ、早くわたくしの部屋へ来て。外の世界や王宮でのお話を聞かせてちょうだい」

　アンケスエンに手を引かれて、アルディスが申し訳なさそうな表情を浮かべた。

「ですが、騎き士し団長に帰き参さんの挨あい拶さつに行かなくてはなりません。そのあと必ずお部屋に伺うかがいますので、どうかお待ちください」

　神殿を守る神しん聖せい騎士団の一員であるアルディスには、自分勝手な行動は許されていない。

　アンケスエンが不満そうにぷうと頰ほおを膨ふくらませる。待ちくたびれていたので、たちまち機き嫌げんが悪くなるが声には出さなかった。

「……それならしかたないわね」

　アルディスの手をぱっと放すと、アンケスエンは黒髪をひるがえして自室へと戻る道を歩き始める。途中でくるりと振り返ると、朗ほがらかな声でこう言った。

「あとで、必ず来るのよ！」

「もちろんです」

　無む邪じや気きなアンケスエンを見て、アルディスは穏おだやかに空色の瞳を透き通らせる。

　部屋へと戻ったアンケスエンを待っていたのは、乳う母ばの咎とがめるような厳きびしい視線だった。

「姫巫女様、許しもなくお部屋から出られませぬよう再さい三さん申し上げたではありませんか」

　姫巫女とは、ディセルナティアの未来の王妃に選ばれた「聖せいなる花はな嫁よめ」に与えられる尊そん称しようである。この国の王位を継つぐ者は、代々聖なる花嫁を妻に迎むかえる習慣があった。それは神しん殿でんに住まう巫み女この中から大巫女の神しん託たくによって選ばれるのが慣例である。だが、稀まれに例外もあった。アンケスエンが生まれた年、大巫女の神託が下った。




　──夏げ至しの日、明けの明みよう星じようが東の空に消えるときに生まれた赤子は、ディセルナティアの王妃となる運命にある──




　ディセルナティアの第三王女として神託通りに生を受けたアンケスエンは、生まれてすぐに神殿に入れられた。そして未来の王妃となるための教育を受けて育っている。

　幼い身で親元から離され、重責を背負わされたアンケスエンを心配した母親のネフェルティティ王妃は、特例で神殿に神聖騎士団を設立し娘むすめを守らせていた。

「姫巫女様、もっとご自分の立場に自覚を持って行動してくださいまし」

「……わかっているわ」

　アンケスエンはうんざりした顔で乳母の小言を聞き流す。しばらく部屋で本を読んでいると、アルディスが戻ってきた。アンケスエンは嬉うれしそうに本から顔を上げる。

「待ちかねていたわ、アルディス！　さあ、話を聞かせてちょうだい。王宮はどうだった？　お母様はお元気かしら？」

　生まれたときから神殿暮らしのアンケスエンは、母親の顔をあまり覚えていない。

　騎士団の用事で、たまに王宮を訪おとずれるアルディスの土産みやげ話ばなしをいつも心待ちにしていた。

「王妃様はお元気で、国王陛へい下かとも仲なか睦むつまじくされておられます。お姿は変わらずお美しく、アンケスエン様は王妃様にうりふたつでございます」

　アンケスエンの母ネフェルティティ王妃の美しさは国内外に知れ渡っている。王妃が先代の聖なる花嫁として国王に嫁とついだとき、その美び貌ぼうに人々は見み惚ほれ感かん嘆たんのため息をついたのだという。自じ慢まんの母にうりふたつと言われてアンケスエンの白い頰に赤みがさした。

「お姉様方はどうしているの？」

「皆様、アンケスエン様がお元気でお暮らしか気にかけていらっしゃいました。どなたもお美しい方ばかりです。ですが、やはり王妃様に一番そっくりなのはアンケスエン様です」

　ネフェルティティ王妃を称しよう賛さんする声には心なしか熱がこもっていて、愉ゆ快かいになった。

「アルディス、お前はお母様のことが好きなのね」

「……そのようなことは……！」

　今年で十五歳になるアルディスは、アンケスエンの言葉に驚おどろいたように目を見張ると気まずそうに視線を逸そらす。

「でも、許してあげる。お母様ほどお美しい方ならお前が好きになるのも無理はないわ」

「アンケスエン様、からかうのはおやめください」

「あら、本当のことを言っただけよ」

　アンケスエンは得意そうに笑うと話題を切り替えた。

「ねえ、アルディス、聞いてちょうだい。夢を見たの」

「また予知夢でございますか？」

「ええ、そう。あのね、昨夜ゆうべもわたくしの未来の旦だん那な様が夢に出てきたわ」

　アンケスエンには不思議な力があった。予知の能力である。この力を通じてアンケスエンは様々な未来の出来事をぴたりとあててみせるのだ。

「我わが国の未来の国王陛下はどのような方なのですか？」

「翡ひ翠すいの大きな瞳が印象的な、とても凜り々りしく才気溢あふれる方のようよ。その方の隣となりに、大人おとなになったわたくしが立っていたわ。わたくしはその方のことを親しげに陛下とお呼びしていたの。あんな方の花嫁になれるなんて嬉しいわ。ああ、早くお会いしてみたい」

　アンケスエンの表情は夢見る少女のものだった。年相応の笑顔にアルディスの顔が綻ほころぶ。

「それはよろしゅうございました」

「ねえ、旦那様にはいつお会いできると思う？」

「さあ、それは神のみぞ知ることでしょうね」

「アルディス、わたくしは必ず立りつ派ぱな王妃になってみせるわ。お前もたくさん出世させてあげるから、一いつ緒しよにディセルナティアを支ささえていきましょうね」

　幼おさないアンケスエンの瞳は、夢と希望に溢れていた。





[image: ]






　今日は二年ぶりに家族に会える日である。アンケスエンは八歳になっていた。

　その日は朝から鏡きよう台だいの椅い子すの上に立ち、鏡とにらめっこして髪型を気にしていた。

「姫巫女様、いつまでそうしているおつもりですか？」

　乳母のタビアがあきれ顔でたしなめる。

「もう少し待って。だって、今日はお母様たちが会いに来てくれる日なんですもの！」

　神殿暮らしのアンケスエンは、めったに家族に会うことはできない。未来の王妃として立派に成長した自分の姿を見てほしくて、おしゃれにも気合が入っている。いつもは真っ白なだけの衣装も、この日だけは細かな刺し繡しゆうがあるものを選んだ。

「ねえ、やっぱり髪は結ゆい上げたほうが大人っぽく見えないかしら？」

　肩を真まっ直すぐに流れ落ちる黒髪をひと房ふさつまんで、アンケスエンは不満そうに言った。

「姫巫女様の髪は、黒く豊かで大変美しゅうございます。いつものように下ろしたほうがお衣装も引き立つと思いますわ」

「……そうかしら？」

「それに、ネフェルティティ王妃様も特別な儀ぎ式しきのとき以外は、髪を結われる習慣はないとのことです。やはり髪は下ろしたままのほうがよろしいと思います」

　アンケスエンの顔がぱっと華やいだ。

「お母様が？　そうなの？　それならこのままでいいわ」

　勢い余って椅子から飛び下りたアンケスエンを乳母がたしなめる。

「姫巫女様、なんてはしたない！」

「ごめんなさい」

　乳母の説教が始まる前に、アンケスエンは部屋から飛び出し、家族の待つ中庭へと急ぐ。

「お母様！」

　青のドレスを見事に着こなし、黒い巻き毛を腰こしまでたらした美しい女性を見つけると、アンケスエンは夢む中ちゆうで駆かけ寄った。

「アンケスエン」

　ネフェルティティ王妃が娘を力いっぱい抱きしめる。

　母の抱ほう擁ようから解放されたアンケスエンは、父王の前で衣装をつまんで礼をしてみせる。

「お父様、お久しぶりでございます」

「しばらく見ない間に大人っぽくなったものだ」

　美しく着き飾かざった娘を見て、おっとりした顔の父王が感かん慨がい深ぶかそうに何度も頷うなずく。

　アンケスエンは頰をほんのりと赤く染そめて両親を交互に見上げた。

　その少し後ろには、アンケスエンの二人の姉と二歳になったばかりの妹が立っている。

　上の姉は澄すました顔でアンケスエンを見ようともしなかったが、下の姉はおっとりと笑顔を浮かべて妹を見つめている。よちよち歩きの下の妹はにこにこしていた。

「お姉様方もお元気そうで何よりです。それに妹に会うのは初めてですね」

　ネフェルティティ王妃は、アンケスエンの肩を抱き寄せ、近くのベンチへといざなった。

「ねえ、アンケスエン、あなたのお話を聞かせてちょうだい。神殿の暮らしはどう？　何かつらいことはないかしら？」

　すると、それまで絶たえず笑顔を浮かべていたアンケスエンの顔がたちまち暗くなる。

「どうしたの？」

「……なんでもありません。大丈夫です」

「では、なぜそんな暗い顔をするのです？　それともお母様には言えないことなの？」

　アンケスエンは激はげしく首を振った。

「いいえ、違います！　ですが……」

「……もしかして、また不ふ吉きつな夢を見たのですか？」

　アンケスエンは過去に三度、ディセルナティアで起きた災さい害がいを予よ知ち夢むで当てていた。

「不吉な夢とは違います。ただ今け朝さまた、わたくしの未来の旦那様の夢を見たのです」

「その顔を見ればわかります。あまりいい夢ではなかったのですね」

　アンケスエンがこくりと頷いた。紺碧の瞳にみるみる涙が浮かぶ。

「……未来の旦那様は、あまりわたくしのことがお好きではないみたいなのです。しかめ面つらでわたくしのほうを見てらっしゃいました。とても冷たい目をしていて、わたくしを疎うとんじているようでした……」

　ネフェルティティ王妃は、穏おだやかに笑ってみせた。

「なんだ、そんなことだったのね。大丈夫よ、アンケスエン」

「どうしてですか？」

「わたくしだって、いつも陛下と仲がいいわけじゃないわ。喧けん嘩かだってするし、互いに意地を張って口を利きかないこともあるわ」

「お母様たちも、喧嘩をしたりするのですか？」

「もちろんよ。夫婦でもいろいろあるのよ。でも、必ず仲直りしてきたわ。互いに信頼し合っているのだもの」

「そうなのですか？」

「ええ。だからアンケスエン、もし夫婦になって喧嘩をしたときは、どちらが悪くても素す直なおになって謝あやまるのよ。そうすれば、きっと互いに愛し合える素敵な夫婦になれるわ」

　ネフェルティティ王妃の指が娘の涙をぬぐった。

「安心した？」

「……はい」

「さあ、せっかく会えたんだもの。笑ってちょうだい」

　アンケスエンが笑顔を取り戻したとき、上の姉のメリトが二人の間にやってきた。

「アンケスエン」

「どうかなさったのですか、お姉様？」

　いつもはそっけない姉が、恥ずかしそうにしながら、中庭の隅すみのほうを指差す。

「あの人は誰だれ？」

　姉の視線の先には、すらりと背の高い青年が立っている。彼はアンケスエンに面会中の国王一家の護ご衛えいを命じられてそこにいた。

「あれはアルディスです」

「アルディス？」

「神聖騎士団の者です」

「……神聖騎士団？　そう、あの方はアルディスという名なのね」

　熱心にアルディスを見つめる姉のために、アンケスエンは声を上げた。

「アルディス！」

　彼は表情を引きしめたまま、すぐに国王一家のもとにやってきた。

「どうかなさいましたか、アンケスエン様」

「お前にわたくしの家族を紹しよう介かいしようと思って呼んだの。お母様、彼はアルディスといいます。いつもお母様たちのご様子を聞かせてくれるのよ」

「存じています。アルディス、いつも娘によくしてくれてありがとう」

　ネフェルティティ王妃に温かい言葉をかけられ、アルディスは畏かしこまりながら丁てい重ちように礼をする。いつもは穏やかな彼らしからぬ狼ろう狽ばいぶりを見て、アンケスエンはおかしくなった。

　──やっぱりアルディスはお母様のことを慕したっているのだわ。

　笑いをこらえながらも、すぐそばでもじもじしている姉の姿に気がつきすぐに口を開く。

「アルディス、こちらはわたくしの一番上の姉のメリトお姉様です」

「もちろん、存じあげております。王妃様のお美しい姫君方は、王宮でも有名ですから」

　称賛するアルディスに、メリトがぽうと見とれている。

　それから二ふた言こと、三み言こと言葉を交かわすと、忠実なアルディスは仕事に戻っていった。

　この日、アンケスエンは久しぶりに家族に囲まれて心から笑った。

　──それが、家族と過ごした最後の日となった。

　ひと月後、穏やかな神殿は戦せん禍かに巻き込まれることとなる。




　美しかった花畑が蹂じゆう躙りんされ、神殿は血の海に染まった。

　あちこちから巫女たちの悲ひ鳴めいが途と切ぎれることなく聞こえ、道々に、真っ白な装束を血で汚された巫女たちの死体が積み重なっていく。

　神殿に侵しん入にゆうした兵士たちが探しているのは、アンケスエンである。ディセルナティアの聖なる花嫁を主あるじに差し出そうとしているのだ。

「アンケスエン様、お逃げください！」

「でも、タビアが……！」

　乳母のタビアは、アンケスエンを守ろうとしたがすでに息絶えていた。剣で胸を一突きにされたタビアの死体は無む惨ざんに横たわっている。

　兵士たちに連れ去られそうになったアンケスエンを助けたのはアルディスである。

　次々に味方の騎士が倒されるなか、彼は神聖騎士団の一員として勇ゆう敢かんに敵と戦っていた。

　神殿内に立ち込める血の臭いに、アンケスエンは怯おびえた。座り込んだまま震ふるえている。

「アンケスエン様、何をなさっているのですか！　さあ、お早く！」

　アルディスに叱しつ咤たされ、のろのろと立ち上がった。足元のおぼつかないアンケスエンを抱きかかえて、アルディスは神殿から逃げ出そうとするが、敵兵に囲まれてしまう。

「そこにいる童どう女じよは、姫巫女だな？　姫巫女を渡せ！」

「断る！」

　アンケスエンを背中に守りながら、アルディスが敵に斬きりかかる。剣が空くうを切り血しぶきが舞う。アルディスは匠たくみな剣士だ。彼一人なら、敵陣を突破して逃げきることも可能だろう。だが、アンケスエンを護まもりながらの戦いは圧あつ倒とう的てきに不利だった。

「この男を先に仕し留とめろ！」

　兵士たちが五人がかりでいっせいに斬りかかろうとするのを、アンケスエンが止めた。

「おやめなさい！」

　青ざめた顔で、精せい一いつ杯ぱい虚きよ勢せいを張りながらアンケスエンは叫さけんだ。その手には、護身用の抜き身の短剣が握にぎられている。刃先を喉のど元もとに突きつけながらアンケスエンは震えていた。

「その者を害そうとするのなら、わたくしはこの場で命を絶ちます。そうすれば、困るのはお前たちのほうでしょう？」

　兵士たちが互いに顔を見合わせて困こん惑わくする。

「わ、わたくしをお前たちの主のもとに連れていきなさい」

　この言葉に一番驚いたのはアルディスである。

「アンケスエン様、何を馬ば鹿かなことを！」

「……いいのです、アルディス。わたくしのために、これ以上、皆を死なせるわけにはいきません。それに、敵の目的はわたくしです。わたくしが殺されることはないでしょう。アルディス、お前は自分の道を生きなさい。そうして必ず生き延びてちょうだい」

「……アンケスエン様……」

　それは八歳の少女とは思えない悲ひ愴そうな決意だった。王族でありながら、聖なる花嫁に選ばれた悲運の王女は、運命にもてあそばれるようにして神殿の外へと連れ出された。

　連行されたのは、皮肉にも生まれて初めて訪れるディセルナティアの王宮だった。だが、王宮もまた神殿と同じように血に染まり、そこにいるはずの父と母の姿はなかった。

　──お父様とお母様はどこ？

　幼いアンケスエンは、自分の身に降りかかった出来事をまだ正確には把は握あくできていなかったが、このときすでに父と姉妹たちは殺され、簒さん奪だつ者しやの真しんの目的であったネフェルティティ王妃は自害したあとだったのである。

「ほう、この娘が姫巫女か」

「そなたは誰です？」

　アンケスエンはいつも毅き然ぜんとしていた母親のことを思い出しながら、尊そん大だいに振ふる舞まった。

　目の前にいるのは、背の高い細身の中年の男だった。我がもの顔で玉ぎよく座ざにつき、品定めするようにアンケスエンを見つめている。

「我が名はマーヴラス。ディセルナティアの次の国王だ。ようこそ、我が花嫁よ」

「わたくしが、あなたの花嫁……？」

　男はアンケスエンが予知した未来の夫ではなかった。呆ぼう然ぜんとするアンケスエンを無視してマーヴラスが玉座から立ち上がった。そのままアンケスエンの目の前まで歩いてくると、強引に顎あごを摑つかんで上うわ向むかせる。

「……なるほど、ネフェルティティ王妃によく似ている。だが、まだまだ子供だな。興きようが醒さめた。誰か、この娘を北の塔とうに入れておけ。しばらく用はない」

　こうして聖なる花嫁として人々の尊そん崇すうを集め、何不自由なく育ったアンケスエンは、たった八歳で虜りよ囚しゆうの身となった。




　幽ゆう閉へいの身になってから、アンケスエンの見る夢はより鮮せん明めいになっていく。夢だけがアンケスエンの唯ゆい一いつの心の支えとなっていた。とくに夢に出てくるのは、茶色の癖くせ毛げに聡そう明めいそうな翡翠の瞳の少年である。つまり、本来アンケスエンの夫となる人物であった。

「お母様、わたくしの未来の旦那様は、難むずかしいご本を読んでおられました。とても利発な方のようです。いったいいつお会いできるのでしょうか……。早くお会いしたいです」

　そうやって心の母に話しかける日々が続いた。

「お母様、今日はあの方は狩かりに出かけておられました。弓を持って颯さつ爽そうと馬に乗られる姿がとても素敵でした。わたくしも一緒に馬に乗って出かけてみたいです」

　またあるときは夢を見て、がくがく震えて泣きながら目を覚ました。

「……お母様、あの方は、やはりわたくしのことがお好きではないようです。憎にくむように見ておられました。なぜそんなにわたくしのことがお嫌きらいなのでしょうか？　わたくしは、こんなにもあの方のことをお慕したいしてお待ちしているのに、どうして！」

　つらい夢を見た朝は涙が止まらない。それでも彼の夢だけが心を慰なぐめてくれた。
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　それから三年の月日が過ぎた。

　アンケスエンが十一歳になったとき、再びディセルナティアは戦禍に包まれた。

　王宮にこだまする悲鳴と怒ど号ごうは、アンケスエンが幽閉されている北の塔まで響いていた。

　絶望の中で、アンケスエンの中にはひとつの希望が生まれていた。

　──もしかしたら、真の王がわたくしのことを助けにきてくれたのかもしれない。

　だが、ささやかな夢はすぐに打ち砕くだかれることとなる。

　マーヴラスを打ち倒し、新たにディセルナティアの国王に名乗り出たのは、かつてアンケスエンの父王のもとで将軍職に就ついていたバルザットという名の巨きよ漢かんの武将だった。

　バルザットの前に引き出されたアンケスエンは、静かな目で新たな王を見つめる。

　それは三年間、幽閉されていたとは思えない毅然とした態度だった。

「せっかく北の塔からお救いしたというのに、王妃様はずいぶんと不機嫌なご様子だな」

　血のりのついた甲かつ冑ちゆうを身につけたバルザットは、面おも白しろくなさそうに鼻を鳴らす。

「まあ、いい。王妃としてわしの隣に立つには十分な容よう姿しだ。存分に働いてもらうぞ」

　アンケスエンは無言だった。だが、バルザットの前に屈くつすることもしなかった。

　その日から、アンケスエンは北の塔より解放され、王妃として部屋を与えられる。

　皮肉にもその部屋はアンケスエンの母ネフェルティティ王妃が生前使っていた部屋だと教えられた。亡なき母の気配を感じた気がして、アンケスエンは途と方ほうに暮れてしまう。

「……お母様……」

　北の塔では、いつも家族のことを思い出していた。そして神殿での穏やかな暮らしを懐なつかしんだ。ふいに泣きそうになったとき、扉とびらが丁てい寧ねいに叩たたかれる音がする。アンケスエンは目がしらを押さえて涙をこらえた。

「誰です？」

　扉がゆっくりと開かれ、姿を見せた背の高い軍装の青年に、アンケスエンは驚いた。

「アルディス!?」

「……アンケスエン様、お久ひさしぶりでございます」

「お前、無事だったのですね！　よく生き延びてくれました。神に感謝します」

　感かん極きわまったアンケスエンは、アルディスの手を取ると両手で握にぎりしめる。

　三年前、戦禍の中で別れて以来の再会だった。

「アンケスエン様のおかげでひそかに生き延びることができました。再び会える日を信じてお待ちしていました。このたび、わたしはアンケスエン様の護衛隊長に任命されました」

「お前がわたくしの護衛隊長に？　また一緒にいられるのね」

「はい。今度こそ必ずお守りいたしますので、どうぞご安心を」

　緊きん張ちようの連続だったアンケスエンにようやく笑顔が戻るが、すぐに泣き笑いの顔になる。

「……でも、お父様もお母様もお姉様方も殺されてしまったわ。せっかく王宮に来ることができても、わたくしは一人ぼっちね」

「それについては、ひとつ吉きつ報ぽうがございます。お姉上のメリト王女が生き延びておられるのです。国が落ちつくまで、今は別のお城で過ごされています」

「メリトお姉様が？　本当に？　よかった……」

　一人でも肉親が生きていると知って、アンケスエンの胸が温かくなる。

「アンケスエン様、どうか希望をお持ちください。アンケスエン様が予知した未来は必ずあたります。いつかきっと正統な王が現れてこの国に平和をもたらしてくれるでしょう」

「そうね。わたくしも信じることにするわ。それまで王妃としてたくさん学ばなくてはいけないわね。アルディス、わたくしが立派な王妃になれるようにお前も手伝ってね」







　枯れ葉が王宮の庭に絨じゆう毯たんのように厚く降り積もり、季節は秋へと移り変わりつつある。

　収しゆう穫かく祭さいを直後に控ひかえながら、ディセルナティアの都みやこの空気は冷えきっていた。

「今年は、夏に起きた冷害のせいで作物は壊かい滅めつ的てき被害を受けたそうです。アンケスエン様の予知は、またあたりましたね」

　アルディスの言葉にアンケスエンの瞳が悲しげに曇くもる。

「そうね……。でも、わかっていたのに何もできなかったわ」

　バルザットは戦いくさを好み、一年の半分を遠えん征せい先で過ごしている。今はアウグス帝国の領地を侵攻中だ。国の領土は確実に増えつつあるが、新たな民たみを養う余裕はない。長期にわたる無む謀ぼうな戦のせいで国庫も空からっぽで、飢き餓がに苦しむ国民を救うあてもなかった。

「王には、何度もご忠告申し上げたのです。聞き入れてはもらえなかったけれど……」

　半年前、今年の作物の収穫は絶望的なので無茶な遠征は控えるようにとバルザットに進言したが無視された。彼は無信心な人間で、アンケスエンの予知の能力など信じていない。彼が信じるのは己おのれの武力のみである。

「わたくしは、いつまで耐たえたら、あの方にお会いできるのかしら……？」

　アンケスエンの疲ひ労ろうと苦く悩のうが尽つきることはなく、深々としたため息が漏もれる。

「王妃様」

　そこへ一人の少年兵が親書を携たずさえてアンケスエンのもとにやってきた。バルザットからの手紙である。受け取って封ふうを開いたアンケスエンは眉まゆをひそめた。

「……アルディス、バルザット王が近々ディセルナティアに帰き還かんするそうです」

「さようでございますか」

　主従の顔はたちまち暗くなる。

「帰国した際、客人をもてなすために、わたくしにも宴うたげに出るようにと言っています」

　いつものバルザットなら、アンケスエンを宴えん会かいに連れ出したりはしない。彼は幼い王妃をそばに置くよりも、成熟した妖よう艶えんな美女をはべらすことを好んでいたが、アンケスエンにはどうでもいいことだ。女としての自分に興味を持たれないだけマシだと言えた。

「まったく、民が困こん窮きゆうしているというのに、宴会だなんて馬鹿げているわ。……それにしても、わたくしを宴会に呼ぶなど、いったいどういう風の吹きまわしかしら？」

　その疑問は、一週間後に解とける。バルザットが帰国した夜、無理やり着飾らされて宴会に連れ出されたアンケスエンは、近親者のみを招まねいた席でとある客人を紹介された。

「王妃、彼はアウグス帝国のジザット殿。どうしてもそなたに会ってみたいというので連れてきた。今回の戦の勝利はジザット殿のおかげだ。十分もてなすように」

　──つまりジザット殿とやらは、裏切り者の売ばい国こく奴どというわけね。

　皮肉に微び笑しようするアンケスエンをひと目見て、ジザットはほうと感嘆のため息を漏らした。

「これはまた愛らしい王妃様ですな。失礼ですがおいくつでいらっしゃいますか？」

「……十三になります」

「ずいぶんお若い王妃様で。いやいや三年後が楽しみですな」

　ジザットの好色そうな目つきを見て、アンケスエンは吐はき気けを覚えた。

　今すぐ宴会を抜け出して部屋に戻りたかったが、立場上そうもいかない。

「さあ王妃よ、ジザット殿に酒をついで差し上げよ」

　アンケスエンの眉み間けんに皺しわが寄る。

　──わたくしに、酌しやく婦ふの真似事をしろというの？

　それは明らかに王妃の役目ではなかった。さすがに周囲もバルザットの愚ぐ行こうにはらはらしていたが、短気な王の気分を害するのは得策ではない。アンケスエンは心を殺して酒さけ壺つぼを手にする。ジザットは王妃に酌をされて上機嫌で酒を口にしていく。

「王妃様も一杯飲みませんか？」

「わたくしは遠えん慮りよします。その、お酒の匂においにも酔よってしまいそうなので」

　か弱い王妃を演じてみせると、ジザットは鼻の下を伸ばして、アンケスエンに近寄った。

　強引に肩を抱き寄せられて、驚いたアンケスエンはジザットの手をぴしりと払いのける。

「無礼な！　何をなさるのですか！」

　生せい来らいの気の強さが前に出て、あっと思ったときには遅かった。バルザットが険けわしい目でアンケスエンを睨にらんでいる。

「王妃、わしに恥はじをかかせるつもりか？」

　アンケスエンは無む性しように腹がたった。自分の本来の夫はこの男ではないし、好きでバルザットの王妃になったわけでもない。理り不ふ尽じんな立場に耐えかねて、アンケスエンは無言でバルザットを睨み返すとこう言った。

「……わたくしは、あなたの王妃ではありません」

「なに？」

「それどころか、あなたはディセルナティアの正統な王ですらありません！　簒奪者の分ぶん際ざいで、わたくしに命令しないでください！」

　バルザットは酔すい眼がんを見開いて、勢いよく立ちあがる。

「小娘のくせに生なま意い気きな……！」

　怒おこったバルザットは腰に佩はいていた剣を抜く。さっと背を向けてその場から逃げ出そうとしたアンケスエンに刃やいばが襲おそいかかった。次の瞬しゆん間かん、熱い衝しよう撃げきが背中を切り裂く。

「……っ……！」

　血しぶきが散り、背中は火がついたように熱い。アンケスエンはその場に崩くずれ落ちた。

　だが、怒いかり狂くるった短気なバルザットは攻こう撃げきの手を緩ゆるめない。剣を縦たてに構かまえアンケスエンの身体からだを貫こうとするのを貴族たちが慌あわてて止めようと立ち上がる。

「バルザット王、お静まりください！　王妃様を失われたらどうなさるおつもりです？」

　それはアンケスエンの身を心配した言葉ではなかった。皆が気にしていたのは、バルザットの計はからいで取り立ててもらった自分たちの地位で、その場に、アンケスエンの身を心から案じる者は誰一人いない。バルザットの王位は、聖なる花嫁であるアンケスエンの存在あってのもの。アンケスエンがいなければ、王ではいられない。その現実に我われに返ったバルザットは、慌てて剣を引くと兵士たちに命令を下した。

「誰か、今すぐ医者を呼べ！」

　混乱のただなかで、意識が朦もう朧ろうとするアンケスエンの耳に聞き慣れた声が聞こえてくる。

「アンケスエン様！」
















「……アルディス……？」

　そこで激げき痛つうに耐えかねたアンケスエンの意識はぷつりと途切れた。
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　生死の境さかいを彷徨さまよったアンケスエンが目覚めたのは、事件から十日後のことである。

　目を開いた瞬間、背中に焼けるような痛みが走った。

「……うっ……」

「王妃様、大丈夫ですか？」

　侍じ女じよや女によ官かんたちが心配そうにアンケスエンを見つめている。

「……わたくし、どうしたのかしら。背中が焼けるように痛いわ……」

　うつぶせに寝かされたアンケスエンの身体には包帯が巻かれている。長く寝ていたせいで意識が混こん濁だくし、自分の身に何が起きたのか思い出せないでいた。

「誰か、お水をちょうだい……」

　とにかく喉のどが渇かわいてしかたなかった。

　弱々しい声で訴うつたえると、ガラスの吸い飲みが差し出される。吸い口に唇くちびるをあて、飢うえて渇いた獣けもののように水を吸った。ひと息ついたとき、ようやく記き憶おくが甦よみがえる。

「そうだわ、わたくし、バルザット王を怒らせて……」

　侍女が恐おそる恐おそるアンケスエンに話しかけてくる。

「お医者様は、お命が助かっただけでも奇き跡せきだと申しておりました」

　アンケスエンは複雑な気分になる。生き残ってもバルザットの妻である事実は変わらないからだ。だが死んでしまえば、彼と会う未来も閉ざされてしまう。

「少し、眠りたいの。お願い、一人にしてちょうだい……」

　医者に処しよ方ほうされた鎮ちん痛つう剤ざいを口にすると、アンケスエンはそのまま眠りに落ちた。

　それから、およそひと月の間、アンケスエンは床とこについたままだった。

　王妃が王の手によって怪け我がを負おったという事実は外に漏れないよう厳しく緘かん口こう令れいが敷しかれた。

　ようやく起き上がれるようになったアンケスエンは、夜よ着ぎを脱ぬいで包帯を外はずした。そして、長い髪をかきあげて、怪我を負った背中を向けて鏡の前に立つ。

「ひっ……！」

　初めて傷きず痕あとを目にしたとき、思わず悲鳴をあげそうになった。肩から腰にかけて斜ななめに切り裂くようにあるその傷は、皮ひ膚ふが赤黒く染まりところどころひきつれて、醜みにくく歪ゆがんでいる。凄せい惨さんでおぞましい傷痕を信じられない気持ちで見つめていた。この見るにたえない傷痕は一生残るだろう。十三歳のアンケスエンには、あまりに過か酷こくな現実だった。

　アンケスエンはその夜、夜具にくるまってがくがく震えながらひと晩中泣き続けた。泣いても泣いても涙は止まらなかった。




　──こんな身体では、本当の王様に出会えても、好きになってもらえない。こんなに醜い傷痕があったら絶対に嫌われてしまう！　もうあの方の奥さんにはなれないわ！




　そこでアンケスエンは、かつて見た予知夢のことを思い出していた。疎ましそうに自分を見つめていた未来の夫。その冷ひややかな眼差まなざしの理由がようやくわかる。

　さらに、三日前に一度だけ見舞いにやってきたバルザットの言葉が頭の中に甦っていた。

「傷物の妻などいらぬ」

　嘲ちよう笑しようし、それだけ言い捨てて部屋から出て行ったバルザットの言葉を思い出し、アンケスエンは全身を震わせ、喉をひきつらせて怯おびえた。




　──わたくしが傷物だから、必要のない妻だから嫌われるのだわ。こんな醜い傷痕があるからあの方はわたくしのことを冷たく遠ざけておられたのだわ！




「……どうせ将来あの方に嫌われるのなら、もう王妃をやる意味なんかない！」

　絶望して痛いほど拳こぶしを握りしめると、アンケスエンは王宮から逃げる決意をした。

　深夜、足音を殺して夜着のまま寝室から出る。だが、思わぬ人物に出会って驚いた。

「アンケスエン様、どうされたのですか？」

「アルディス！　お前、こんなところで何をしているの？」

「わたしは、アンケスエン様の護衛隊長ですから。それよりもお怪我は大丈夫ですか？」

「へ、平気よ」

　怪我を負って以来、ひと月ぶりの再会である。

　アンケスエンは知らないが、アルディスはひと月の間、ずっと不眠不休で王妃の部屋の警備を行っていた。

「こんな夜遅くに、どうかなさったのですか？」

　アルディスの優しい笑顔を見て、アンケスエンの足はすくんだ。

「……なんでもないの、アルディス。お水がなくなったからもらいに来ただけよ」

　アルディスは無言で水差しを差し出す。受け取ったアンケスエンは黙だまって部屋へと戻る。

　水差しを机の上に置くと、顔を伏ふせて寝しん台だいに身体を投げ出した。

　──わたくし、皆を裏切ろうとしたのだわ。忠実なアルディスのことさえ考えようとしなかった。最低だわ……！

　激しく後こう悔かいしたが、それでも背中の傷がアンケスエンの心を打ち砕く。逃げ出したい気持ちは日に日に増していった。

　それから日常生活に支障がない程度に傷が回復しても、アンケスエンは部屋から一歩も出ようとしなかった。元々お飾りの王妃でしかなかったアンケスエンは、忘れ去られたように過ごしている。バルザットもアンケスエンを放置してまた戦に出かけて行った。

　ふさぎ込むアンケスエンを部屋の外へと連れ出してくれたのはアルディスだった。

　王宮の果か樹じゆ園えんを見渡せる回かい廊ろうへと誘さそうと、アルディスが外を指差す。

「あそこでよく、国王陛下と王妃様、それに姫君方が遊んでいらっしゃいました。今は冬なので収穫できる作物はありませんが、春になると美しい花を咲かせます」

　アルディスの言う国王陛下とはアンケスエンの亡き父のことだ。

「わたくしも、あの庭でお母様やお姉様たちと一緒に笑ったり遊んだりしてみたかったわ」

　今のアンケスエンは、聖なる花嫁に選ばれて神殿入りした過去がわずらわしかった。自分は未来の王妃だとあれほど誇ほこらしかったのに、もっと普通の娘らしく育ちたかったという思いのほうが強くなる。

「……ここに来ると、わたしの生まれ育った故郷のことをよく思い出します」

「……故郷？　アルディスの故郷はどんなところなの？」

「山と畑に囲まれたこれといって特徴のない村ですが、皆のんびりと暮らしております。ですが、夕暮れ時、太陽が麦畑を黄金こがね色いろに染める風景は大変美しゅうございました」

「そう。それは素敵ね。わたくしもいつか行ってみたいわ」

「来年にでも行ってみますか？　きっとアンケスエン様の御み心こころも安らぐかと思います」

　その言葉を聞いて、アンケスエンはどこか遠くへ行ってしまいたい気持ちになる。

　回廊の手すりを痛いほど握りしめ、ぼんやりと景色けしきを眺ながめながら言った。

「……ねえ、アルディス、お城を出ない？」

「遠出なさるのですか？」

「いいえ。家出するの」

　きっぱりと言いきると、アルディスがぎょっとしてアンケスエンを見た。

「アンケスエン様、何をおっしゃっているのですか！　仮にも王妃様ともあろうお方が！」

　アルディスの言葉をアンケスエンは遮さえぎった。

「嫌いやなのよ！　うんざりなのよ、王妃なんて！　わたくしは二度もこの国のお飾りで王妃になったわ。もう十分でしょう？　それなのに、まだ王妃をやれと言うの？」

　アンケスエンの心の叫びは、悲鳴に近かった。みるみる涙が込み上げてくる。

「……アンケスエン様……」

「これ以上、あの方をお待ちする意味はないの！　このまま王宮にいてもわたくしはあの方に疎まれてしまう！　そんな未来耐えられないわ！　お願いよ、外へ連れていって！」

　長い苦悩のあと、アルディスは答えた。

「……それが、アンケスエン様の願いなら……」

　その夜、アンケスエンの姿は王宮から消えた。
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「これが、ディセルナティアなの……？」

　初めて目にする外の世界に、アンケスエンは愕がく然ぜんとした。かつては活気に満ち溢れていたであろうはずの市場はほとんどが店を閉め、道々には物もの乞ごいや浮ふ浪ろう児じがうろついている。行きかう人はまばらで、笑顔というものがまるでない。あまりの寒々しさに、アンケスエンは身震いすると外がい套とうの襟えりを立てた。

「行きましょう、アンケスエン様」

「ねえ、せめて子供たちにパンを一切れでもあげられないかしら？」

「……残念ですが、そのようなことをすれば我々が飢え死にすることになります。それにディセルナティアで困窮するすべての民たちを救うのは不可能です」

　アンケスエンは馬を飛ばすと、身を切るような思いで王都を後にする。

　やがて街かい道どうの途中の宿場町で宿を取り、二人は兄妹きようだいという形で泊とまることにした。

「少し外を歩いてみてもいい？」

「そうですね、夜までまだ時間がありますし」

　アンケスエンは外套のフードを目ま深ぶかにかぶると、アルディスに連れられて外に出た。宿場町の空気も王都と同じように淀よどんでいる。

　かつて神殿で暮らしていた頃、あれほど焦こがれていた外の世界の現実に慄りつ然ぜんとする。

「おねえちゃん」

　瘦やせた小さな子供がアンケスエンの外套を握った。

「これ、放しなさい！」

　子供を追い払おうとするアルディスをアンケスエンは止めた。その場にしゃがみ込んで子供と目線を合わせて、話しかけてみる。

「どうしたの？　わたくしに何か用があるの？」

　子供はぱっと愛らしい笑顔を浮かべると、摑んでいたアンケスエンの外套を手放し、小さなもみじのような両手をもじもじさせている。

「おねえちゃんのお洋服、きれいね」

　アンケスエンは戸と惑まどった。目立たぬようにとアルディスが王都の古着屋で購こう入にゆうした街娘の格かつ好こうである。だが、目の前の子供にとっては違ったらしい。よく見ると子供は薄うす汚よごれており、あちこち擦すり切れたぶかぶかの服を身につけている。

「ねえ、おねえちゃん。食べ物ちょうだい？」

「……ごめんなさい、おねえちゃん、何も持っていないのよ」

　そこでアンケスエンは、小さな革袋を取り出すと新品の銀貨を子供の手の上に載のせた。

「代わりにこれをあげるから、好きなものを買いなさい」

　アンケスエンにはお金の価か値ちはよくわからないが、この銀貨一枚でひとつの家族が二十日は暮らしていけるはずである。

「……ありがとう」

　子供は不満そうに礼を言った。食べ物をもらえなかったからか、あまり嬉しくなさそうに父親らしき男のもとへと走る。しかし、子供から銀貨を受け取った男の反応は違った。

「こ、これは銀貨!?」

　男はアンケスエンのもとに急いで来ると土ど下げ座ざして礼を言った。

「どこのどなたか存じませんが、ありがとうございます。ありがとうございます！」

　すると、この騒さわぎを見るともなしに見ていた見物人たちが我先にと集まってくる。

「銀貨だと？　お嬢じようさん、わしにもくれ！」

「あたしが先だよ！」

「金を寄よ越こせ！」

　次々に詰つめ寄ってくる人々に、恐おそろしくなったアンケスエンは後ずさりした。服に手をかけられそうになり、ひっと息をのむ。飢えた人々をアルディスが剣を抜いて追い払った。

「散れ！　散れ！」

　人々は憎しみのこもる目でアルディスを睨みながら退散していく。

　アンケスエンは恐きよう怖ふのあまり震えていた。世間知らずのアンケスエンには、衝撃が大きかった。何より人々の敵てき愾がい心しんに満ちたあの目が忘れられない。

「アンケスエン様、宿に戻りましょう」

「え、ええ……」

「これでおわかりになったと思いますが、中途半端な同情は人のためになりません」

　それは初めて聞くアルディスの説教だった。

「わたくしは、そんなつもりでは……」

「最初に申し上げましたが、わたしたち二人では、飢え渇く民のすべてを救済するには無理があるのです。無事に旅を続けたいのなら、以後は余計な情なさけは無用です」

「そうね、アルディスの言う通りだわ……」

　自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいるアンケスエンに、ため息をつくとアルディスは言った。

「……これがバルザット王が民にもたらした政治の結果です。王が興味があるのは戦争ばかりで、政策は二の次にされています……。おかげで宮廷では賄わい賂ろや不正が横行し、政治は腐ふ敗はいしています」

　その事実はアンケスエンも知っていた。夏の冷害のせいで作物が育たず民が困窮していることもわかっていた。だが、見るのと聞くのとでは大違いである。

「わたくし、何もわかっていなかったわ……」

　自分は王宮から逃げてきたはずなのに、これではどこに行ったらいいのかわからない。

　──いや、はたしてこのまま逃げていいのだろうか。

　そんな疑問が頭の中をよぎった。

　宿に戻って湯あみをすませたアンケスエンは、アルディスと向かい合うようにして部屋で夕食を摂とった。質素なメニューだが、味は悪くない。

「ねえ、アルディス」

　スープをすくう手を止めてアンケスエンは言った。

「たとえ王宮にいたとしても、わたくしは無力だわ。まだまだ子供だし、バルザット王の影響力には逆らえない……」

「それは……」

「でも、もしもよ、もしも真の王を見つけることができれば、この国をあるべき方向へ導みちびいてくれるかしら？」

「……正直なところ、わたしにはわかりません。王のお顔を知っているのはアンケスエン様だけですから。アンケスエン様はどう思われているのですか？」

「わたくしにもたしかなことはわからないわ……」

　アンケスエンは夢で見た自分が出会うべき王のことを思い出してみた。聡明そうな翡翠の瞳に、茶色の癖毛が頭の中に浮かぶ。

「でも、あの方なら信じていいと思っています。……ただ問題なのは、あの方といつどこで出会えるのかまったくわからないということよ。唯一の手掛かりはわたくしの夢だけ」

　アンケスエンは哀かなしそうに目を伏せた。

「結局、わたくしは無力だわ。予知の力があるとはいえ、わたくしにできるのはただ夢を見ることだけよ。ディセルナティアの王妃なのに、一人の民も救えていないわ」

　──それに、本当の王に出会えても、わたくしは嫌われてしまう……。

　たちまち表情を暗くするアンケスエンに、アルディスは何も言えなくなる。

　気まずい空気のまま食事を終えると、アンケスエンは二つある寝台のひとつを使って早々に寝入る。初めての旅で身体は疲つかれきっていた。泥どろ沼ぬまに引きずり込まれるようにして、夢のない眠りに落ちていく。




　──深夜、乱暴に身体を揺すられて、アンケスエンは目を覚ました。

「……アルディス、どうしたの……？」

　眠い目をこすりながら起き上がると、アルディスがランタンの明かりを灯ともしながら、緊張をはらんだ声で言った。

「……どうやら追手のようです」

「……え？」

　みるみるアンケスエンの顔が恐怖に強こわ張ばっていく。耳を澄ましてみると遠くで人の話し声が聞こえた。夜中にしては異様に騒がしく、窓から外を見ると往おう来らいを馬がせわしく行きかっている。ディセルナティアの軍馬に間違いなかった。

「アルディス、どうしよう……」

「すぐに荷物をまとめてください。こちらに兵が来る前に、逃げましょう」

　アンケスエンは震える手で荷物をまとめた。元々いつでも身軽に動けるように、それほど多くの荷物を持っていなかったので、すぐに準備は整った。

　アルディスの先導で宿の裏口から抜け出すと厩うまやへ急ぎ、乗ってきた馬の手た綱づなを取る。

　そのまま夜明け前まで馬を走らせると、街道から離れた場所で休息を取ることにした。

　馬に揺られている間、背中の傷が疼うずいたが、口にすることはできない。

「アンケスエン様、携けい帯たい食しよくですが、お食事になさいますか？」

「いいえ、いらないわ。食欲がないの。それより少し眠っていいかしら？」

「はい。かまいません」

　アンケスエンはひどく身体がだるかった。荷物を枕まくらにするとすぐに眠りに落ちていく。

　どのくらいそうしていただろうか、突とつ然ぜん大きな音がしてアンケスエンの眠りは破られた。驚いて跳はねるように起きると、身体にかけられていた外套が滑すべり落ちていく。

「今度は何？」

「どうやら馬車の音のようです」

「馬車というのはあんなに騒がしく走るものなの？」

　馬車に乗る機会にほとんど恵まれなかったアンケスエンにはわからない。馬車を追いかけるようにして数頭の馬の蹄ひづめの音がする。やがて剣けん戟げきや激しく人の争う声が聞こえてきて、アンケスエンは怯えた。

「少し様子を見てまいりますので、ここでお待ちください」

　草木をかき分けて、アルディスの背中はすぐに見えなくなる。

　怒号と悲鳴が響いてきて、アンケスエンは恐怖のあまり耳をふさいだ。

「いったいなんなの？」

　しばらくしてなんの音も聞こえなくなると、木々の間を抜けてアルディスが戻ってくる。

「ご安心ください。盗とう賊ぞくに襲われていたさる貴族のご一家をお救いしました」

「貴族？」

「ランデル公爵とそのご婦人でした」

「聞き慣れない名前ですね」

「ランデル公は、アンケスエン様のお父君の遠とお縁えんにあたるお方です」

「お父様の？　そうなの？」

　アンケスエンは不思議そうに首を傾かしげる。

「知らないのも無理はございません。ランデル公は、簒奪者たちを嫌ってここ数年領地に引きこもっておいででしたから」

「……つまり、わたくしたちの敵ではないということ？」

「はい。その可能性は高いと思われます。それに、その、言いにくいのですが……」

「なんです？　はっきりおっしゃい」

「実は、ランデル公は今の騒そう動どうで馬車が横転したうえに、馬に逃げられて立ち往おう生じようしておられます。馬を貸してほしいと懇こん願がんされました。わたしには、その、連れに病気の妹がいると説明したら、お礼がしたいからと邸やしきに誘われまして。いかがいたしましょう？」

　アンケスエンは微笑した。

「その病気の妹とはわたくしのことなのね？」

「……はい。出まかせを言って申し訳ありません」

「気に病やむことはないわ。お困りなら馬を貸しましょう。せっかくのご厚意ですし、ありがたくご招待を受けましょう」

　アンケスエンは素早く外套を羽は織おると目深にフードをかぶる。

　こうして二人は、ランデル公と合流して一路、領地の邸へと向かうことになった。ランデル公は三十代半なかばの美び丈じよう夫ふで、その婦人も気さくで人ひと柄がらの良さそうな女性である。

「……妹は皮膚の病気で人前に顔をさらすことができません。非礼をお許しください。幸い、人に移る病やまいではございませんのでご安心ください」

　ネフェルティティにそっくりな顔をさらす危険性を考こう慮りよして、アルディスがそう説明すると、ランデル公は気の毒そうにアンケスエンを見下ろした。

「それは可か哀わい想そうに……。そなたの兄はわたしたち夫婦の命を救ってくれた。感謝している。このまま邸に滞たい在ざいすればいい。腕うでのよい医者を手配しよう」

「……ありがとうございます」

　アンケスエンが小声で礼を言うと、今度は婦人が話しかけてくる。

「まだ幼いのに病気だなんて、気の毒に……。あなた、おいくつなの？」

「……十三になります」

「お名前は？」

「……ティリと申します」

「そうなの。わたしの上の娘と同じ年ねん齢れいね。ティリ、病気のことは気にしないで、我わが家やでゆっくりとくつろいでちょうだい」

　婦人が優しくアンケスエンの白い手を取る。だが、次の瞬間たちまち顔色が変わった。

「まあ、あなた熱があるじゃないの！」

　この言葉に一番驚いたのはアルディスである。

「……！　これは気がつきませんでした」

「だ、大丈夫です」

「何が大丈夫なものですか！　さあ、急いで我が家に向かいましょう」

　こうしてランデル公はその婦人と、アンケスエンはアルディスと馬に同乗してランデル公の邸へと急いだ。
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　それから三日の間、アンケスエンの熱は下がらなかった。背中の傷からの発熱である。

　だが、ランデル公の邸の客間で、羽は根ね布ぶ団とんにくるまれてゆっくりと休むことができたので回復は早かった。一方で、ランデル公婦人はアンケスエンに優しくしてくれたので、噓うそをついていることは心苦しかった。

「なるべく早めに邸を出ましょう」

　アルディスにそう言うと、彼は不安そうな顔を見せた。アンケスエンの発熱に気がつかなかったことを気に病んでいるようである。

　夜中、目を覚ましたアンケスエンは窓から外を見下ろした。夜の闇やみに静まり返った庭を見て、久しぶりに風にあたりたくなる。

「少しなら……」

　寝台を抜け出すと、外套を羽織りフードを目深にかぶって、そのまま外へと出て行った。

　夜の風が頰をなでる感かん触しよくにアンケスエンは目を細めた。フードを下ろすと、風が黒髪をなぶる。もう春が近づいている。

　ランデル公の邸の庭木はきれいに剪せん定ていされ、花か壇だんには愛らしい花々が咲いている。

「きれい……」

　白い花を見つけて思わずしゃがみ込む。それはアンケスエンも知っている花だった。

「スノードロップがそんなに珍めずらしいのか？」

　声は突然空から降ってきた。

「誰！」

　驚いたアンケスエンが誰すい何かの声をあげて立ち上がると、上空から一人の少年が降ってきた。どうやら木に登っていたらしい。葉は擦ずれの音をたてて、一気に木から飛び下りてくる。

　アンケスエンは、驚きのあまり後ずさる。だが、目の前に現れたのはアンケスエンより頭ひとつぶん背の低い少年だった。月明かりだけの薄うす闇やみで顔はよく見えない。

　──子供……。

　安あん堵どにほっと胸をなで下ろすアンケスエンに、少年はぶしつけに質問した。

「そなたこそ誰だ？　このような夜中に何をしている？」

「わたくしは、お邸にご厄やつ介かいになっている者です」

「ああ、そういえば伯お父じ上うえが言っていた。旅の途中で盗賊から救ってくれた兄妹を邸で世話していると」

「あなた様はランデル公のご親しん戚せきなのですね」

　そこで少年がなぜか奇き妙みような目でアンケスエンを見た。

「そなた、名は？」

「ティリと申します」

「ティリか。ありふれた名だな。それは本名か？」

「……どういう意味ですか？」

「街の娘は自分のことをわたくしなどと上品な言い方はしない。他人のこともあなた様などと丁寧に呼んだりもしない」

「……あ」

　鋭するどい指摘に驚くアンケスエンを見て、少年はひょいと肩をすくめてみせる。

「そなた、貴族の娘であろう？　大方、王都に嫌いや気けがさして逃げてきたのか？　最近、そういう貴族が多いと噂うわさに聞いている」

　どうやらここは認めたほうがよさそうだ。噓を重ねれば、世間知らずな自分ではきっとすぐにこの聡さとい少年に見破られてしまう。

「あなた様のおっしゃる通りです。王都を捨てて兄と二人で異国に渡る途中でございます」

　後半部分は噓ではなかった。アンケスエンの選せん択たく肢しには国外への移住という道もあった。

「あなた様ではない。ティトだ」

「では、ティト様は、木の上でいったい何をなさっていたのですか？」

「読書だ」

「……このような夜中に木の上で読書ですか？」

　アンケスエンは首を傾げた。ティトが降ってきた上空を見上げるが、真っ暗である。

「ティト様は、ずいぶん目がよろしいのですね」

　感心したように言うと、ティトがまたも怪け訝げんな顔つきになった。

「冗じよう談だんに決まっている。真まに受けるな。こんな夜中にどうやって本を読めというのだ。そなた、とんでもない箱入り娘だな。いったいどこの上級貴族の出だ？」

　たちまち顔を赤くするアンケスエンに、ティトが弾はじけるように笑う。

「からかって悪かった。お詫わびにいい場所へ案内してやる」

　ティトはぐいとアンケスエンの手を引いた。

「お待ちください。このような夜中にどこへ行くというのですか？」

「安心しろ。邸の中だ。ついてこい」

　アンケスエンはあらがいがたいものを感じて、ティトの後ろをついて歩いた。

　邸に入ると、ティトは明かりの点々と灯る廊ろう下かを慣れた様子で進んでいく。階段を最上階まで登ると、屋根裏部屋へと入っていった。埃ほこりっぽい室内に足を踏ふみ入れると、ティトはつないでいた手を離して窓を開く。窓の奥は闇に包まれていた。

　ティトは迷まよわず窓まど枠わくに足をかけて外へと飛び出していく。

「危ない！」

　アンケスエンは悲鳴をあげたが、ティトは空の上を器用に歩いている。よく見ると窓の外は屋根に続いており、彼は三角に尖とがった部分に足をかけて危なげなく立っていた。くるりと振り返るとアンケスエンに向かって手を差し出してくる。ためらっていると、ティトがからかう口く調ちようで言った。

「怖こわいのか？」

「こ、怖くなどありません」

　むきになって差し出された手を摑むと、なんとか屋根へと這はい上がる。

「噓を言うな。足が震えているぞ」

　アンケスエンは恐怖のあまり足をすくませてティトの腕にしがみついた。ぎゅっと目をつむり、がくがくと肩を揺らすアンケスエンの様子を見て、ティトがくすりと笑った。

「怯えていないで、座れ」

　言われた通りに恐る恐る屋根の上に腰掛けると、ティトも隣に座り込む。

「上を見てみろ」

　ティトの言葉のままに視線を上げた瞬間、アンケスエンは息をのんだ。

　星が空いっぱいに輝いている。屋根に上ったおかげで視界を遮るものはない。

　アンケスエンが今まで手にしてきたどんな高価な宝石よりも美しい光景である。ずっと星などじっくり眺める余裕などなかったアンケスエンは心が澄み渡るような心地ここちがした。

「すばらしいわ。なんて美しい……」

「そうか。それなら連れてきたかいがあったというものだ。ここは秘密の場所だ。連れてきたのは、そなたが初めてだ」

　アンケスエンは疑問を口にした。

「……どうしてわたくしを連れてきたのですか？」

「いやに上品ぶっているから、度ど胸きよう試だめしにからかってやろうと思ってな」

「まあ！　なんですかそれは！」

「怒るな。ここまで来れたのだから、その勇気認めてやる」

　アンケスエンはもはや怒る気にもなれなかった。くすっと笑うと瞳を和ませる。

　考えてみると、年下とはいえアルディス以外の男性と親しく会話するのは初めてだ。

　アンケスエンは、この尊大でぶしつけな少年に興味を抱いだき始めていた。

「ティト様はいつもここにいらっしゃっているのですか？」

「たまに。伯父上がいろいろ無理難題をふっかけてくるから、一人で邪じや魔まされずに考えたいことが多くてな。そういうときにここに来ている」

「無理難題ですか？」

「ああ。……そなたは、ランデル公こう爵しやく家けがどういう家柄か知っているか？」

「……亡き国王陛下のご親戚と伺いました」

「親戚とはいえ、他人も同然の家柄だがな。だが伯父上はくだらぬ野心を抱いてる。ランデル公爵家から国王を排はい出しゆつしたいと願っているのだ」

「……それはティト様を国王にしたいということですか？」

「そういうことだ。無謀な話だと思わぬか？　王家の血筋の貴族などディセルナティアには腐くさるほどいるのにな」

「そう、ですね……」

　思いがけない話を聞かされてアンケスエンは身震いした。

「寒いのか？」

「……いいえ」

「だが、そなたの声、震えているぞ」

「すみません。少し驚いたので……」

「つまらぬ話を聞かせて悪かった」

「いいえ。わたくしにも一人になりたいときがたくさんありますので、お気持ちわかります。ですが、ティト様と違って考えたくないことのほうが多いのです。……王都は嫌な思い出ばかりでしたから……」

　父と母の無念の死。二度も簒奪者の妻にされたこと。王宮の北の塔での寂さびしい暮らし。そして背中に負った消えない傷と自分を冷たく遠ざける未来の夫のこと。

「そうか……」

　ティトは何も聞かなかった。

「そろそろ戻ろう」

　こうして二人は屋根の上から部屋へと戻った。

「そなた、もう眠いか？」

「いいえ」

「眠れないのか？」

「……はい」

「本は好きか？」

　アンケスエンの瞳が輝いた。読書はアンケスエンの数少ない心の慰めである。

「はい」

「では、図書室に案内してやろう。適当に何冊か見つくろって部屋に持っていくといい」

「ありがとうございます」

　階段を二階まで下り、西の端の部屋へと向かった。扉を開けると室内は真っ暗である。

　ティトが慣れた様子でランタンを探さぐり、図書室に点々と明かりを灯していく。おかげで室内は細かな文字が読めるほど明るくなった。部屋の壁かべを埋うめつくすほどの量の本がぎっしりと詰まっている。王宮の図書室には劣おとるがなかなかの品ぞろえだ。

「ここにある本は読破している」

　アンケスエンは驚いた。

「全部ですか？」

「ああ、暇ひまだからな。なんなら面白い本を教えてやろうか？」

　ティトはくるりと振り返ってアンケスエンのほうを見た。そこでティトが、信じられないものを見たようにはっと目を見張る。

「そなた……」

　アンケスエンはいまさらながら、顔を隠すための外套のフードを脱いでいたことを思い出した。素顔が明るい光のもとにさらされている。

　だが、そんなことにかまっている余裕はアンケスエンにはなかった。

　身体が衝撃のあまり打ち震えている。
















「……へい、か……？」

　それだけ呟つぶやくと、アンケスエンは踵きびすを返して図書室から飛び出して行った。

　客間に戻ったアンケスエンは、扉に背中を預けたままずるずるとその場に崩れ落ちた。驚きのあまり全身ががくがくと震えて止まらない。

「……噓……」

　信じられなかった。

　明るい光の下で見たティトの癖のある茶色の髪、涼すずしげで気品溢れる凜りんとした目鼻立ち、そして勝気で聡明そうな翡翠の瞳。

　見間違うはずもない。それは幼い頃から何度も夢に見続けていた彼だった。




　──彼が真の王。ディセルナティアの未来の国王。そしてわたくしの夫となる人。




　皮肉な出会いに、アンケスエンはただ混乱するばかりだった。
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　次の日の朝食のとき、アルディスが心配そうに声をかけてきた。

「アンケスエン様、食欲がございませんか？」

　パンをちぎる手が止まったままのアンケスエンは、慌てて手を動かし始める。

「大丈夫よ」

　だが、本当は食欲などまったくない。昨夜はついに一いつ睡すいもできなかった。

　昨夜の出来事をアルディスに話すべきだとわかっていた。だが、喉のあたりで現実が重くのしかかってきて口にすることができない。アンケスエンはひたすら途方に暮れていた。

「少し、一人にしてちょうだい」

　アルディスが静かに部屋から出て行くと、アンケスエンは目を閉じてじっと考え込んでいた。自分はいったいどうするべきなのだろうか。

　しばらくすると扉が丁寧に叩かれる音がした。急いでフードをかぶり部屋の扉を開く。

　そこに立つ背の低い少年を見て、アンケスエンの全身が凍こおりついた。

「ティト様……」

「昨夜、そなたが本を忘れて帰ったので持ってきた」

「……ありがとうございます」

「少し話があるのだが、入ってよいか？」

「……どうぞ」

　アンケスエンはティトを部屋へと招き入れた。

　ティトはテーブルの上に三冊の本を置くと椅子に座った。向かい合うようにしてアンケスエンも腰掛ける。

「──そなた、部屋の中でもその格好なのか？」

「え？」

「部屋の中でフードをかぶる必要があるのかと言っている」

　アンケスエンはあきらめのため息をつくと、フードを下ろす。

　ティトは、なぜかアンケスエンの素顔を食い入るように見つめそっとため息をついた。

「なぜ、顔を隠かくすのだ？」

「それは……」

「そのように美しい顔なら隠す必要もあるまい？」

　美しいと褒ほめられて心が騒いだ。恥ずかしくなり頰が熱くなる。

「その……」

　口ごもるアンケスエンにティトが真顔を向けた。

「伯父上に聞いた。盗賊から自分たちを助けてくれた兄妹の妹のほうは、皮膚の病気で素顔をさらせないのだと。なぜ、そのような噓をついた？」

「……それは……」

「まあ、世の中物ぶつ騒そうだからな。見み目め麗うるわしい娘を見つけたら、よからぬ者が放っておかぬだろうな」

　ティトは鷹おう揚ようにテーブルの上に肘ひじをつくと、手のひらの上にぞんざいに顎を乗せた。そんな尊大な態度がなぜか彼にはよく似合う。

　アンケスエンもまたティトから目を逸そらせないでいた。瞬まばたきも忘れてじっと見つめていると、なぜかティトは翡翠の瞳を細めて、ぶっきらぼうに話を続ける。

「そなた、昨夜、なぜ急に逃げ出したのだ？」

「……申し訳ありませんでした。その、素顔を見られるのが怖かったので……」

「まあ、よい。そういうことにしておいてやる」

　そのとき、再び扉が丁寧に叩かれる音がした。

「誰？」

「わたしです」

「アルディス！」

　アンケスエンは焦あせった。今、ティトと一緒にいるところを見られるわけにはいかない。勢い余って立ち上がったアンケスエンは、弾はずみでテーブルの上に置かれていたティーカップを手で払いのけてしまう。派は手でな音をたててカップは床で割れた。

「どうかなさいましたか!?」

　甲かん高だかい音に驚いたアルディスが勢いよく扉を開く。そして思いがけない人物を見つけてぽかんとした。

「……その子供はいったい誰です？」

「──子供で悪かったな」

　ぼやくティトの前で、アンケスエンは伏し目がちに答える。

「……ティト様は、ランデル公爵家の方です」

「それは大変失礼しました」

　アルディスが丁寧に礼をする。

「これでは静かに話ができそうにないな」

　ティトは突然立ち上がると、強引にアンケスエンの腕を摑み部屋から連れ出そうとする。

「お待ちを！　妹をどこに連れていくおつもりですか？」

「騒がしいそなたの声が聞こえぬところだ」

「な……っ！」

「そなた忠実な番犬のような男だな」

　大人びたティトの物言いにアルディスが絶ぜつ句くする。

　だが連れ去られそうになるアンケスエンにはっとなり、慌てて止めようとした。

「どうかお待ちください！」

「アルディス！　……わたくしはこの方と話があるのです。お前はここで待っていて」

　アンケスエンの強い静止の声にアルディスは逆らえなかった。

　部屋の扉をくぐるとき、アンケスエンは思い出したように片手でフードをかぶり直す。

　ティトはアルディスとすれ違うとき、彼の手に一いつ瞬しゆん視線を走らせて、なぜか目を見張っていた。だが、何も言わずにアンケスエンの手を引いて、邸の外へと向かって歩いていく。

「そなた、馬には乗れるのか？」

「……はい」

　ティトがにやりと笑った。

「それなら行き先は決まったな」

「どこへいくのですか？」

「秘密だ」




　ティトに連れられて馬で向かったのは、森の奥に隠された湖のほとりである。

「ここは、秘密の場所だ。狩りの途中で偶然迷い込んで見つけた」

「ティト様には秘密の場所がたくさんあるのですね」

　アンケスエンがそっと微笑すると、ティトはなぜか恥ずかしそうに視線を逸らす。

　並なみ足あしで馬を走らせながら、ティトは口を開いた。

「そなたと兄君は、少しも似ておらぬな」

「……よく言われます」

　ティトがふっと笑った。

「そなたは噓が下へ手ただな」

「え？」

「さっきの男、そなたに敬語を使っていた。そなたもあの男のことを名前で呼び捨てていたし、まるで主従のようであった。──それでもまだ兄妹だと言い張るつもりか？」

「……ティト様の言う通りです。わたくしとアルディスは兄妹などではありません」

「──だろうな。それに先ほどの男、上着の袖そで下したに紋もん章しようの刻きざまれた腕輪を嵌はめていた。あれは神聖騎士団に当時の国王が下か賜しした品だろう。つまりあの者は姫巫女が育った神殿でディセルナティアの聖なる花嫁、現王妃を守護していた騎士の生き残りというわけだ」

　淡たん々たんとしたティトの鋭い指摘にアンケスエンは息が止まりそうになった。

「……アルディスの過去には詳くわしくないので、よく知りません。それよりティト様はなぜそのようなことをご存じなのですか？」

「昨夜、話しただろう？　伯父が甥おいの自分を国王にしたいと望んでいると。そのために特別な教育を受けてきたから、王家に関わることなら大たい抵ていは知っている」

　ティトは湖の前で馬を止めると、湖面に視線を向けたまま静かな声で言った。

「ディセルナティアの王妃アンケスエンは十三歳。長い黒くろ髪かみに紺碧の瞳のたいそう美しい娘だと聞いた。加えて神しん秘ぴの力を持つという。そなた、王妃に会ったことはあるのか？」

　アンケスエンは胸が苦しくなった。

「……いいえ、ありません……」

「お前の名前はアンケスエンで間違いないな？」

　──見抜かれている。

　アンケスエンは馬上できつく目を閉じ、あきらめのため息をついた。

「……間違いありません……」

「──アンケスエン王妃は、齢よわい八歳で簒奪者の妻にされ、三年もの幽閉生活。次は戦にしか興味のない乱暴者の王妃になったと聞く。つらくなって逃げ出したくなるのも、無理はないか……」

「逃げ出した理由はそれだけではありません」

「他にも事情があるのか？」

　アンケスエンは問いかけを無視して、真っ直ぐにティトの顔を見た。

「ティト様は、王になりたいと思いますか？」

「さあ、絵空事すぎて真剣に考えたことはないな。それに自分はまだ子供だ。しかも、そなたより二つも年下だぞ？」

「そのようなことは関係ありません。ティト様ならきっと民思いの立派な王になれます」

　ティトは真ま面じ目めな目でアンケスエンに問いかける。

「もしも王になれたとしたら、アンケスエン王妃を妻にできるということか？」

「はい。さようでございます」

「なるほど、それは悪くないな。何より、苦境にさらされた民たみ草くさのために王となり、世の中を変えるという仕事はやりがいがありそうだ。なかなか興味深いな」

　西日が差し込んで、淡い茜あかね色いろに染まる湖こ面めんに光が散っている。陽光に照り映えたティトの横顔がまばゆく煌きらめいて、あまりの神こう々ごうしさにアンケスエンは息をのんだ。

　──まるで、太陽の化け身しんのよう。このお方は王になるために生まれてきたに違いない。

　希望に満ち溢れた聡明な翡翠の瞳に、見惚れながらアンケスエンはこんなことを思った。

　──ずっとこの方のそばで、美しい真っ直ぐな瞳を見ていたい。
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　アンケスエンの決意は固まっていた。

　嫌われる未来が待っているのだとしても、彼をディセルナティアの王にできるのなら何を失っても惜おしくはないと思えた。民が豊かで平和に暮らせるのなら、自分の身などいくらでも犠ぎ牲せいにできるではないか。

　──彼ならきっといい王になる。

　ティトは年若いがアンケスエンの予知の通り、王にふさわしい資質を兼ね備えている。

　生意気で尊大な少年だが、人を惹ひきつける魅力に溢れていた。

　アンケスエンは客間を出て、隣のアルディスの部屋の扉を叩いた。

「アンケスエン様、あの少年といったいどこに行っていらしたのですか!?」

　きつく問いただすアルディスを制して、アンケスエンは必死な目で訴える。

「アルディス、お願いがあります。ランデル公にお会いしたいのです。至急取り次いでもらえませんか？」

「なぜです？」

「理由はあとで話します。お願いです」

　アンケスエンのあまりに真剣な様子に、アルディスはそれ以上追及できなくなる。

「わかりました。公にお伺いしてみます」

　──一時間後、ランデル公爵家の応接間にはアンケスエン、アルディス、ティトとランデル公の家族が集まっていた。

「ティリ殿、わたしに用事とはどのようなご用件ですか？」

　アンケスエンは顔を隠したままランデル公の前に立つとそっと息を吐き、静かにフードを下ろす。フードの下から幼さを残しつつも気高く美しい顔立ちの少女が姿を見せる。ランデル公一家が息をのむ。事情を知らないアルディスも啞あ然ぜんとしていた。

「ランデル公、わたくしの顔に見覚えがありませんか？」

　アンケスエンは身分を証あかすものを何ひとつ持参していなかった。たったひとつだけ自分が王妃である証があるのだとしたら、母親譲ゆずりのこの顔だけである。

　ランデル公がアンケスエンの顔を見て絶句する。

「……ネフェルティティ王妃様にうりふたつのその容よう貌ぼう。噂には聞いていましたが──、あなたはもしや、アンケスエン様なのですか？」

　アンケスエンは申し訳なさそうに目を伏せた。

「そうです。騙だましていてごめんなさい」

「……なぜこのようなところに……？」

「実は人を探していたのです」

「人探しですか？　いったい誰を……？」

「そこでランデル公にお願いがございます。ティト様をわたくしにいただけませんか？」

　ランデル公の顔に困惑の色が浮かぶ。

「ティトでございますか？」

「はい」

「なぜティトを望まれるのですか？」

「ランデル公は聞いたことがありませんか、わたくしの特殊な能力のことを」

「もちろん聞き及んでおります。聖なる花嫁に神より与えられた予知の力をお持ちとか」

「わたくしは幼い頃からこの力で未来を垣かい間ま見てきました。そこにはわたくしの夫となる方との未来がございました。つまりディセルナティアの正統な王となられる方のことです」

「……まさかティトがそうだとおっしゃるのですか？」

　ごくりと唾つばを飲むランデル公に、アンケスエンはそっと微笑した。

「そのまさかなのです」

　アンケスエンはランデル公の前からそっと離れると、ティトの前に立ち膝ひざを折った。それは彼女が簒奪者たちには一度も見せたことがない態度である。

「──あなたこそ、ディセルナティアの真の王。ようやくめぐり会えました。わたくしはあなたにお仕つかえするために参りました。どうぞわたくしを妻としてディセルナティアの王とおなりください」

　ティトは翡翠の目を大きく見開き、アンケスエンを見つめて言った。

「そなた、正気か？」

　無言でこの光景を見守っていたランデル公が甥を叱しつ責せきする。

「ティト！　なんと無礼なことを言うのだ！」

「……お嫌ですか？」

　柔やわらかな瞳で問いかけるアンケスエンに、ティトはかすかに頰を赤くした。

「──返事は湖でしたはずだ。答えは同じだ」

「ありがとうございます」

　二人だけにしかわからない会話だった。

　アンケスエンはティトに深々と頭を下げると、真しん摯しな瞳で未来の夫を見み据すえた。

「陛下、どうかディセルナティアをお救いください」





[image: ]






「アンケスエン様、なぜこのような重要なことを事前に教えてくださらなかったのです？」

「ごめんなさい、アルディス。わたくしも突然のことで気が急せいていたのです」

「──ちょっと待て！」

　ランデル公の応接間を後にする二人の背はい後ごから、ティトが険しい目で追いかけてくる。

　アンケスエンはアルディスを振り返った。

「アルディス、申し訳ないのだけれど、先に部屋に戻っていてくれないかしら」

　アルディスはティトとアンケスエンの顔を交互に見ると短くため息をついた。

「……わかりました」

　アルディスが去ると長い廊下に二人きりになる。

「ティト様、どうかなさいましたか？」

　小首を傾げるアンケスエンに、ティトが仏ぶつ頂ちよう面づらでこう言った。

「そなた、とんでもない噓つきだな」

「どういう意味でしょうか？　言っておきますが予知の話は本当です」

「そのことではない」

「ではなんなのですか？」

「そなた、本当はこの国から逃げ出すためにここまで来たのではなかったのか？　初めて出会ったとき、そう申していたではないか」

　アンケスエンは儚はかなく笑った。

「その通りです」

「ではなぜ国に戻ることにしたのだ？」

「ティト様に出会って気が変わりました。やはり運命には逆らえないのだと悟さとりました。わたくしもようやくこれで覚かく悟ごが決まりました」

「覚悟？」

「わたくしの未来のすべてをディセルナティアに懸かける覚悟です。わたくしの望みはディセルナティアの良き王妃であり続けること」

「そなたは、それでよいのか？　王都でさんざんつらい思いをしてきたのであろう？　本気で戻るつもりか？　後悔はないのか？」

「ございません」

　清すが々すがしいほどの笑顔で答えると、アンケスエンはくるりと背を向けて廊下を歩きだした。

「約束する！」

　ティトが叫ぶ。

「そなたを決して泣かせたりはしない！　一生大事にする！　必ずディセルナティアの良き王になってみせる」

　振り返ってティトの真っ直ぐな瞳を見たアンケスエンの目に、みるみる歓かん喜きの涙が滲にじむ。

「そのお言葉が聞けただけで十分です」

　これから二人の未来が始まるのに、まるで別離の言葉のようだった。

　アンケスエンの言葉の意味をティトが知るのは、もっとずっと先のことになる。
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　ティトと別れたアンケスエンは、ランデル公爵家の暗い中庭を一人で歩いていた。

　今にも泣き崩れそうになるアンケスエンを無言で支えたのはアルディスである。

「アルディス！　なぜここに？」

　アンケスエンは驚きつつもはっとした。

「……お前、まさかさっきの話を聞いていたの？」

「……はい。申し訳ありませんでした」

　アンケスエンはぐしゃりと顔を歪めて、アルディスの服をぎゅっと摑む。

「わたくし、あの方にとても残ざん酷こくなことをしているのだわ。だって、わたくしは……っ！」

「──何もおっしゃらないでください。すべて承知しておりますから」

「お前、知っているの？　わたくしの、その……」

　言いにくそうに口ごもるアンケスエンを、アルディスは優しく抱きしめる。

「傷痕のことなら知っております。どうか、これ以上何もおっしゃらないでください」

「！　ごめんなさい、アルディス……！」

「いいえ、それよりディセルナティアのためによくご決心くださいました。やはりアンケスエン様は生まれながらの王妃様でいらっしゃるのですね」

　するとアンケスエンは泣きじゃくりながら激しく首を振る。

「アルディス、違うの！　あの方が、良い王になると思ったのは事実です。……でも、わたくしはただあの方を失いたくなくて！　本当は国のためなどではありません。すべてはわたくしのエゴです。本当に結ばれなくてもいいから、愛されなくてもいいから、あの方のそばにいたかったのです！　ただそれだけです……！　そのためにわたくしは何も知らないあの方を巻き込んでしまった。黙って見過ごして、異国に去ることも可能だったのに、わたくしの人生に引っ張り込んでしまった。予知の通り、きっと将来ひどく疎まれるわ！」

　このときアンケスエンは幼い頃から抱き続けていた彼への想いをようやく自覚していた。

「わたくしは、ただあの方と一緒にいたいの！　純じゆん粋すいに、あの方が好きなだけなの！」

　悲痛な顔で告げたアンケスエンの思わぬ本ほん音ねを聞いて、アルディスは絶句した。







　その夜、ティトは興こう奮ふんのあまり寝つけないでいた。

　自分がこの国の王となり、あの美しい少女が自分の妻になるなど信じられない思いでいた。

　ティトを王にするなど伯父の妄もう言げんだとばかり思っていたのに、まさか現実になるなんて。

　またとない幸運に恵まれて心は騒いでいた。

　夜の風にあたろうと窓を開けようとしたとき、ティトの目にその光景は飛び込んできた。

「あれは……」

　薄暗い中庭にアンケスエンがいた。泣きながらアルディスと抱き合っている。

　ティトは我が目を疑った。衝撃のあまり息が止まりそうになる。

　──どういうことだ？
















　そのまま目を逸らすことができずに、いつまでも窓まど際ぎわに立ち尽つくしていた。
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　王妃アンケスエンの助力を得たランデル公は、簒奪者バルザットを討うつべくディセルナティアの貴族に招しよう集しゆうをかけた。バルザットに不満を抱く貴族の他に、とくに圧政に耐えかねて王を強く憎む多くの民がこれに賛同した。

「聖なる花嫁が教えてくれた。ディセルナティアの真の王はランデル公のもとにいる！　さあ、忠実なる神の信徒たちよ！　ディセルナティアのために戦え！」

　一カ月もしないうちに、ランデル公のもとに多くの兵士が集った。

　その兵士たちを隊に分け、戦術指南を行ったのはアンケスエンに全権を委い任にんされたアルディスである。

　やがてランデル公の軍は王都へ進撃する。

　バルザットは遠い戦地でこの一報を受け取った。

　すぐに軍を率ひきいて王都に帰還するも、王城はすでにランデル公の軍に占せん拠きよされていた。

　王城は堅けん固ごな要よう塞さいとなってアンケスエンとランデル公たちを守った。

　何より王権を握る聖なる花嫁の意志は絶対である。

　バルザットはそれでも抵てい抗こうして戦い続けたが、戦に疲ひ弊へいした兵士たちの多くは神の代弁者である聖なる花嫁の意志には逆らえなかった。次々に味方が寝返るなか、バルザットは最も恥知らずな行動を取った。なんと兵士を見捨てて国外に逃とう亡ぼうしたのである。

　──武勇を誇るバルザットはみじめな敗走者となった。




　初夏、ディセルナティアに新たな王が即位する。

　アンケスエン十四歳、ティト十二歳のときのことだった。
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　──あれから、四年の月日が流れた。

　ディセルナティアの王都に朝日が昇のぼり、白はく亜あの王宮が日の光を浴あびて白く輝かがやいていた。

　王宮の王おう妃ひの私室では、朝からこの部屋の主あるじが身み支じ度たくに忙しくしている。

　腰こしまで伸びた豊かで艶つやのある黒くろ髪かみ、深海を思わせる紺こん碧ぺきの瞳ひとみ、そしてふっくらとした花のような唇くちびるがなんとも愛らしい顔に、化け粧しようがほどこされていく。透すき通る肌はだを引き立てるために黄金のネックレスや腕うで輪わがはめられ、身につけるドレスは巫み女こ装しよう束ぞくを思わせる白。その清せい楚そな色がかえって彼女を美しく輝かせる。豊かな谷間の覗のぞく胸元、ほっそりとくびれた腰、そしてすらりと伸びた細い手足が見る者すべてを魅み了りようする。

　──ディセルナティアの気け高だかき至し宝ほう。

　いつしかディセルナティアの王妃は、彼女を尊そん崇すうする民たみの間でそんな風に呼ばれるようになった。

　幼おさない頃の面おも影かげを宿したまま、十八歳になった王妃アンケスエンは、艶えん麗れいな女性に成長していた。

「王妃様、朝ちよう餐さんの支し度たくが調ととのっておりますが、いかがいたしますか？」

「朝ちよう議ぎのあとでいただきます。それより、陛へい下かはどうしていますか？」

「……いえ、わたしは存じ上げませんが……」

　女によ官かんが顔色を曇くもらせて首を傾かしげたとき、室内にいるはずのない声が響ひびいた。

「呼んだか？」

「陛下！」

　突とつ然ぜんの登場にアンケスエンは驚おどろいた。

　癖くせのある茶色の髪に勝気そうな大きな翡ひ翠すいの瞳が輝いている。

　十六歳になったディセルナティアの国王ティトは、アンケスエンより背せ丈たけが伸びていた。翡翠の瞳を不ふ遜そんに細め、背筋をぴんと反そらして、尊そん大だいに顎あごをそびやかしている。

　ティトはおどけたように膝ひざを折りうやうやしく礼をした。

「これは我が王妃、相変わらず美しい」

　たちまちアンケスエンの表情が強こわ張ばりいきりたつ。

「陛下！　昨夜ゆうべはどこに行かれていたのですか？」

「朝から騒さわがしいことだ。そなたに土産みやげを持ってきたというのに」

「土産？」

「チョコレート菓が子しだ。昨日きのう、街で購こう入にゆうしてきた。今王都で人気があるらしい」

　よく見るとティトは庶しよ民みんのような格かつ好こうをしている。

「また街へ行かれたのですか？　軽々しく外出しないようにと何度も申しましたのに！」

「そなたの癇かん癪しやくは耳が痛い」

　うるさそうに顔をしかめるティトに、アンケスエンは全身を怒いかりに震ふるわせた。

「……わたくしは、子供のお守をするために王妃になったのではありません！」

「またそれか。いつものことながら可か愛わいげのない。この菓子、そなたがいらぬのなら皆で分けよ」

　侍じ女じよたちに向かって菓子袋を放り投げて、ティトは不快そうに軽く肩をすくめる。

「余よは徹てつ夜や明けで疲れた。しばらく眠るゆえ、部屋に戻る」

「陛下！　朝議はどうなさるおつもりですか!?　また休むつもりですか！」

「そなた一人がいれば十分であろう？　王妃殿がいればこの国は安あん泰たいだ」

　ティトは眠たそうにあくびをすると、部屋から出て行った。

「……まったく……」

　アンケスエンはそばにあった椅い子すに座り込むと、ため息をついた。

　ティトは王となったあと、突然人が変わったようにふらふらと遊び歩くようになった。

　朝議にも参加せず、政務も放置したままである。

　ティトが放ほう棄きした仕事は、当然のようにアンケスエンのもとに回ってきた。

　おかげで早朝から深夜まで政務は終わらない。

　それでもこの四年間でディセルナティアはずいぶん変わった。

　王都はかつての活気を取り戻し、街には人が溢あふれている。天候にも恵まれて、作物は毎年順調に育っていると官かん吏りから報告を受けていた。四年前から失業者に積極的に公共工事の仕事を与えてきたので、飢うえに苦しむ者もいなくなった。また、アンケスエンの発案で無む償しようで利用できる療りよう養よう所じよが設立され、民を流は行やり病やまいから救う防ぼう波は堤ていとなっている。

　正統な王を取り戻した国は大きく発展し、実り豊かな王国となった。

　ひとつ問題があるとすれば、その正統な王であるティトが政治に無関心なことである。

　初めて出会ったティトは、幼いながらも聡そう明めいで真まっ直すぐな少年だった。強ごう引いんだったがアンケスエンに対して優しくしてくれた。

　だがこの四年、ティトはアンケスエンを見るたびに不ふ愉ゆ快かいそうな顔になり、しかめ面つらばかり見せるようになった。わずらわしそうに自分を見る瞳は予知した未来の通りである。

　しかし、それもしかたのないことだ。全部自分が悪いのもわかっている。

　疎うとまれてもいいからそばにいたいと望んだのは自分なのに、彼に嫌きらわれているという事実は想像以上に憂ゆう鬱うつだった。何よりあんな利発な少年の人生を歪ゆがめていることが心苦しい。




　──そなたのように気位が高くて可愛げのない女は好かぬ！　そなたより街娘のほうがよほど愛あい想そがよくて可愛らしい──




　いつかティトに冷たく言われた言葉を思い出し、アンケスエンは苦笑した。

　可愛げがないと言われて反論できるはずもない。なぜなら自分は、気位の高さで感情を押し殺す術すべを身につけてしまっているからだ。こんな妻など疎ましいに決まっている。

「王妃様、朝議の時間が迫せまっています。お急ぎください」

「……今行きます」

　迷まよっている時間はない。自分で選んだ道だ。

　ディセルナティアの民のために良き王妃になろうと自分に誓ちかった。今は忠実にその役目を果たすことがアンケスエンに課された仕事である。

　椅子から立ち上がると、アンケスエンは毅き然ぜんと前を向いて部屋から出て行った。




「アルディスが戻ったのですか？」

　朝議のあと、朝餐のために部屋へ戻ろうとしたアンケスエンだったが、思いがけない報告を受けて顔を綻ほころばせた。

　やがて朝議の行われていた大広間に、背の高いがっしりとした体格の青年が姿を見せる。

「アルディス、よく無事に帰ってきました。三み月つきぶりですね」

　アルディスは床ゆかに膝を折ると、頭を下げたまま深々と礼をした。

「ただいま戻りました、王妃様」

「シールース国はどうでしたか？」

　三カ月前、アルディスはシールースに友好条約を結ぶための使者として派は遣けんされていた。四年前の内乱で武功をたて将軍職に就ついたアルディスは、アンケスエンの信頼もあり重要な役目を任まかされるようになっていた。

「無事に条約を締てい結けつし、こうして戻ってくることができました」

「それはご苦労でした。心から礼を言います」

「シールースの王から、陛下と王妃様に土産の品を預かってまいりました」

　アルディスが合図すると大広間に大きな箱をいくつも抱かかえた兵士たちが入ってくる。うやうやしく蓋ふたが開かれるとアンケスエンは席から立ち上がり、感かん嘆たんのため息をついた。

「まあ」

　箱の中は、様々な宝飾品で溢れていた。黄金の聖せい杯はいに象ぞう牙げの細さい工く物もの、ルビーと翡翠を埋うめ込んだ革のベルト、アラバスター製の小箱など目もくらむような品々がところせましと詰められている。何より目を惹ひいたのは、薄うす絹ぎぬを重ねて作られた典てん雅がな衣い装しようだ。

「そしてこちらがシールース王からの親書でございます」

　アルディスが懐ふところから丁寧に畳たたまれた親書を取り上げて、アンケスエンに手渡す。

　親書を開き中身に目を通したアンケスエンは、すべてを読み終えてくすりと笑った。

「どうかなさいましたか？」

　怪け訝げんな顔をするアルディスに、アンケスエンはさらりと言った。

「アルディス、そなたに縁えん談だんです」

「……は？」

　アルディスが間の抜けた顔をする。

「シールース王は、第四王女をそなたに娶めとらせたいと言ってきています。ずいぶん気に入られたようですね」

　どうやら身に覚えがあるようで、アルディスが目に見えて動どう揺ようしている。

「シールースの第四王女はどのような方なのですか？」

「その……、金髪に琥こ珀はく色の瞳の大変愛らしい王女でございます」

「おいくつの方ですか？」

「……十六歳です」

　大広間で朝議に参加していた貴族たちも、まさかの話題に沸わいた。

「アルディス将軍、またとない吉きつ報ぽうですな。いかがなさいますか？」

「シールースの王女とはそれほどお美しいのですか？　一度会ってみたいものですな」

「このような席で暴ばく露ろされるとは、王妃様もお人が悪い」

「……せっかくのお話ですが……」

　アルディスがさっそく辞退しようとするのを、アンケスエンは止めた。

「一度、ゆっくり考えてみたらどうです？　それとも王女に不満でもあるのですか？」

「いえ、そのようなことは……」

「それなら前向きに検討してみなさい。殿との方がたにとって若い娘むすめを妻にできるのはとても名めい誉よなことではなくて？」

　返答に窮きゆうするアルディスの姿に、またも大広間が笑いの渦うずに包まれる。

　今年二十七歳になるアルディスはいまだ独身だった。だが見た目の精せい悍かんさと甘あまい美び貌ぼう、それに将軍職という立場から、実は非常にもてるのだ。

「言っておきますが、これは強制ではありません。返答は急ぎませんから、じっくり考えてみなさい」

「……はい」

　しぶしぶアルディスが受け入れる。

　アンケスエンは親書を文官の一人に預けると、土産の箱の中から乗馬用の鞭むちと名工の作と思われる見事な弓を取り上げた。きっとティトのための品だろう。彼は狩かりを好み、たびたび王家の私有地で貴族の子し弟ていたちを連れて狩りに興きようじている。アンケスエンはそばに控ひかえていた女官を呼んだ。

「これを陛下にお渡ししなさい」

　女官がうやうやしく二つの品を受け取る。

「ところでアルディス、そなた朝食はまだですか？」

「はい。先ほどシールースから帰国し、その足でこちらに参りましたので……」

「でしたら、わたくしの朝餐に付き合いなさい。久しぶりにディセルナティアの食事を楽しむとよいでしょう。シールースでの話を詳くわしく聞かせてちょうだい」

「……王妃様のご配はい慮りよ、感謝いたします」

　アルディスは深々と頭を下げた。
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　徹夜明けで王宮に戻ったが、ティトは眠ることができずに寝しん台だいに寝そべって嘆たん息そくした。

「つまらぬ」

　王宮は窮きゆう屈くつで息苦しい。それでも今現在ティトの帰る家はここだけだ。

　街で遊んでいる間だけは嫌いやなことを考えずにすむが、気が晴れることはなかった。

　涼すずしげな容よう貌ぼうのティトは街娘にも人気があり、いたるところで浮うき名なも流している。

　それでも満たされたことは一度もない。心の中はいつでも冷えきっていた。

　あの日まで、自分にこんな運命が待ち受けているとは思いもしなかった。

　アンケスエンに選ばれて王になったときは、誇ほこらしい気持ちでいっぱいだったのに……。

「馬ば鹿からしい」

　自分が愚おろかだったのだ。やはり己おのれは子供だったのだと思い知る。

　幼い頃から神童と騒がれて、その才覚を遺い憾かんなく発はつ揮きしてきた。八歳の頃には四カ国語を習得し家庭教師は舌を巻いた。伯お父じの所有する難なん解かいな書物も軽々と読みこなすことができたので、自分の才能にうぬぼれてもいた。誰だれよりも賢かしこく世間を見通す自信があった。

　だが四年前、ティトは初めて計算外の存在に出会う。──アンケスエンである。

　出会ってすぐに、ティトは二歳も年上の彼女に恋をした。それまで愛や恋といった曖あい昧まいなことに無関心だったティトの心を、その類たぐい稀まれな美貌で一いつ瞬しゆんでさらっていった。

　ティトは当時自分がまだ十二歳の子供にすぎないという自覚はあった。彼女は国を捨てて異国に去る途中だと言っていたので、片想いに終わるだろうという予感はあったが、どうしてもあきらめきれずに理由をつけて彼女に近づいた。

　それが、淡あわい恋心で終わっていたら、まだ救いはあったと思う。

　ところが、アンケスエンとの出会いで、ティトは数すう奇きな運命をたどる。

　なんと彼女はディセルナティアの王妃で、ティトこそ自分が出会うべき王だと語り、聖なる花嫁の神により与えられた予知の力に従って、ティトを欲しいと望んだのだ。

　彼女が特別な身分の女性であることは、会ってすぐに察することはできていた。だがまさか、いきなり彼女の夫に選ばれるとは思いもしなかった。

　幼くしてディセルナティアの聖なる花嫁に選ばれた王妃の悲劇の噂うわさはティトも耳にしていた。

　たいそう美しい娘だと聞いてはいたが、その美貌はティトの想像を遙はるかに超こえていた。

　そんなアンケスエンを妻にできると聞いて、驚きはしたが心は歓かん喜きに揺ゆれた。

　悲ひ愴そうな覚かく悟ごでディセルナティアの良き王妃であり続けると言いきったアンケスエンに、ティトは感動すら覚えた。

　だからこそ決して泣かせない、一生大事にすると子供ながらに誓った。

　ただ純じゆん粋すいに彼女を守りたい、一いつ緒しよにいたいと思って、国王になる道を選んだのだ。

　しかし、それも幼さと無知ゆえの冷静な判断力を欠いた結果だったのである。

　ティトを王に選んだ夜から、アンケスエンの態度はどこかよそよそしくなった。

　理由はわかっている。──四年前の夜に見た、あの光景が今でも忘れられない。

　それでも最初はアンケスエンの真心を信じようとしたが、期待は儚はかなく裏切られ続けた。

　こんなにみじめな思いをしているのに、今も王宮から離れることができない己の愚おろかさを鼻で笑い目を閉じようすると、遠えん慮りよがちに扉とびらの叩たたかれる音がして、声が聞こえてきた。

「陛下、王妃様付きの女官です」

「入れ」

　女官が入室してきたので、ティトは寝台から起き上がると、部屋の真ん中に立った。

「何用だ？」

　不ふ機き嫌げんそうなティトに、女官がおずおずと乗馬用の鞭と見事な弓を差し出してくる。

「王妃様が陛下にお渡しするようにと」

「王妃が？」

　女官が頷うなずく。

「先ほど、アルディス将軍がシールース国から戻られて、土産の品を持参されまして」

「なるほど。戻ってきたのか」

　──王妃の愛人が……

「どうぞお収めください」

「いらぬ！」

「陛下、ですが！」

　焦あせった顔になる女官に、ティトはつい意地の悪い言い方をしてしまう。

「──何か問題があるのか？」

「このままでは、わたしがお叱しかりを受けることに……」

　ティトはため息をつくと無言で乗馬用の鞭と弓を受け取った。

　女官が去ったあと、ティトは壁まど際ぎわに立ち窓を大きく開いた。頰を風になぶられながら、外に向かって大きく腕を振りかぶり、鞭と弓を空高く放り投げて乱暴に窓を閉じる。

　──王妃の愛人──

　アンケスエンのアルディスへの信頼の厚さを見た者は、陰かげでそう囁ささやいている。

　それは単なる噂にすぎなかった。だがティトは、それが真実であることを知っていた。
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　アンケスエンは、朝餐の間でアルディスと朝餐を共にしていた。

　ウズラの香草焼き、鴨かものテリーヌ、魚のマリネ、砂さ糖とう衣ごろもの菓子など朝とは思えない豪ごう勢せいな料理の数々が並んでいる。

　アルディスは品ひんを損そこなわない程度の速さで食事をたいらげていく。その姿を、焼き立てのパンを小鳥のような繊せん細さいさで口にしながら、アンケスエンは満足そうに見ていた。

「シールースはどんな国でしたか？」

「大陸の要よう衝しようを占しめる国だけあって、王都は様々な人と物で溢れかえっていました。とくにシールース産のビールとワインは絶品でした」

　アンケスエンはあまり酒を飲まないのだが、楽しげに耳を傾けている。

「それに狩しゆ猟りようが盛さかんな国で、女性も狩りをします。並の男よりも上手じようずに馬を扱あつかうので驚きました」

「まあ、女性が狩りを？」

　新しん鮮せんな驚きだった。ディセルナティアでは、女性は血ち腥なまぐさいことを好まないからである。

「弓の扱いも神がかっていて、女性が野生のキツネを一撃で仕留めるのを初めて見ました」

「シールース国の女性は勇ゆう敢かんなのですね」

「はい」

「それで、第四王女も狩りを好まれるのですか？」

　アルディスが激はげしくむせる。苦しげに咳せきをしながら、胸を叩いていた。

「……王妃様、もうその話題はやめてください」

　アルディスは、四年前からアンケスエンを名前で呼ばなくなり王妃として接していた。

「あら、重要なことだわ。だってわたくし、シールース王に返事をしなくてはいけないんですもの。なんのためにそなたを朝餐に誘さそったと思っているのですか？」

　アルディスが顔をしかめる。

「そのようなことを考えていらしたのですか？」

「そうよ。それでシールースの第四王女、……たしか親書にはカッシーナ王女とありましたが、その方と何があったのですか？」

「べ、別にやましいことは何も……」

「何もなかったという顔ではないわよ」

　無言のアルディスに、焦じれたアンケスエンはテーブルを指で叩いてきつい口く調ちようで言った。

「はっきりおっしゃい」

　アルディスが降参とばかりにため息をつく。

「……先ほどお話しした狩りで、キツネを一撃で仕留めたのがカッシーナ王女でした。最初は王女とは知らずに獲え物ものを競きそい合い、馬を走らせていました……」

「それから？」

「ところが王女はわたしが手加減して獲物を譲ゆずったのだと勘かん違ちがいして、大変ご立りつ腹ぷくなさって、……勝負を挑いどまれました」

「カッシーナ王女はずいぶん勇いさましい方なのですね。それで王女と何を競ったのです？」

　アンケスエンはわくわくしながら聞いている。

「射しや的てきです。互いに矢を十本用意して、交互に的へ打ち合って、当てた数を競いました。王女は自分の弓の腕に絶対の自信があったようです。実際、王女の腕は正確で矢は九本目まで的の真ん中を見事に射いました。ですが最後の矢を打ち漏もらしてしまわれて……」

「つまり、アルディスが勝ったのですね」

「……はい」

「そういえば、そなたは弓が得意でしたね。次にどうなったのか当ててみましょうか？　また勝負を挑まれたのでしょう？」

「……カッシーナ王女の狩りの腕前は、どうやらシールースで一、二を争うほどのものだったようで、このままでは国の威い信しんにかかわるとおっしゃって……」

「今度は何を競ったのですか？」

「乗馬です。狩り場に行ってどちらが先に目的の場所までたどりつけるのか競争しました。もうこれは王女の気がすむまでとことん付き合うしかないと思いまして……」

「それで、また勝ってしまったのですか？」

「いえ、その……、ふいの事故で競争は中止になりました。最初は身軽な王女が有利だったのですが、突然目の前にキツネが飛び出して、驚いた王女が落馬してお怪け我がを……」

「まあ！　王女は大丈夫なのですか？」

「……幸いといいますか、足首を捻ねん挫ざされただけですみました。ですが、怪我のせいで馬に乗れなくなってしまわれて、わたしの馬に同乗して城に戻るように提案したのですが、異国の者の手など借りぬとおっしゃって……。しかも運悪く供の者ともはぐれてしまい、しかたなく誰かが探しに来るまで二人で待つことにしました。ところが、その……、夜になっても誰も見つけてはくれず、……二人で夜を明かすことになりまして」

「アルディスは、もちろん王女に対して紳士的に振ふる舞まったのでしょう？」

「あ、当あたり前まえです！　ですが……、王女はひと晩一緒にいて何もされないのは不名誉だとまたも怒おこってしまわれまして……」

　アンケスエンは一瞬意味がわからなかった。毛嫌いしている異国の使者とひと晩一緒に過ごして、何かが起きるほうが問題ではないのだろうか。カッシーナ王女が何を考えているのかわからなくて困こん惑わくしていたアンケスエンだったが、すぐにああと理解した。

「つまり、王女はアルディスを好きになってしまわれたのね」

　たちまちアルディスが焦って否ひ定ていしようとする。

「いえ！　違います！　王女はただむきになっておられるのです！」

「そなたに袖そでにされたからかしら？」

「！　王妃様！　何をおっしゃるのですか！」

「わたくし、何か間違ったことを言ったかしら？」

　ぐっと言葉を詰まらせるアルディスに、アンケスエンは悩ましげにため息をついた。

「でも、それはそれで問題ですね。そのような事情があるのなら、この縁談、とても断りづらいわ。……ねえアルディス、そなたはカッシーナ王女のことをどう思っているの？」

「恋愛感情などは一切ございません！」

「ですが、愛らしい王女だと褒ほめていたではありませんか」

「あれは客観的意見です。それに、正直申すと気の強すぎる娘は少々苦手でございます」

「では、そなたはどういう娘が好みなのですか？」

「！　それは……」

　閉口するアルディスを見て、アンケスエンは静かに言った。

「そなた、いつまで一人身でいるつもりです」

「…………」

「それとも特とく殊しゆな趣味でもあるのですか？」

「どういう意味です？」

「アルディス将軍は男色家だと、兵士たちが噂しているのを聞きました」

「な……！」

　不名誉だと言わんばかりにアルディスはショックを受けている。

「王妃様、まさかそのような噂を信じていらっしゃるのですか？」

「信じてなどいませんが、そなたがいつまでも一人身でいるからそのような噂がたつのです。この際いい機会ですから、そなたも妻を娶めとりなさい」

　黙だまったまま答えないアルディスに、アンケスエンはため息をつくと穏おだやかな目を向けた。

「……わたくしに気兼ねする必要はないのですよ」

　アンケスエンは目を閉じて四年前のとある出来事を思い出していた。




「ねえ、アルディス、わたくしがいつか王妃としての役目を終えたとき、そなたの故郷に連れていってちょうだい。夕暮れ時に、麦畑が黄金こがね色いろに染そまる瞬間をわたくしも見てみたい。そこで二人で兄きよう妹だいみたいに静かに暮くらせたら……」

　それはティトを王に迎むかえる前、ディセルナティアを背負うのが重すぎて、逃げ出したくなったときに吐はいた弱よわ音ねだったが、アルディスは真しん摯しに答えてくれた。

「アンケスエン様がそう望まれるのなら……」

　優しい答えを聞いて、泣きそうになったアンケスエンはくすりと笑った。

「……冗じよう談だんです。わたくしはディセルナティアと結婚した身です。生きている限り、一生王妃です」

「……わかっています。わたしも、最後までお付き合いします」

「そなたは愚かだわ。でも、ありがとう。その気持ちだけで十分です」

　そのとき、アンケスエンは亡なき母にもらった瑠璃ラピスラズリのお守りを手に取り、アルディスに差し出した。彼の憧あこがれのネフェルティティ王妃の所縁ゆかりの品くらいしか、彼の忠義に返せるものはない。

「これは、昔、お母様にいただいたものです。高価な品ではありませんが、そなたが持っていて」

「……ありがとうございます。一生大事にします」




　懐なつかしくなって、思わず頰が緩ゆるんでしまう。幼かった頃のたわいのない思い出。

　でも、アルディスはきっと覚えているはずだ。

　彼が自分のせいで縛しばられているのだとしたら、解放してやらなくてはならない。

「ねえ、アルディス、わたくしはそなたが幸せになる姿が見たいのです。結婚して子供を育てて、普通の家庭を持ってほしいの。……わたくしの果たせない夢をかなえてちょうだい。いつか生まれた子供をわたくしに抱かせてほしいの。わたくしはそれで十分です」

「王妃様……。王妃様だって……」

　慰なぐさめの言葉を口にしようとするアルディスに、アンケスエンは苦い顔になる。

「……わたくしは陛下に疎まれている身です。それに、わたくしは……」

　──誰かの妻にはなれる身体からだではない。……傷物の身だ。

　そのとき、侍女が申し訳なさそうに声をかけてくる。

「王妃様」

　アンケスエンはたちまち我われに返った。

「なんです？」

「謁えつ見けんを望む貴族方がお待ちです……」

「わかりました。すぐに行きます。アルディス、この話の続きは今度にしましょう」

　それだけ言うと、アンケスエンは急いで席を立ち朝餐の間から出て行った。
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　その日、朝からティトはいつものように王宮にある秘密の通路をたどって街へと下おりて行った。とくに予定はなかったが、外の空気を吸いたかった。とはいえ、夏が近いせいか、空気が湿気を帯おびていて肌にまとわりついてくる。空を見上げてティトは思った。

「ひと雨降るかもしれぬな。急いだほうがよいな」

　昼食を食べずに出て来たので、お腹なかが減り始めている。市場の奥に行きつけのうまい飯めし屋やがあるのを思い出していた。あの店に行くには、大通りを抜ける必要がある。

　なんとか雨が降る前に飯屋にたどりつきたい。

　近道となる細い道を抜けて大通りへと出た。ティトが小走りに進んでいると、その横を一台の黒塗りの馬車が走りぬけていった。どうやらどこかの貴族のようだ。何気なく馬車に視線を走らせてぎくりとする。なんとランデル公こう爵しやく家けの家か紋もんが刻きざまれていた。まさか伯父が乗っていたらとひやりとする。国王である自分が昼間からふらふら遊んでいるところなど見られたら、大目玉をくらうだろう。伯父はティトが王になった今でも容よう赦しやがない。それもティトが政務を放棄して遊び回っているせいであるが。

　反射的にくるりと背中を向けて、走り去ろうとしたときだった。走っていた馬車が突然止まり、勢いよく扉が開く音がする。

「ティト兄様！　ティト兄様でしょう？」
















　聞き覚えのある素すっ頓とん狂きような少女の大声が大通りに響き渡る。名前を呼ばれて、ティトは顔をしかめるとしぶしぶ振り返り、うんざりした様子で口を開いた。

「……久しぶりだな、アンマール」

「やっぱりティト兄様！」

　ランデル公爵家の次女アンマールが、元気よく手を振りながら馬車から降りてくる。

　ティトは全力で馬車まで走るとアンマールの口を両手でふさいだ。

「静かにせぬか。騒がしい！　このような場所で余の名前を呼ぶな！」

　息のできなくなったアンマールは、苦しげに首を振りながらうめいている。

「もう、騒がぬと誓えるか？」

　アンマールがこくこくと頷く。ティトがほっとして両手を離すと、アンマールは大きく息を吸い込んだ。

「ああ、もう苦しかった！」

　今年で十五歳になるアンマールは、栗くり色いろの髪にくりくりと大きな瞳が印象的な愛らしい娘だ。彼女はティトの従妹いとこでもある。

「いきなり何するのよ、お兄様！」

「それはこちらの台詞せりふだ。それより、そなた一人なのか？」

「ええ」

　伯父が一緒ではないと知り、ティトはほっとした。

「一人で王都まで来たのか？」

「そうよ」

「何をしに来たのだ？」

「何って、王都見物に決まっているじゃない。そのついでに王宮に寄ってお兄様に会おうと思って……」

「余はついでか。それにしても、よく伯父上が許してくれたな」

「お兄様にお会いしたいってお願いしたら、逆に様子を見て来いって頼まれたわ。そしてお兄様の行動を全部報告しろって……」

「なるほど」

　ティトはげんなりした。

「では、余に会うという目的は果たせたであろう？　そなたは気兼ねなく王都見物にゆけ」

「嫌よ！　せっかくお会いできたんだから、お兄様が都みやこを案内してよ」

　あきらめの悪いアンマールに強引に腕を取られ、ティトは面めん倒どうそうに振り払う。

「断る！」

「そう言うと思ったわ。連れていってくれないのなら、お父様にあることないこと吹き込んじゃうから！」

「……アンマール……」

　ティトは己の敗北を悟さとった。我わが儘ままなアンマールを引き離すのは難むずかしそうだ。

「ついてくるのは勝手だが、余は年頃の娘が好むような店は知らぬぞ。それにその派は手でな格好で街をうろつくと、よからぬやからに目をつけられるぞ」

　アンマールは濃こいピンクに豪ごう華かなレースが縫ぬいつけられたドレスを身につけている。

「でもこれ、王都に行くために新しくあつらえた服なのに……」

「あきらめろ。そのような姿のそなたを連れて歩く気はない」

　アンマールがしゅんと落ち込んでいく。

「……じゃあ、どうしたら連れていってくれるの……？」

「まだついて来る気なのか？」

「もちろんよ！　お父様から聞いてるんだから！　お兄様は外で遊んでばかりで王宮にはほとんどいないって！　そんなお兄様を運よく捕つかまえたのに、逃がすわけないじゃない！」

　ティトは空を見上げた。雲行きがどんどん怪あやしくなっていくのを見て時間が惜おしくなる。身につけていた外がい套とうを脱ぬぐとアンマールの肩にかけ、しっかりと前を閉じた。ティトが街へ下りるときの外出着だが、これなら派手なドレスは目立たない。

「これでよい。さあ、行くぞ！」

　アンマールを連れて飯屋へ急ごうとするが、恐こわ々ごわと様子を見ていた御ぎよ者しやが口を開く。

「待て！　そこの君！　お嬢じよう様さまをどこに連れていく気だ？」

　ティトはしかめ面で御者を睨にらんだ。

「うるさい。余に指図するな！」

　御者はティトを見て、ひっと悲ひ鳴めいをあげた。どうやら国王の顔を覚えていたらしい。素す性じようを知られてしまったが、怯おびえすくむ御者にかまっている時間はない。

「行くぞ」

　アンマールの手を引くと、ティトは大通りを抜けて先を急いだ。

「……お兄様、どこに行くの？」

「飯屋だ」

「メシ屋？　それって何かのお店……？」

「食事をする店だ」

「噓うそ！　王都のお店でお食事？　やった！」

　たちまちアンマールが歓かん声せいをあげたので、ティトはうんざりした。

「──そなたが想像しているような店ではないぞ」

「でも、王都でご飯を食べるんでしょう？　嬉うれしい！」

　ティトはがっくりと肩を落とした。

「──そうか」

　こうしてティトは雨が降る前に、なんとか飯屋にたどりつく。やはりというべきか、店につくとアンマールはあからさまにがっかりしてみせた。店構えは古く、漆しつ喰くいの壁かべは虫に食われた跡あとが目立つような店だからだ。幸い店の中は空すいていた。

「ええ！　噓！　ここ？」

「不満があるなら帰れ」

「……わかったわよ。我が慢まんするわ」

　しぶしぶアンマールは店へと足を踏ふみ入れる。

　空あいている席にティトが適当に腰掛けると、店主が注文を取りにきた。

「いらっしゃい。お、いつもの変わり者のお客じゃないか。お連れのお嬢じようちゃんは妹さん？」

　庶民の暮らしに慣れきったティトが、まさかこの国の王とは店主は欠片かけらも疑っていない。

　ティトはテーブルに肘をついて顎を乗せると苦笑しながら言った。

「そうだ」

「可愛い妹さんだね。で、ご注文は？」

「いつもと同じものを」

「妹さんは？」

「わ、わたしも同じものをください……」

　お嬢様育ちのアンマールは店主のぞんざいな口調にひるんでいるようである。店主が厨ちゆう房ぼうに戻るとアンマールが口を開いた。

「ねえ、お兄様はなんで変わり者って言われてるの？」

　ティトは答えなかったが、アンマールの疑問はすぐに解けた。なんとティトは食事を待つ間に、小さな本を開いて読み始めたのである。さすがのアンマールもあきれた声になる。

「お兄様、こんなところでも本を読んでいるの？」

「王宮より集中できる」

「それ、なんの本？」

「ステイン・ハイルの大陸横断記」

　読書の苦手なアンマールが「うえ……、面おも白しろくなさそう」と顔をひきつらせる。

　そのまま食事が届くまで二人は無言だった。ティトが本のページをめくる音があたりに静かに響いている。ランデル公爵家で一緒に暮らしてきたアンマールは、ティトが読書をするときに邪じや魔まされるのを嫌うことを知っていたので大人おとなしくしていた。だが、おしゃべりなアンマールはむずむずと身体を動かして落ちつかない。

　やがて店主が食事を運んでくる。白い皿の上で湯気をたてるのは米の炒いため物だ。

「これ、なんのお料理？」

「焼き飯めしだ」

「焼き飯？　……聞いたことないわ。ねえ、テリーヌとか鴨のジュレとか置いてないの？」

「そのようなものはない」

　ティトは本を閉じスプーンを取り上げると、黙もく々もくと焼き飯を胃袋に収めていく。アンマールも恐おそる恐おそる口をつけようとするが、脂あぶらっこい臭においに我慢できないらしく、手を止めて申し訳なさそうにスプーンを置く。そのまま大人しくティトが食べ終わるのを待っていた。焼き飯をぺろりとたいらげたティトは、テーブルに数枚の銅貨を置いて店を出る。アンマールも急いでティトの後を追いかけた。

「お兄様、次はどこに行くの？」

「とくにあてはない」

　アンマールが嬉しそうにぽんと手を叩く。

「それなら、王都の洋品店に案内してよ。最新流行のドレスや帽ぼう子しが見たいわ」

「そのような馬鹿げたものに興味はない」

「お兄様の意地悪！」

「ところでアンマール、そなた今夜の宿はどこに取っておるのだ？」

「たしか、『崇すう高こうな薔薇』って宿だけど……」

　それはディセルナティアで一、二を争う高級な宿である。

「では、そこまで送ろう」

「ええ！　もう帰るなんて嫌よ！」

「余はそなたの相手をしているほど暇ひまではない」

「だってさっきなんの予定もないって言ってたじゃない！」

　二人が不毛な言い争いをしながら街を歩いているときだった。

「あれ、ティーダじゃないか」

「なんだ、ラッセルか」

　ティーダとは街で遊ぶときにティトが使っている偽ぎ名めいだった。だが、まるで事情のわからないアンマールは目を白黒させている。

「？　？　お兄様、ティーダって……」

「少しの間、黙っていろ」

　ラッセルがティトの横に駆かけ寄ってくる。ティトは立ち止まって唇の端はしを持ち上げた。

「久しぶりだな、ラッセル」

「その連れの子、新しい彼女か？」

「馬鹿なことを言うな。妹だ」

「へえ、お前の妹？　可愛いじゃん」

　褒められたアンマールがかすかに頰を赤くする。

「ラッセルはこんなところで何をしてるんだ？」

「おう。買い出しの途中だ。それより俺の店に寄っていかないか？　お前が欲しがっていた新しい短剣が入荷したんだが」

「ほう、それはぜひ寄らねばならんな」

「お前はお得意様だから、特別に安くしてやる。今から来いよ」

「ああ、行く」

　たちまちアンマールはまたも不満そうな顔をしたが、今度は何も言わずについて来る。

　ラッセルの店は大通りの片かた隅すみにあった。「ラッセル雑貨店」と書かれた看板が掲かかげられている。ティトは慣れた様子で店の入り口をくぐった。

　ラッセルは一度店の奥に引っ込むと、小さな木箱を持って現れた。

「これだ。スヴェン産の特注の短剣だ。じっくりと品定めしてみろ」

　ティトが小箱を開くと、革の鞘さやに収まった小ぶりな短剣が姿を見せる。ティトは鞘を取り払い、頭ず上じようにかざして真剣に刃に視線を走らせた。

「悪くない。よい品だな」

　短剣を鞘に仕舞いながらティトが言った。

「だろう？　これなら目の肥こえたお前でも絶対気に入ると思っていたんだ」

「では、もらおうか。いくらだ？」

「金貨五枚だ」

「高い」

　ラッセルがちぇっと舌打ちする。

「お前、金持ちの息子だろう？　ケチるなよ」

「ぼったくるつもりか？　それでは二度とこの店には通わんぞ」

「まったく、ガキのくせに相あい変かわらず食えないやつだよ。それなら金貨三枚でどうだ？」

「それが客に対する態度か。この金額でも相場より高いだろうが」

「わかった。わかった。金貨二枚でどうだ？」

「買った」

「まいどあり！」

　どうやら金貨二枚でも十分ラッセルのもうけになるようである。彼はほくほく顔で短剣の入った小箱を包装している。品物を受け取ったティトはついでに弓の弦つるも購入すると満足そうに店から出て行った。

　ラッセルの店をあとにしてすぐに、アンマールが厳きびしい目つきでティトを睨んだ。

「お兄様、彼女って何？」

「なんのことだ？」

「とぼけないでよ！　ちゃんと聞いてたんだから！　さっきの人がわたしを最初に見たときに、新しい彼女？　って言ってたでしょう！」

「そのようなことは覚えておらぬ」

「もう、お兄様ったら！　わかっているの？　お兄様はすでに結婚している身なのよ」

　わずらわしい話題になって、ティトは不愉快そうに眉み間けんに皺しわを寄せた。

「さあ、どうであったかな」

「もう！　浮気みたいな真ま似ねしてたら、王妃様に失礼でしょう！」

「そなたには関係のない話だ」

　ティトが冷れい淡たんな口調でぴしりと言うが、アンマールも負けていなかった。

「ティト兄様はずいぶん街の暮らしに詳しいようでしたね。あんまり遊んでばかりいては、王妃様に愛想をつかされちゃうわよ！　お兄様はディセルナティアの国王でわたしの自じ慢まんなんだから！　しっかりしてよ」

　ティトがふっと笑った。

「──アンマール、そなたは昔から変わらぬな」

「どういう意味よ！　言っておきますけど、ちゃんと育つところは育っているんだから！」

　ティトは込み上げる笑いを抑おさえるのに必死になった。

「そういう意味ではない。そなたは天てん真しん爛らん漫まんで可愛らしい。──王妃とは大違いだ」

「な、な、か、可愛らしいだなんて！　そ、そんなこと言ったらお美しい王妃様に失礼よ」

「どうせ王妃にはすでに愛想をつかされておる」

「ええ！　大変じゃない。何やっているのよ、お兄様は……」

「かまわぬ。あんな気位が高くて冷たい女、こちらから願い下げだ」

「そうなの？」

「年上の妻など、口うるさくて面倒なだけだ」

　アンマールが言いにくそうに口を開く。

「……ねえ、お兄様、あの噂、本当？」

「なんのことだ？」

「その、王妃様にお兄様とは別に恋人がいるって聞いたんだけど……」

「本当だ」

　アンマールは啞あ然ぜんとした。

「な、何よそれ！　ティト兄様という人がありながら、王妃様なのに堂々と浮気しているの？　流る浪ろうの身だった王妃様たちを助けてあげたのはお兄様たちでしょう！　それに初めてお会いしたとき、お兄様にお仕つかえするために来たってそう言ってたじゃない！　信じられない！　不ふ潔けつだわ！　王妃様だからって許されることじゃないわ！」

　ティトは嘆息した。

「事実だからしかたない。そのおかげで余は側室を迎えろと宰さい相しようにせっつかれておる」

　思いがけない話を聞かされて、アンマールはぽかんとした。

「側室？　お兄様、他にも奥さんもらうの？」

「そのうち、そうなるかもしれぬな」

　するとなぜかアンマールがもじもじと下を向き指を動かし始める。

「……そう。その……、じゃあそれに、わたしも立候補しちゃおうかな？」

　ティトはあきれ顔で従妹を見た。

「何を言っている。馬鹿なことを。……知っているぞ、そなたに山のような縁談があることを。普通の幸せがアンマールにはふさわしい。伯父上もそのようなことは望んではおらぬだろう。それに王宮は窮屈だし、頭の固い王妃もいる。やめておけ」

「だって……。それじゃあ、お兄様があまりにもお可か哀わい想そう……」

「そうか……。余は可哀想か」

　皮肉そうに笑うティトに、アンマールがしゅんとなって今にも泣きそうな顔になる。

「だからお兄様、王宮にいたくないのね。遊んでばかりいるのもそのせいなんでしょう？」

「そんなことよりアンマール、さっさと宿に帰れ。そろそろひと雨くるぞ」

　ティトが忠告したとき、肩にぽつりと雨の滴しずくがあたった。みるみるうちに小降りの雨が降り始める。

「やだ！　濡ぬれちゃう！」

「宿まで送ってやる。急ぐぞ」

　ティトはアンマールの腕を引いて、足早に走り始めた。
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「まったく、相変わらず騒がしい娘だ。──王妃と同じ女とは思えぬな」

　ようやくアンマールから解放されたティトは、雨に打たれながらいつものように秘密の通路を使って王宮まで戻る。そこは王宮の礼れい拝はい堂どうにつながっていた。扉を開けて王宮の敷しき地ち内に入ると、何やら周囲が騒がしかった。

「何か起きたのか？」

　すでに日は暮れ、あたりには篝かがり火びが焚たかれている。

　ティトが王宮の様子を窺うかがっていると、真っ白なドレスを身につけた女性が礼拝堂に向かって走ってくるのが見えて、ティトは我わが目を疑った。

「王妃？」

　艶のある長い黒髪を振り乱し、細い肩を雨に打たれながら、焦ったように急いでいる。ティトが声をかけようとすると、アンケスエンを追いかけてアルディスが姿を見せた。

「王妃様、お待ちください！　その姿のまま外に出られてはお風か邪ぜを引きます」

「わたくしのことより、陛下をお捜しするのが先です」

「──余を捜しているのか？」

　ティトは驚いた。街へ下りるのはいつものことなのに、いったい何事だろうか。

　何より、あんなに取り乱したアンケスエンを見たことはない。

　ティトが物陰からじっとその様子を窺っていると、アルディスが身につけていた外套を脱いでアンケスエンの肩にそっとかける。ティトは不愉快さをかきたてられた。

「せめてこれを身につけてください。……王妃様は普通のお身体ではないのですから」

　──どういう意味だろう？

「ありがとう、アルディス。でも今は悠ゆう長ちようにしている場合ではありません。……この礼拝堂のあたりのはずなのです。陛下がいつも使われる秘密の抜け道があるのは……」

「では、わたしが陛下をお捜ししますので、王妃様は城の中でお待ちください」

「いいえ、大丈夫です。それより急いで陛下を。いつもなら戻られる時刻なのに……」

　アンケスエンは不安そうに礼拝堂を見回している。

　──近寄らぬほうがよさそうだな。

　ティトは礼拝堂の中に戻ると、再び秘密の抜け道に逃げ込もうとしたが一歩遅かった。礼拝堂の扉が開かれ、たちまちアンケスエンに見つかってしまう。

「陛下！　やはりこちらにいらしたのですね！」

「──いやに騒がしいな。なんの用だ、王妃？」

　ティトは心の中でそっと舌打ちするとしかめ面で振り返った。ティトを見て一瞬ほっと安あん堵どの表情を浮かべたアンケスエンの顔が、みるみる怒りに強こわ張ばっていく。

「陛下、ご令れい嬢じようはどちらにいらっしゃるのですか？」

「令嬢？」

「おとぼけにならないでください。アンマール嬢のことです！」

「なぜ、そなたがそのことを知っているのだ？」

　アンマールと再会したのはほんの数時間前のことなのに、アンケスエンが知っていることが不思議だった。

「では、アンマール嬢とご一緒だったのは本当なのですね？」

「──ああ」

　ティトはしぶしぶ認めた。

「それより、事情が見えぬ。なぜそなたがアンマールを捜している？」

「……夕方、ランデル公爵家の御者がわたくしに面会を求めてやってきました。街で陛下によく似た少年に令嬢が連れ去られたと」

　ティトは頭痛をこらえるように額ひたいを押さえた。それでこの騒ぎかとようやく納なつ得とくする。

「連れ去ったのではない。勝手についてきただけだ」

「それで、アンマール嬢は今どこに？」

「きちんと宿まで送り届けてきた。王都にある『崇高な薔薇』という宿だ」

　アンケスエンはさっとアルディスを振り返ると、急いで指示を出した。

「アルディス、すぐに迎えをやってちょうだい。大だい恩おんあるランデル公爵家のご令嬢を宿などにお泊めするわけにはいきません。きちんと王宮でおもてなししなくては」

　ランデル公爵は、流浪の身だったアンケスエンを助け、簒さん奪だつ者しやバルザットからディセルナティアを救ってくれた恩人である。その令嬢が王都に来たと聞いて見過ごせないようだ。

「はい、ただちに」

　アルディスは一礼すると、さっと礼拝堂から立ち去った。

　取り残されたアンケスエンとティトは、無言で向かい合っていた。ぷいと不機嫌そうに視線を逸そらすティトにアンケスエンがそっと表情を緩める。

「陛下、御お髪ぐしが濡れております」

　アンケスエンは懐ふところから手しゆ巾きんを取り出すと、ティトの癖くせ毛げを丁寧にぬぐっていく。

　子供扱いされるのは気にくわなかったが、ティトはくすぐったい気持ちになりされるがままになっていた。アンケスエンの肌からはいつもいい匂においがする。

　自分に対して常に口うるさいアンケスエンだが、ときどきこんな風に優しくなるので、ティトはどう受け取ってよいのかわからなくなる。手が届かないようで届きそうな微び妙みような距離に立っているような、そんな錯さつ覚かくを抱いだいてしまう。

「余より、そなたのほうが濡れているではないか」

　ティトはアンケスエンの乱れた長い黒髪をそっと指で梳すくとひと房ふさつまんだ。まるで絹けん布ぷのような感かん触しよくが指にまとわりついてきてどきりとする。

「わたくしは、平気です」

　ディセルナティアの気高き至宝は、どんな姿になっても美しさが損なわれることはない。

「それより、街は楽しゅうございましたか？」

「──ああ」

「それはよろしゅうございました」

　ティトは怪訝な表情になり、鼻で笑った。

「おかしなことを言う。街へ出るなといつも口うるさい、そなたの台詞とは思えぬな」

「……そうですね。矛む盾じゆんしておりました」

「そなたも街へ出てみたいのか？」

　ティトの問いかけに、たちまちアンケスエンが目を伏ふせる。

「……わたくしは王妃ですから……。そのような自由は許されません」

　ティトは激しく苛いら立だった。髪をぬぐっていたアンケスエンの手を乱暴に振り払う。

「またそれか。そなたはいつもそうだな。ふた言目には自分は王妃だからとそればかり。そんなに王妃でいたいのか？」

　アンケスエンは答えない。振り払われた手を両手で胸に抱きしめたまま動かなかった。

　これでは自分が悪者みたいではないか。いっそいつものように口うるさく説教をされたほうが気が楽だった。いたたまれなくなって、悪態が口をついて出る。

「相変わらずつまらぬ女だ。だからそなたは可愛げがないというのだ。もうよい。余は部屋に戻る」

　ティトは、そのまま振り返ることもなく礼拝堂から出て行った。





[image: ]






　ある日、廊下を歩いて自室へ戻る途中、ティトの耳に偶然その会話が飛び込んできた。

　アンケスエンの姉であるメリト王女がアルディスと廊下の端に立っている。

「この間、宰相を通じてわたしとの縁談があったはずです。なぜ、断ったのです？」

　思いがけない話に、ティトは足を止めた。

「……わたしにはすでに心に決めた相手がいると申し上げたはずです」

「ではアルディス将軍は、なぜその相手とご結婚なさらないのですか？」

　アルディスは黙り込んだまま答えない。ティトは翡翠の瞳を細めて話に聞き入った。

「……もしかして、相手の女性に特別な事情があるのではなくて？　たとえば、その相手が既き婚こん者しやとか？　アルディス将軍は、その方とただならぬ仲なのではないの？」

　あの気高いアンケスエンの姉が発したとは思えない台詞である。

「……それは王女殿下には関係のない話です」

　そう言ってアルディスが立ち去りかけたとき、やけになったようにメリトが叫ぶ。

「どうせアンケスエンのことが好きなんでしょう！」

「……そのような恐れ多いこと、考えたこともございません」

「噓！　あんなに仲がいいくせに！　そりゃアンケスエンは気の毒よ。あんなお子様と結婚させられたんだから！」

　お子様と言われてティトは苦笑した。事実だから否定しようもない。

　メリトはいつもティトを子供王と軽かろんじていて、そういう態度を隠そうともしないのだ。

「陛下に対する暴言、将軍として聞き逃のがせません。これ以上の耳汚しはご勘かん弁べん願います」

「何が陛下よ！　みんなしてあんな子供にこびへつらって、馬鹿みたい！」

「メリト王女！　いいかげんにしてください！　……これ以上、失望させないでください」

　アルディスらしくない怒りを滲にじませる。失望したと言われて、メリトの顔が青ざめた。

「……絶対に、絶対にアンケスエンにだけはあなたを渡さないんだから！」

　それだけ言うと、メリトは背中を向けて足早に立ち去って行った。

「まったく、困った方だ……」

　アルディスが踵きびすを返したとき、ティトと目が合ってしまい急いで畏かしこまる。

「これは陛下、見苦しい姿をお見せしてしまい申し訳ありません」

　ティトは気の毒そうにそっと笑った。

「あんな女に好かれるとは、そなたも気苦労が絶たえぬな。……相変わらず品のない女だ」

　メリトは内乱で生き残った唯ゆい一いつの王女である。当時ネフェルティティ王妃に仕えていた侍女に命を救われ匿かくまわれていたのだ。今年で二十二歳になる彼女は、四年前のティトの即位時に王宮へと戻ってきた。彼女がアルディスに盲もう信しん的てきに恋している話は有名である。

「……実は陛下に王妃様とメリト王女のことでお耳に入れたいことがあるのですが……」

　困った様子で打ち明けるアルディスに、ティトは軽く肩をすくめてみせる。

「そのようなこと、余には関係のない話だ。興味はない」

　ぴしゃりと言うと、何も答えないアルディスを無視して、ティトは廊下を歩き去った。
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「それでね、この間、王おう妃ひ様に晩ばん餐さん会かいに招まねかれて夕食をご一いつ緒しよしたの。わたしが恥はじをかかないようにって、王都の洋品店でドレスと靴くつも新調してくださったのよ！　王妃様はお美しいうえにとてもお優しい方だったわ」

　ティトはアンマールと昼ちゆう餐さんを摂とっていた。元気に話し続けるその声に怪け訝げんな表情になる。

「王妃が優しい？」

「ええ。だからあの噂うわさもきっとお兄様の勘かん違ちがいよ。王妃様は不ふ貞ていなんか働く方じゃないわ。お兄様のことをお話ししたら、それは楽しそうにしていらしたもの」

　その噂を思い出しティトが渋じゆう面めんになった。何も知らないくせにと皮ひ肉にくな気持ちになる。

「王妃様にぜひ星せい稜りよう祭さいに参加するようにって言われたんだけど、どんなお祭りなの？」

「延えん々えんと晩餐会や舞ぶ踏とう会かいが続くだけの祭りだ」

「噓うそ！　楽しみ！　ねえ、お兄様も参加なさるんでしょう？」

　アンマールはうきうきと料理を口に運びながらひたすらしゃべり続けていた。

「一応な」

　ティトがややうんざりした顔で頷うなずいた。星稜祭は国をあげてのお祭りである。このときばかりはさすがに国王の義務を怠なまけるわけにもいかない。

　それからアンマールは仲良くなった貴族の令れい嬢じようたちの噂話をひとしきりしゃべり通すと、昼餐を終えて自室に戻っていった。
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「王妃様、本日はめでたい祭りの日。今こ宵よいは陛へい下かとご一緒に過ごされてはいかがですか？」

　宰さい相しようカーマイルのあからさまな言葉にアンケスエンは眉まゆをひそめた。

「宰相、その話は断ったはずです。何より、陛下はわたくしを嫌きらっておいでです。無理でしょう。陛下には側そく室しつをあてがうようにと命じたはずです」

「……ですが、陛下も一いつ向こうに聞き入れてはくださらず……」

「そこをなんとかするのが、宰相の務つとめでしょう？」

「失しつ礼れいながら、愛情はなくとも子供は作れます。王妃様が日頃からご立りつ派ぱに政務を果はたされているのは存ぞんじておりますが、一番のお役目は陛下との間に後こう継けい者しやをもうけることです。王妃様のお父君の例もありましょう。子供が女児ばかりでは先行きも不安になります。後継者のいない国がどのようなありさまになるのか、一番ご存ぞん知じなのは王妃様ではありませんか？」

　たしかにアンケスエンの両親の間に生まれたのは四人とも王女であった。幸いというべきか、アンケスエンが大おお巫み女この神しん託たくを受けたため将来王妃になるということだけは決まっていたので、当時はとくに問題視されなかったが、今は状況が違う。結婚当時はまだ十二歳だったティトも、もう十六歳。子供がいてもおかしくない年頃だ。

「恐れながら、王妃様には他に想い人がいるのではないかと口さがなく噂する者もございます。そのような状況、宰相として放置できません」

　アンケスエンは憂ゆう鬱うつそうにため息をついた。その噂ならアンケスエンも聞いたことがあった。アルディスが陰かげで王妃の愛人と囁ささやかれていることを。

「これ以上馬ば鹿かなことを申もうすなら、そなたとて許ゆるしませんよ」

　アンケスエンのひやりとした怒りに、カーマイルがひるむ。

「とにかく、至し急きゆう、陛下にふさわしい側室を探しなさい」

「では、ランデル公こう爵しやく家けのアンマール嬢はいかがでしょうか」

　思いがけない名前を聞かされて、アンケスエンは驚おどろいた。

「アンマール嬢ですか？」

「はい。聞けば二人は幼おさな馴な染じみとか。令嬢は十五歳、年と齢しも近いですし、気ごころの知れた娘なら、陛下の御み心こころも安らぐかと……」

　いまだあどけない少女を巻き込むことに抵てい抗こうはあったが、カーマイルの言うことにも一いち理りある。アンケスエンが妻つまの務めを拒こばむ以上、側室は必ず必要だ。

「……わかりました。そなたに一いち任にんします」
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　星稜祭が始まった。初日は舞踏会である。

　この夜、いつもの白ではなく、淡あわいグリーンの細ほそ身みのドレスをアンケスエンは身につけていた。毎日背中に流したままだった黒くろ髪かみは軽く結ゆい上げられている。

　会場に入ると、すでに多くの貴族の子し息そくや令嬢たちが集まり、ダンスに興きようじていた。

　精せい一いつ杯ぱい着き飾かざっている令嬢たちを、アンケスエンは王妃の席からじっと見守った。

　ふと、踊おどりの輪の中にアンマールを見つけた。彼女は頰ほおを染そめて金きん髪ぱつの少年と踊っている。たしか、あの少年はユージリア公こう国こくの若き大たい公こうではないだろか。公爵令嬢で無む邪じや気きなアンマールは貴族の男子たちに人気が高い。彼女はよくしゃべる愛らしい娘むすめだ。

　きっとティトと並ぶとお似に合あいだろうと考えると、アンケスエンは暗い気持ちになる。

　──わたくしは、どうせあの方と本当の夫ふう婦ふにはなれない……。

　暗い考えを振り払い隣となりの席を見ると、ティトはまだ姿を見せていなかった。

　まさか今日もさぼるつもりだろうか。

　毎年、星稜祭や大切な祭事のときは欠かさず出席するのに珍めずらしいことだ。

　誰だれかに呼びにやらせようかと考えているとき、侍じ女じよが声をかけてきた。

「王妃様、宰相閣かつ下かがお呼びです」

「宰相が？」

　舞踏会の最中に何事だろう。まさかティトの身に何かあったのだろか。嫌いやな予感を覚えたアンケスエンは素す早ばやく席をたち、侍女に先せん導どうされて会場をあとにした。

　侍女は宰相の執しつ務む室しつではなく、王宮の外はずれへと続く階段を上り始める。

「本当に、宰相がこちらにいるのですか？」

「……王妃様、お早く」

　侍女はランタンを手にして、どんどん前を歩いていく。慣れない道だったので、アンケスエンは不安になる。やがて行き止まりまで来ると、侍女は樫かしの木の古びた扉とびらを開けた。

「王妃様、こちらです」

　招かれるまま部屋の中に入ると、いきなりどんと背中を押され床ゆかに倒れ込んでしまう。

　埃ほこりっぽい床に両手をついて呆ぼう然ぜんとしていると、乱らん暴ぼうに扉が閉められた。

　アンケスエンは急いで立ち上がると、せわしなくドアノブを回すが扉は開かない。

「開けなさい！　開けて！」

　拳こぶしで扉を叩たたくが頑がん丈じような扉はひるみもしない。

　すると外からくすくすと嫌な笑い声が聞こえきて、アンケスエンははっとなる。

「メリトお姉ねえ様さま!?」

　アンケスエンは自分が騙だまされたことにようやく気がついた。

「お姉様、馬鹿な真ま似ねはやめて開けてください！」

「今日一日、あんたの澄すました顔を見なくてすむのならせいせいするわ」

　あざけるように笑わらいながらメリトの足音は遠ざかっていく。

　しばらく扉を叩き続けたが、誰かがやってくる気配はない。今夜の舞踏会のために、使用人たちは忙いそがしく働いているのだろう。こんな王宮の外れまで人が来るはずもない。

「ここはどこかしら……？」

　アンケスエンが、閉じ込められた室内を不安そうに見回して呟つぶやいたときだった。

「誰だ」

　いきなりランタンの明かりを向けられて、あまりの眩まぶしさにアンケスエンは目を閉じた。

「──なんだ、そなたか」

　そっけない声に恐おそる恐おそる目を開くと、ティトが立っていた。

「……陛下……」

　アンケスエンはほっと胸をなで下ろす。

「そなた舞踏会に出ていたのではないのか？　このようなところで何をしている？」

「……閉じ込められました」

　ティトが奇き妙みような顔をしながら扉の前に立ち、ドアノブを回した。

「──鍵かぎがかかっている」

　ティトは肩をすくめると、とくに慌あわてた様よう子すもなく部屋の奥へと歩き出す。

　アンケスエンも後を追った。

「陛下、ここはどこです？」

「書しよ庫こだ」

「書庫？」

「図書館で使われなくなった本が置かれている場所だ。誰も来ぬから居い心地ごこちがよかったのに、まさかそなたが来るとはな」

　いかにも面めん倒どうくさそうに言われたので、アンケスエンはむっとする。

「陛下こそ、星稜祭を欠けつ席せきなさるおつもりだったのですか？」

「まさか。面倒事は避さけてきたが、最低限のことはやっているつもりだ。そなたは不満だろうがな」

　よく見ると、ティトはちゃんと正せい装そうしていた。新しん緑りよくの衣い装しように赤いマントを身につけている。翡ひ翠すいの瞳ひとみに映はえていて、彼の涼すずしげな容よう貌ぼうによく似合っていた。

「……このような場所でまたご本を読んでおられたのですか？」

「いや、今日は違う」

　ティトは書庫の奥まで来ると、ランタンをテーブルの上に置いた。

　大きな窓から月明かりが差し込んでいる。

　テーブルの上には、小ぶりな短剣と削けずれた木くず、そして細長い棒ぼうが置かれていた。

「これはなんです……？」

　細長い棒をアンケスエンは指差した。

「弓ゆみだ。狩しゆ猟りよう祭さいのときに使うやつを今から作っておこうと思ってな」

「ご自分で作られるのですか？」

「ああ。売っているものを買うよりも、自分で作ったほうが良い弓ができる。夢む中ちゆうになりすぎて、時間を忘れていた」

　ティトは椅い子すに座すわり直すと、抜ぬき身みの短剣を手にして木の棒をゆっくりと削りだす。

　何度も木をたわめては、真しん剣けんな目で削そいでいく。

　アンケスエンも空あいた席に座って、物珍しげにその作業を見つめていた。

　するとティトが落ちつかない様子で木を削る手を止める。

「そんなに珍しいのか？」

「はい」

　ティトはあきれたように息を吐はく。

「アンマールはいつも退たい屈くつそうにあくびを嚙かみ殺していたぞ」

「そうなのですか？」

「余よが本を読んでいるときも、弓を作っているときもつまらなそうにしていた」

「そういえば、晩餐にお誘さそいしたときに仰おつしやっていました。陛下が街の食堂で本を読んでいて、変わり者と呼ばれていたと」

「──アンマールめ、余よ計けいなことを」

　ティトがうんざりしたように顔をしかめたので、アンケスエンは苦く笑しようした。

「陛下はアンマール嬢と仲がよろしいのですね」

「別に仲がよいわけではない」

　ティトは相あい変かわらずの仏ぶつ頂ちよう面づらである。

　だがその顔を見れば、ティトがアンマールを嫌っているわけではないことがわかる。

　──アンマール嬢を側室にするという宰相の提案は間違っていなかったのかもしれない。

　ほっとするとともに一いち抹まつの寂さびしさを覚えたが、身み勝がつ手てな感かん傷しようをアンケスエンは振り払う。

　弓を手にしたティトを見て、アンケスエンはくすりと笑った。

　ティトが不ふ愉ゆ快かいそうに片眉を吊つり上げた。

「何がおかしい？」

「すみません、思い出し笑いです。シールース国から帰ってきたアルディスが……」

「その話は聞きたくない」

　ティトはアンケスエンの話を冷たくはねのけた。

　気まずい沈ちん黙もくが二人の間に横たわる。

　先にその間まに耐たえられなくなったのはティトのほうだった。

「それで、アルディスがどうしたのだ？」

「……実はシールース王家から、アルディスに縁えん談だんが来ているのです」

　再び木を削っていたティトの手が止まる。

「アルディスに縁談？」

　アンケスエンが笑いをこらえるのに必死という様子で語りだした。

「どうやら、アルディスはシールースのカッシーナ王女に好すかれているようなのです」

「ほう、それはまた……」

　アンケスエンは、アルディスとカッシーナ王女との出会いをティトに聞かせた。

「ずいぶん勇いさましい王女もいたものだな」

「わたくしは、この際だから話をお受けするように言ったのですが、王女の気の強さにひるんでいるようなのです」

　ティトはしげしげとアンケスエンの顔を見つめると戸と惑まどった様子で聞いた。

「そなたは平気なのか？」

「何がです？」

「アルディスが、他の女と結婚しても平気なのか？」

　アンケスエンは不ふ思し議ぎそうに瞬まばたきをした。

「平気も何も、アルディスもいい年ですし、妻を娶めとるにはよい機き会かいかと思ったのですが……、何か不都合がございますか？」

「いや、そうではないが……」

　アンケスエンは悩なやましげにため息をついた。

「もしかすると、まだ前の恋が忘れられないのかもしれませんね……」

「前の恋？」

「アルディスはわたくしの母のことを好いていたのです」

「ネフェルティティ王妃のことか？」

「はい。……アルディスが神しん聖せい騎き士し団だんの一員であったことはご存知ですよね？」

「ああ、知っておる。それがどうした？」

「ずっと神しん殿でん暮ぐらしのわたくしにとって数少ない楽しみが、たまに王宮に立ち寄るアルディスから聞かされる外の世界や家族の話でした。アルディスは、いつもわたくしは母によく似ていると褒ほめてくれました。しばらくしてから気がついたのです。アルディスが母のことを語るときだけ、忠ちゆう誠せい心しんとは違う感情があることに」

「ネフェルティティ王妃については噂しか知らぬが、神がかった容よう姿しの持ち主であったらしいな。そなたに似ていたのなら、さぞ……」

「陛下……？」

　そこでティトの言葉は止まった。机の上に短剣と弓を置き、椅子から立ち上がると、窓を開いて外を眺ながめだす。

　風がティトの身につけた赤いマントをさらっていく。軽く結われただけのアンケスエンの髪も一緒に揺ゆれた。風に乗って舞踏会の音楽がかすかに聞こえてくる。

「この曲、『星物語』ですね」

「そうだな」

「懐なつかしゅうございます。初めて陛下にお会いしたときにお貸しいただいた本も同じ名前でした」

　ティトが驚いて振り返った。翡翠の瞳が大きく見開かれている。

「覚えていたのか？」

「はい。忘れません。あと、『名もなき花より』と『ラプリスの詩集』でしたね」

「読んだのか？」

「もちろんです」

「だが、『星物語』以外は、異国の文字で書かれていたはずだ。そなた、読めたのか？」

　アンケスエンは肩をすくめた。

「わたくしも王妃として育てられた人間です。五カ国語の会話や読み書きはできます」

「──なるほど」

「もしかして、わたくしをからかうためにわざと異国の本を選んだのですか？」

　初めて出会ったとき、ティトはアンケスエンをからかうために屋根の上に連れてきたと言っていた。そのことをアンケスエンは思い出していた。

「──その通りだ」

「まあ、相変わらず人の悪いお方！」

「そなたが世間知らずすぎるのだ。──それにあのときはそなたの気を惹ひきたくて」

　そこでティトはふっと瞳を和なごめるとぽつりと言った。

「そなた、後こう悔かいしているであろう？　余を王に選んだことを」

「いいえ。後悔したことはございません」

　アンケスエンは真まっ直すぐな瞳できっぱりと答えた。

「そうなのか？」

　ティトはやや面めん食くらった様子である。

「……ただ、陛下には申し訳ないことをしたと思いました。これほど王宮暮らしを嫌うとは思っておりませんでしたので……」

「余も別に後悔はしておらぬ。そなたがいたから……」

「……え？」

　会話の後半部分が聞き取れなくて、アンケスエンは首を傾かしげた。

　ティトは窓まど枠わくから離れると、アンケスエンの手を引っ張った。

「それより、踊らぬか？」

「ここで、ですか？」

「ああ。せっかくの星稜祭だ」

　ティトに強ごう引いんに手を引っ張られて、アンケスエンは困こん惑わくした。

「お、お待ちください！」

「何か不都合があるのか？」

「そ、そのわたくし、……踊れないのです」

「そなたがか？　何の冗じよう談だんだ」

「な、習う暇ひまがなかったのです」

　アンケスエンのダンスの授業は、正式に夫おつととなる相手が決まり、王宮に移ってからということになっていた。その前に内乱に巻き込まれたので、習う機会を逃のがしたのだ。

　ティトと結婚したあとも、彼はたいていの行事をさぼっていたので、これまで踊る必要もまったくなかった。

「陛下は踊れるのですか？」

「礼れい儀ぎ作さ法ほうの授業は一通り受けておる」

　ティトは愉快そうにアンケスエンの両手を引いた。

「教えてやるから、踊ってみろ」

「へ、陛下！」

　ティトはアンケスエンの手を取って、足の動きから指導し始めた。おぼつかない足取りで、アンケスエンもステップを踏ふんでいく。何事にも完かん璧ぺきな王妃にも弱よわ味みがあるのだと知ったティトは嬉うれしそうである。何度目かわからないステップを踏んだあとに、ようやくターンできると、アンケスエンも楽しくなってきた。笑え顔がおでティトを見上げると、なぜか彼は困こまったように視線を逸そらした。二人の足が止まる。

　ティトは無む言ごんでアンケスエンを見つめていた。指がそっと髪に伸び、軽く結われていた黒髪がはらりと肩に流れ落ちていく。ティトがアンケスエンの髪をゆっくりと指で梳すいた。

「そなたの髪は、このままのほうがよいな」

「陛下……？」
















　小声で囁くと、ティトがそっとアンケスエンを抱きしめる。アンケスエンは驚いたまま、身動きできないでいた。まるで壊こわれものを扱あつかうような繊せん細さいさで抱きしめられて、胸が高鳴る。抵抗できないでいると、唇くちびるにティトの吐と息いきがかかる。アンケスエンは頭が真っ白になり、何も考えられなくなった。だが唇が重なる寸すん前ぜん、我われを取り戻したアンケスエンは考えるより先にティトを拒んでいた。

「おやめください！」

　両手でティトの身体からだを押し返すと、あっけなく腕は離れていく。

　震ふるえる両手で顔を覆おおうと、アンケスエンは言った。

「わたくしに、触ふれないでください……！　お願いですから……」

　しばらくの間無言が続くと、やがてティトが嘆たん息そくするのが聞こえてくる。

「そなたの考えていることは余にはわからぬ」

　アンケスエンは、泣きそうになるのを必死にこらえていた。

「何が問題なのか、言う気にならぬか？」

　その質問にアンケスエンは硬こう直ちよくし、ひたすら怖こわくなるばかりで答えられなかった。




　──理由を言ったら今よりもっと嫌われてしまう……！




「アンケスエン……？」

　珍しく名前で呼ばれて、アンケスエンの肩がびくりと跳ねる。

　これ以上心が揺さぶられる前に、アンケスエンは口を開いていた。

「……宰相が、アンマール嬢を陛下の側室にどうかと申しておりました。わたくしも賛さん同どういたしました……。陛下はこれからアンマール嬢のことだけをお考えくださいまし」

　たちまちティトの機き嫌げんが悪くなり、口く調ちようが険けんを帯おびる。

「勝手に決めるな。そのようなことを頼んだ覚えはない」

「陛下、ですが！」

「そなたの指さし図ずは受けぬ！」

　いつもの冷たい声に戻ってそれだけ言うと、ティトは窓枠に手をかけて外へと飛び出して行った。

「陛下、ここは三階ですよ！」

　急いで窓枠に張りついて下を見ると、ティトは木をつたってするすると下りていく。

　一人取り残されたアンケスエンは、悄しよう然ぜんと肩を落とした。

　一時間後、おそらくティトが知らせたのだろう。アルディスが迎むかえに来るまでアンケスエンは静かに泣いていた。
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　──王妃が何を考えているのかわからない。

　ティトは王宮の裏うら庭にわにマントを敷しいて寝そべっていた。もはや星稜祭に参加する気にはなれなかった。おそらくアンケスエンもあの調子ではもう舞踏会には行かないだろう。めったに取り乱みだすことがないアンケスエンが、ティトを見て今にも泣きそうな顔をしていた。ティトを拒んだとき、ティト以上にアンケスエンのほうが傷ついていた。

　──なぜ、あんな顔をするのだろう。

　四年前、泣かせない、一生大事にすると誓ちかったのに、自分は何ひとつ守れていない。

　ティトが何より驚いたのは、アンケスエンがアルディスの縁談にまったく動どう揺ようしていなかったことである。まるで楽しい話を語るように、ティトに聞かせていた。

　──彼は王妃の愛人ではないのか？

　今でもはっきり覚えている。四年前、アンケスエンがティトを王に選んだ日、ランデル公爵家の中庭で二人が寄り添そうようにして抱き合っていた姿を。

　そのとき、すでにティトの中にはアンケスエンに対する強い思し慕ぼの感情が芽め生ばえていて、後戻りができないところまで来ていた。ティトの心は激しく揺らいだが、それでもあのときはまだアンケスエンの真ま心ごころを信じようとした。きっと何か理由があるのだと思い込もうとしていた。それに初めて二人に会ったとき、そんな親密な間柄には見えなかったのも理由のひとつである。

　しかし、四年前のあの夜以来、アンケスエンはまるで線を引くようにティトに対してそっけなくなった。最初に会話したときはあんなに素す直なおな表情を見せていたのに、その温度差にティトはひたすら困惑した。

　バルザットをディセルナティアから追い出し、即そく位い式しきを控ひかえたある夜、自分には見せなくなった笑顔で仲良く語らうアルディスとアンケスエンを見た瞬しゆん間かん、ティトはそれまで考えもしなかった結論にたどりついた。

　あんなに固い絆きずなで結ばれた忠誠心が、長い年月を経へて恋に変わらないとなぜ言えようか。

　ティトより二歳も年上のアンケスエンは、年上のアルディスと並ぶと似合いだった。

　当時、ティトはまだ十二歳でアンケスエンより背が低く、見た目も子供じみていた。

　未来の国王という立場以外に、自分がアルディスにかなうものなど何ひとつない。

　アンケスエンが、長年苦く楽らくを共にしたアルディスを好きになるのは自然の流れに思えた。

　すべてを悟さとったとき馬鹿らしくなったティトは、自分に課された責任を投げ出して街に逃にげた。アンケスエンを忘れるために、悪あく辣らつな遊びも平気でやってのけた。しかし、あの日胸に生じた激はげしい喪そう失しつ感かんは常につきまとい、消えることなくティトを苦しめ続けた。

　そして二人の溝みぞを決定的にしたあの日は突とつ然ぜんやってきた。宰相にアンケスエンと夜を共にするように言われたのである。彼はディセルナティアの将来のために、一いつ刻こくも早く世よ継つぎを欲しがっていた。ティトの年齢を考えるといささか早かったが、その年で結婚する若者がいないわけではない。

　しかし、宰相の要求がかなうことはなかった。アンケスエンがティトを拒きよ絶ぜつしたのである。娘盛りの年頃のアンケスエンの美しさは凄すごみを増していた。血ち筋すじにも才さい気きにも美び貌ぼうにも恵まれ、ディセルナティアの気け高だかき至し宝ほうとまで呼ばれる完璧な妻に拒まれて、ティトの矜きよう持じは激しく傷ついた。短い人生でティトは初めて強い挫ざ折せつ感かんを覚えたのだ。

　素直な気持ちを言えば、抱いてしまえば彼女の心が自分に向くかもしれないという淡い期待があった。気持ちが通じ合うことはなくても、彼女を愛してみたかった。年下の自分がアンケスエンを手にする手段として、国王という立場は都合がよいと考えていた。

　その希望が途と絶だえた日、ティトの心は冷え冷えと凍こおりついた。

　若い国王夫妻が不仲になってしばらくした頃、噂が流れだした。アルディスが「王妃の愛人」と囁かれるようになったのである。

　その噂は、ティトの誇ほこりをさらに傷つけた。アンケスエン以上に自じ尊そん心しんの高いティトは心の整理がつけられないまま、ただ流されてしまった。そうして無む為いに四年の月日が流れた。それでも、王宮を離れることだけはどうしてもできなかった。

　どれほど努力しても、自分の中からアンケスエンの影かげを消し去ることができないのだ。

　最初に出会ったとき、一いつ瞬しゆんでその美しさに魅み了りようされ、二人で過ごすうちに、今度は素そ朴ぼくな笑顔に好意を抱いだいた。ずっと一緒にいたいと思った。

　今日、久ひさしぶりにアンケスエンの笑顔を見たとき、まるで初めて出会った頃に戻ったような気がして嬉しかった。アルディスと何でもないのだと知って心が騒さわいだ。

　それなのに、なぜあんな笑顔を見せたあとで側室の話などできるのだろうか。

　ティトには理解できない。やるせない気持ちになってあきらめのため息をついた。

　もうそろそろ、自分の気持ちに区く切ぎりをつけてもよい頃かもしれない。

　幼おさない恋心など早く捨ててしまおう。そうすれば自分はもっと楽になれるはずだ。

　ティトはそこですべての思し考こうを投げ出した。
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　久しぶりに夢を見た。

　不ふ鮮せん明めいだった画像が次し第だいに鮮明になっていく。

　あそこに見えるのは、屋や台たいだろう。場所は市場だろうか。道は人でごった返していた。周囲は真っ暗であちこちに篝かがり火びが焚たかれている。ということは夜だ。

　街になどめったに行かないアンケスエンにはそこがどこかわからない。

　視界がぼやけ、映像が切り替わる。

　刃物を持った男がティトに近づいている。男はどうやら酒に酔よっているようである。男は刃物を振り上げて、ティトに襲おそいかかろうとしていた。

「やめて！」

　そこで夢は途と切ぎれ、アンケスエンは目を覚ます。恐きよう怖ふに身体が凍りつき呼吸が荒あらい。

　身体が戦せん慄りつした。今のは間違いなく予よ知ちの夢である。

「いったい、いつの出来事なの……？」

　映像の鮮明さから考えると、おそらく今日、明日の出来事だろう。

　アンケスエンは寝しん台だいから起き上がると、続き扉から居間へと出た。そして夜よ着ぎ姿すがたのまま部屋を出て廊ろう下かを走る。すれ違った人々が、慌てて走る王妃の姿に目を剝むいていた。ノックもなくティトの部屋の扉を開けると、室内はしんと静まり返っていた。薄暗い室内を、雑ざつ然ぜんと床に置かれた本の山をよけながら寝台まで走り寄り、誰もいないことを確認すると、アンケスエンは顔色を青ざめさせる。

「きっとまた街へと出られたんだわ……」

　アンケスエンはくるりと踵きびすを返すと、私室まで走って戻る。いつも着替えを手伝う侍女が夜や勤きんについていたのは運が良かった。

「出かけます。着替えの準備をしてちょうだい」

「こんな夜にですか？」

　侍女が驚いた顔になるが、アンケスエンは厳きびしい目を向けた。

「何か文もん句くがあるのですか？」

「……いえ。すぐに支し度たくいたします」

「それと、アルディスを呼んでちょうだい」

　ところが着替えが終わってもアルディスは姿を見せなかった。今は星稜祭の真っただ中だ。警備の仕事に忙しいに違いない。時間が惜おしかった。

　アンケスエンは自力で外がい套とうを羽は織おると、静止する侍女の声を無視して部屋を飛び出した。

　いつもティトが使っている礼れい拝はい堂どうにある抜け道から街へと下りる。

「市場はたしか……」

　ほとんど街に行ったことはなくとも、王都の地理くらいは頭の中に叩き込んでいる。フードをかぶり市場への道を急ぐが、人込みをくぐりぬけるのは容よう易いではない。

「すみません、通してください」

　アンケスエンは雑ざつ踏とうをかき分けて必死に急ぐ。

「たしか、夢で見たのはこのあたりだったような気が……」

　目的の市場にたどりつき、視線を走らせてティトの姿を捜さがしてみるが、なかなか見つからない。夢の記き憶おくだけを頼りにひたすら走る。

　そのとき、市場の中央に人ひと垣がきが輪のようにできているのが視界に映うつった。

　輪の中央から聞き慣れた声が聞こえてくる。低く冷静な声である。

「ごろつきの分ぶん際ざいで、喧けん嘩かを売るとはいい度ど胸きようだな」

　他人を嘲ちよう笑しようするような不ふ遜そんな声は聞き間違えようもない。

　急いで人の輪をかき分けると、その中央で二人の大男に囲まれたティトが立っていた。

「このくそ生なま意い気きなガキが！　今なら土ど下げ座ざして金を寄よ越こせば許してやる！」

「先にぶつかってきたのは、そちらだろうが。いいからさっさと謝あやまれ！」

「なにをう！　おいこの小こ賢ざかしいガキを片づけるぞ！」

　酔った男の一人が懐ふところからナイフを取り出して、力任まかせにティトに襲いかかろうとする。

「おやめください！」

　突然、割り込んできた声にティトがぎょっとして振り返り絶ぜつ句くする。

「なっ！　なぜそなたがここに！」

　ティトがアンケスエンに意識を奪うばわれている間に、男がナイフを振り下ろす。

　アンケスエンはティトの首を抱きしめ、身体を後ろに引っ張り刃やいばからかろうじて救う。

「放せ！　今すぐ余から離れろ！　そなたの身が危ないぞ！」

「だめです！　いけません！」

　ぎゅっとティトを抱きしめたまま、アンケスエンは離れない。しかし、男がなおも刃を振り下ろそうとするのを見て、アンケスエンはさっと飛び出すと男の腕にしがみつく。

「この！　放せ、邪じや魔まな娘が！」

　大男に振り回され、アンケスエンの細い身体はたちまち吹き飛ばされてしまう。近くにあった屋台の柱はしらに背中をしたたかに打ちつけて、アンケスエンの顔が苦く痛つうに歪ゆがむ。

　ティトはちっと舌した打うちすると、なおもナイフで襲いかかる男の腕をあっさりと捻ひねり上げて突き飛ばす。男の手から乾かわいた音をたてて滑すべり落ちたナイフをティトが踏みつけた。

「この目め障ざわりなガキが！」

　もう一人の男がティトに迫せまるのを、アンケスエンは絶望的な気持ちで見つめていた。

　ところがティトは、余よ裕ゆうのある動きで男の攻こう撃げきをかわすと鳩みぞ尾おちに強きよう烈れつな足あし蹴げりをくらわせる。男が痛みに顔をしかめ、地面に膝ひざをつきながら荒い息を吐いてティトを睨にらんだ。

「まだ喧嘩を売る気か？」

　たった十六歳の少年の険を帯びた傲ごう慢まんな口調に、大男たちがひるみながら後ずさる。

「くそ！　覚えてろよ！」

　捨て台詞ぜりふを吐くと、男たちはその場から逃げ出して行く。

　みじめに去っていく男たちを鼻で笑い飛ばすと、ティトはアンケスエンのそばに立ち、乱暴に腕を引っ張り上げようとする。だがその不自然な様子に驚いて膝をついた。

「そなた、大だい丈じよう夫ぶか……？」

「……っ……！」

　アンケスエンは返事をしようとするが、打ちつけた背中の強烈な痛みに声が出ない。

　この騒ぎに集まった人々が何事かと二人の様子を窺うかがっている。

　ティトは顔をしかめると、アンケスエンにフードを強引にかぶせ、その身体を苦もなく抱かかえ上げた。

　そのまま市場を通り抜け、裏道を使って別の通りに出る。やがて一いつ軒けんの建物を見つけると、ティトはためらうことなく入り口をくぐった。

「いらっしゃいませ。お客様、お泊とまりですか？」

　どうやら宿屋のようである。女連れのティトを見て泊まると思われたのだろう。

「最上階は空いてるか？」

「へえ、空いておりますが、うちの宿の最上階はちょっとお高めですよ？」

　ティトはためらいもなく片手で腰こしから革かわ袋ぶくろをはずすと宿屋の主人に向かって放り投げる。

「それで足りるか？」

　ずっしりと重みのある革袋を開けた宿屋の主人が目を剝く。

「こ、これだけあれば一カ月はお泊まりになれますが？」

「釣つりはいらぬ」

　ティトの語気は荒い。どうやらかなり怒おこっているようだ。無理もなかった。アンケスエンを抱えて最上階まで登ったティトの後ろから宿屋の主人がやってきて扉を開ける。

「お客様、お食事は？」

「必要ない。しばらく誰も部屋に近づくな！」

　部屋の扉が閉まると、ティトは柔やわらかな寝台にアンケスエンの身体をそっと寝かせた。

　だが、彼が冷静だったのはそこまでだった。

「そなたは、こんなところでいったい何をしているのだ！」

　ティトは腕を組んで険けわしい目つきでアンケスエンを見下ろしていた。激しい苛いら立だちを隠かくそうともしない。

　まさかティトを助けにきて、逆に助けられたとは言えなかった。

「仮にもディセルナティアの王妃とあろうものが！　そなたがこんなに愚おろか者とは思わなかったぞ！　このような場所にいったい何をしに来たのだ!?」

　謝罪の言葉を口にしようと半身を起こしかけて、またもアンケスエンは顔をしかめる。

　背中の痛みが治おさまらない。アンケスエンの額ひたいに滲にじむ脂あぶら汗あせを見て、ティトが顔色を変えた。

「どうした？　怪け我がをしたのか？」

　ティトがアンケスエンの身体から丁てい寧ねいに外套をはぎ取る。

「……わたくしは、大丈夫、ですから……」

「その様ざまで何を言っておるのだ！　医者を呼ぶから待っていろ！」

「必要ありません！」

　アンケスエンが強い声で止めると、ティトはまたも怒りを爆発させた。

「そなたに大だい事じがあったらどうするのだ！」

「医者など呼ばないでください！　本当に必要ありませんから！」

「では、余に背中を見せてみろ！　それから医者が必要か判断してやる！」

　ティトは乱暴な手つきでアンケスエンの背中を押さえつけると、ドレスの結び目の紐ひもを強引に解といていく。

「お放しください！」

　寝台の上でアンケスエンがもがく。

「心配するな、怪我人相手に何もせぬ！」

　ティトが抵抗するアンケスエンの腕を寝台に押しつけて、結び目を素早く解いていく。

「おやめください！」

「何もせぬと言っているだろうが。怪我をしているか見るだけだ。少しは大人おとなしくしろ！」

「やめてください！　怪我などしておりません！　古ふる傷きずが痛むだけですから！」

　アンケスエンは悲ひ鳴めいに近い声をあげるが、ティトはまるで聞いていなかった。

「黙だまれ。何もする気はないと言っている。──まったく、騒がしい。生き娘むすめでもあるまいに」

　ティトの言葉にアンケスエンの肩がびくりと揺れる。その動きのあまりの不自然さにティトの結び目を解く手が止まった。

　信じられないものを見るように、アンケスエンに視線を這はわせる。

「──まさかそなた、男を知らぬのか？」

　アンケスエンは答えない。だが、もし部屋の中がもっと明るければ、アンケスエンの頰が羞しゆう恥ちで真っ赤に染まるのをつぶさに見ることができただろう。

　ティトはたちの悪い冗談でも聞いたあとのように、自分の言葉に一いつ笑しようを浴あびせると、器き用ように手を動かし始めた。

　アンケスエンはせり上がる恐怖に小こ刻きざみに手を震わせながらシーツを握にぎりしめている。

　狭せまい宿屋の一室で助けにくる者はいない。一人で飛び出したのでアルディスもいない。

　やがて薄うす暗ぐらい灯あかりの下にアンケスエンの白い背中がさらされる。

　わずらわしそうにドレスの結び目を解いていたティトの手が止まった。

「──これは」

　ティトは目を剝いてアンケスエンの背中を凝ぎよう視しした。驚きのあまり息をのみながらティトの手が恐れおののくように背中から離れていく。
















　アンケスエンのほの白い肌はだを斜ななめに切り裂さくように肩から腰にかけてその傷はあった。皮ひ膚ふは赤黒く染まり醜みにくくただれ、あちこちひきつれ不ぶ気き味みに変色している。おぞましい傷きず痕あとを前にしてティトの声こわ音ねが低くなった。

「これは、なんなのだ──？」

　呆然とするティトの声に、アンケスエンは自由になった身体を捻って寝台の奥へと逃げ込んだ。絶たえ間まない痛みをこらえながら、ずり落ちそうになるドレスの肩を押さえてティトから必死に目をそむける。

「その傷はどうしたのだ？」

　沈黙が二人の間に重くのしかかるなか、アンケスエンは失しつ意いのあまり声を失っていた。

「先ほど古傷が痛むと言っていたな。怪我を負おったのはいつだ？」

　肩を震わせて頑かたくなに唇を引き結んでいたアンケスエンが、疲れたように息を吐く。

「……五年前です」

「バルザットの妃きさきであったときのことか？」

　アンケスエンが皮肉そうに唇を歪め、吐き捨てるように言った。

「妻とはいえお飾りの王妃でしたわ。あの方が欲しいのはディセルナティアの王位だけでしたから。ですが、ご承しよう知ちの通りわたくしには未来を見通す力がございます。この国の正統な王ではないと言いきるわたくしを疎うとましく思い、殺そうとなさったのです」

「な……っ！」

「そのときに受けた傷です。でも、バルザット王の王位はわたくしの存在あってのもの。慌てて止めに入った周囲の者に救われて、なんとか命だけは取り留とめました」

「────」

　ティトは衝しよう撃げきのあまり顔をひきつらせ完全に言葉を失っていた。

　アンケスエンの瞳の奥に、屈くつ辱じよくの暗い炎ほのおが宿る。

「……同情など結構ですわ。幸いこの傷のおかげで、バルザット王はわたくしを遠ざけるようになりほっとしました。……傷物の妻などいらぬと言われました」

「──だからか。だから今まで余を避けてきたのか」

　アンケスエンは自みずからの腕に鋭するどく爪つめを突き立て、悲ひ哀あいに満みちた目でティトを見ていた。

「これで、おわかりになったと思います。わたくしには妻の務めを果たすことなどできないのです。このように醜い傷痕を持つ女を望む物好きがどこにいましょうか。陛下はどうぞわたくしに気き兼がねすることなく、好きな娘を側室にお迎えください。後こう宮きゆうに入れたいのなら、いくらでも許可を出します。──わたくしのことはお捨て置きくださいまし」

　アンケスエンは激しい目でティトを見み据すえ、涙をこらえるように歯を食いしばった。

　ティトの顔から血ちの気けが引いている。凄せい惨さんな傷痕を見て、かなりのショックを受けているようだ。もうアンケスエンに触れようともしない。

「──それが、そなたの本ほん音ねか？」

「噓偽いつわりのない本音でございます」

　ティトは声を殺して目を閉じると、苦しげに息を吐いた。

「──わかった。そなたがそう望むのなら言う通りにしよう」

　ティトがアンケスエンのそばから離れていく。

「アルディスを迎えに寄越すから、ここで大人しくしていろ」

　それだけ言うと、ティトは静かに部屋から出て行った。

　ティトの気け配はいが去ったあと、アンケスエンは悲しみのあまり顔を覆って泣き崩くずれた。
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　ティトがいつものように礼拝堂の入り口を通り王宮に戻ると、アルディスとすれ違った。

　ひどく消しよう耗もうした顔で、ティトは口を開く。

「──そなた、王妃を捜しに行くのであろう？」

　ティトの言葉にアルディスが驚く。どうやら本当にアンケスエンを捜していたらしい。

「陛下は、王妃様の居場所をご存知なのですか？」

「知っておる。街をうろついていたところを拾ってやった」

「な！　それなら、なぜ陛下が王妃様を連れ戻してくださらなかったのですか！　よもや王妃様を街に放置してお戻りになったのですか？」

　かっとなるアルディスの言葉に、ティトはつらそうに唇を嚙んで顔をしかめる。いつもの生意気な口調で反論することさえしなかった。疲れた様子でため息をつくとこう告げた。

「──そなたが迎えに行ってやれ。王都の西通りにある宿屋の最上階に王妃がいる」

「宿屋に？　なぜ王妃様はそのような場所に……？」

「理由は本人に聞け。──いいから、さっさと行け！」

「言われなくても、そうします！」

　そう言って飛び出そうとするアルディスに、ティトは瞳を冷たく凍こごえさせながら言った。

「──そなた、この四年の間、いったい何をしておったのだ？」

「……は？」

「そなたには理解できていたはずだ！　そなたならできたであろうが！　今までなんのために王妃のそばにいたのだ！」

　意味不明なティトの言葉に、アルディスは怪訝な顔になる。

「どういう意味です？」

　ティトが苛か烈れつな怒りを瞳に滲ませながら、語気を荒らげる。

「王妃を救ってやることが、そなたにならできたはずだ！　なぜ助けてやらぬのだ！」

　不可解そうに眉をひそめるアルディスを詰なじるティトの顔色が悔くやしげに染まる。

「王妃のあのような顔を見るくらいなら、そなたとの噂が真実であったほうがよほどマシであった！」

　呆然とするアルディスに、ティトは鼻でせせら笑うとさらに言葉を続けた。

「──そなた思っていたより腰抜けなのだな」

「なっ……！」

　絶句するアルディスに、ティトは自分を責めるように皮肉に冷れい笑しようした。

「いや、余が偉えらそうに言えた義理ではないか……」

　アルディスに背中を向けたティトは、悄然と肩を落としながら部屋へと戻って行った。
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　アンケスエンが王都の宿屋でじっと寝台の上に座って迎えを待っていると、扉が叩かれる音がした。

「誰です？」

　いつもの毅き然ぜんとした声で答えると、聞き慣れた声が返ってくる。

「わたしです」

「……お入りなさい」

　扉をきしませながらアルディスが入ってくる。だが寝台の上に座るアンケスエンを見て、アルディスははっと息をのんだ。アンケスエンの目は真っ赤に腫はれ、艶つややかな黒髪は乱れて白い肩に散ちっている。アンケスエンは結び目が解かれ脱げ落ちそうになっている真っ白なドレスの胸を手で押さえて微び笑しようした。

「アルディス、迎えに来てくれてありがとう」

　アンケスエンは落ちつき払った声でそのまま背中を向くと、アルディスにこう言った。

「来てすぐに悪いのですが、ドレスの紐を結んでくれないかしら？　一人では届かなくて」

　黒髪をかき上げて白い背中に刻まれた醜い傷痕をさらすと、アルディスが絶句している。今まで一度たりともアンケスエンは背中の傷をアルディスに見せたことはなかった。

「王妃様、いったいどうされたのですか？　……まさか陛下が無む理り強じいを……？」

　アンケスエンは苦笑した。おかしくてたまらない。

「……違います。陛下は、わたくしが古傷を強くぶつけて苦しんでいたので、怪我を負ったと勘違いなさったのです。慌てて医者を呼ぼうとする陛下をお止めしたのですが、とてもお怒りになられてついに背中を見られてしまいました」

「……では陛下は……」

「わたくしの傷痕のことならもうご存知です」

　自分でも不思議なほど冷静だった。長い間隠し続けてきた秘密を知られてしまい、心は何も感じなくなっていた。

「傷痕を見たら、とても驚きになられて、事情を説明したら逃げるように去って行かれました。……これでもう二度とわたくしに近づこうとは思われないでしょう」

　衝撃のあまり立ちすくむアルディスに、アンケスエンが厳しい口調で言葉を続けた。

「アルディス、何をしているのです？　さあ、早く背中の紐を結んでちょうだい。風か邪ぜを引いてしまうわ。それにこのままの姿では王宮に戻ることができません」

　命じられてアルディスが震える手でアンケスエンの背中の紐を結びだす。だが、結ぼうとしては紐を取り落として焦あせるアルディスにアンケスエンは皮肉そうに笑った。

「そなた、思っていたより不器用なのですね。……そんなにこの傷痕が恐ろしいのですか？」

「い、いえ、そのようなことは……」

　しばらくしてようやく背中の紐を結び終えると、アンケスエンは寝台から立ち上がった。

「さあ、帰りましょう」

　まるで何事もなかったように始終冷静だったが、その口調は投げやりになっていた。

　威い厳げんのある王妃として貫つらぬきたかった最後の誇りが消え去った。自分が立派な女ではなく傷物だと彼に知られてしまった。すべての希望が途絶え、もう何もかもどうでもよかった。
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「ねえ、ティトお兄様、側室ってどういうこと？」

　ティトは答えない。ただ苛立たしそうに机を爪で叩いていた。

「宰相閣下に言われたの。王妃様のご要よう請せいでわたしをお兄様の側室に迎えたいって」

「──そうらしいな」

「……お兄様と王妃様、いったいどうなっているの？」

「知らぬ。側室が嫌なら断ればよい。領地に戻って条件のよい夫を選べ」

　するとアンマールが、泣きそうな顔で言った。

「お兄様はわたしじゃお嫌でしょう？」

「──別に嫌ではない」

「ほ、本当に……？」

「だが、王宮にいてもそなたのためにはならぬぞ。いらぬ争あらそいに巻き込まれるだけだ」

「わたしが領地に戻ったら、お兄様が側室を持つ話はなくなるの？」

「側室は必ず迎える。──そうすることにした」

「じゃあ、わたしも考えてみる！　だって、わたしだって、お兄様のことが……」

　ティトはアンマールの言葉を上うわの空そらでほとんど聞いていなかった。

「そうか。好きにしろ」

「……お兄様、なんだかとっても怒ってない？」

　長年一緒に暮らした従妹いとこの勘かんも馬鹿にできないものだとティトは思った。

「別に怒ってなどおらぬ」

「噓、絶対怒ってる！」

　ティトは絞しぼり出すように口を開いた。

「──アンマール、悪いが少し一人にしてくれぬか？」

　アンマールがしぶしぶ部屋から出て行くと、ティトは翡翠の瞳を大きく見開き、喉のどをひきつらせ、震えの止まらない手で頭を抱えて机の上に肘ひじをついた。

　──余は偉そうなことを言いながら、結局王妃を見捨てて逃げてしまった。

　あのとき、ティトは背中のむごい傷にひるみ、何も言えなくなっていた。

　アンケスエンの絶望しきった悲痛に満ちた目が忘れられない。

　誇り高いアンケスエンが背中に傷を負ってどれだけ苦しんできたか、考えるほどティトの中に恐怖に似た感覚がせり上がり、息が止まりそうになる。

　だが、何よりティトを苦しめたのは、アンケスエンの瞳の奥に揺らぐ孤こ独どくの影である。

　自分はなぜあんな目をした彼女を何年も見ようとしなかったのだろうか。




　──王都は嫌なことばかりでしたから……。




　初めて出会ったときアンケスエンが寂しげに語った言葉を思い出す。あのとき、自分は感じていたはずだ。彼女からひしひしと漂ただよう孤独の気配を。考えるまでもないが、生まれてすぐに家族と引き離され、たったの八歳で両親を殺され一人になり、二度も簒さん奪だつ者しやの妻にされた生おい立たちを思えば、彼女が計はかり知れない喪失感を抱えていたのは自じ明めいの理りである。

　そして、たったの十三歳でアンケスエンは女性としての自分を否ひ定ていされた。




　──傷物の妻などいらぬと言われました。




　未来の王妃として何不自由なく育てられたアンケスエンを襲った悲ひ劇げきの連続。

　それでも一度は逃げ出そうとしたアンケスエンを止めたのは、ティトとの出会いである。




　──わたくしの望みはディセルナティアの良き王妃であり続けることです。




　透すき通るような哀かなしい笑顔でそう言っていた。ティトはあのとき交かわした約束を何ひとつ守れていないのに、アンケスエンは忠実に自らの誓いを実行している。




　──約束する。




　──そなたを決して泣かせたりはしない！　一生大事にする！　必ずディセルナティアの良き王になってみせる。




　──そのお言葉が聞けただけで十分です。




　悲ひ愴そうな覚かく悟ごで瞳を曇くもらせながらアンケスエンが告げた言葉の意味をティトはようやく理解する。あのときからアンケスエンは一人で生きる決意をしていたのだ。ディセルナティアのために自分を捧ささげるつもりだったのだ。だからティトと距離を置くことにしたのだ。

　それなのに自分は切せつ実じつな思いで王妃の役目を全まつとうする彼女を四年も放置してきた。

　自分に誰かを責せめる資格などあるはずもない。

　ティトは激しい罪ざい悪あく感かんに襲われた。強烈な痛みを伴ともなって後悔が押し寄せてくる。

「くそ！」

　アンマールの言う通り、ティトは激しく怒っていた。ただしそれは自分に向けての怒りだった。
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　星稜祭の四日目、王宮では王妃主しゆ催さいのガーデンパーティーが開かれていた。

　アンケスエンはいつものように威厳のある態度と、人々を惹きつけてやまない微笑を振りまき続けている。だが、それは空くう虚きよな笑顔だ。

　初しよ夏かの緑溢あふれる美しい庭の景色もかすんで見える。

　背中は熱を帯びてじくじくと痛んだが、主催のパーティーを欠席するわけにもいかない。一度、ティトの姿を見かけたが、彼にしては真ま面じ目めに社しや交こうに努つとめていた。アンマールもまた元気に人々の輪に加わっていたが、ときおりティトの様子を気にかけているようだ。

　──本当に愛らしい子だわ。

　アンケスエンは無邪気で汚けがれを知らないアンマールを羨うらやましく思った。

　アンマールが側室の話を受け入れたと聞いたのは、今け朝さのことである。ティトはきちんと約束を守ってくれているのに、アンケスエンは少しも嬉しくなかった。

「王妃様」

　ぼんやりしていると、侍女が声をかけてきた。

「なんです？」

「お客様がお呼びです。こちらへおいでください」

　人の輪を離れて侍女がアンケスエンを川辺へと導みちびいた。王宮に人工的に作られた川である。アンケスエンは微笑を保たもったまま侍女の後ろをついて歩いていたが、川辺でいきなり背中を押されてしまう。アンケスエンは浅あさ瀬せに落とされ、全身がずぶ濡ぬれになる。

「あんたには、その姿がお似合いよ！」

　──メリトお姉様……。

　アンケスエンはもはや怒る気力もなかった。自分の学習能力のなさにあきれたが、すべてに投げやりになっているのが本音のようだ。こんな様ざまでは王妃失格だ。苦笑しながら立ち上がろうとするが、背中に痛みが走って動けない。

　そのとき、水音を聞きつけたティトが姿を見せたのでどきりとする。宿での事件からまだ二日しかたっていないので、気まずい心地ここちがした。

「どうした？」

「──なんでもありません。足を滑らせて川に落ちただけです」

「そなたにしては不注意だな。だが、その姿ではもうパーティーに参加できまい」

　ティトはため息をつき、アンケスエンの手を引き上げて助け起こそうとしてはっとした。

「そなた、熱があるではないか！」

「平気です。いつものことですから……」

　アンケスエンは自力で立ち上がろうとしたが、背中の傷から襲いくる激げき痛つうに顔をしかめる。古傷を痛めたせいで熱が上がっていた。

「無理をするな」

　ティトはアンケスエンの身体を軽々と抱き上げると、ゆっくりと乾いた地面に下ろした。身につけていたマントの紐を解いて脱ぎ、アンケスエンの肩に優しくかける。

「アルディスを呼んでくるから待っていろ」

「お待ちください！　このような人目のある場所で、個人的な用事でアルディスを呼びつけるわけには……」

　ただでさえ、アルディスには王妃の愛人などと不ふ名めい誉よな噂がたっているのだ。彼の将軍としての立場もある。これ以上の混乱は避けたい。

　ティトがためらいながら歯は切ぎれ悪そうに口を開いた。

「──アルディスは、すべて知っているのであろう？　──傷のことも」

　アンケスエンはそっと目を伏せ、小さな声でうつむきがちに答えた。

「……はい」

「だからか。知っていたからアルディスは、いつでもそなたの体調を気き遣づかっていたのだな」

「彼は責任感の強い人間ですから……。五年前、わたくしを守れなかったことをずっと悔くやんでいるのです」

「では、余が部屋まで送る。不本意だろうが我が慢まんしろ」

「ですが、陛下、アンマール嬢が捜しておいででは……？」

　生き真ま面じ目めなアンケスエンの言葉にティトがかっとなる。

「人のことを心配している場合か！　アンマールは社交的な娘だ。一人でもどうにでもなる。それにユージリアの大公が、アンマールにひと目惚ぼれして二人きりで話したがっていた。彼は嫁探しのために我が国に来ている。放っておけ。そなたは黙って余についてこい」

　こうしてアンケスエンは、ティトに手を引かれて私室まで戻った。

　歩いている間気まずい沈黙が続いたが、つないだ手は思いのほか温かくて、アンケスエンは妙みように緊きん張ちようした。二人は人目を避けるようにテラスから部屋に入る。

「女によ官かんを呼んでくる」

「必要ありません！」

　部屋を出て行こうとするティトをきつい声で止めると、彼は不ふ審しんそうに振り返る。アンケスエンの事情を知った今、また何か理由があるのだろうと察さつしてくれたらしい。

「今度は何があるのだ？」

「……いつも着替えを手伝ってくれる侍女が、用事で夕方まで、……パーティーが終わるはずの時刻まで戻らないのです。ですから、必要ありません」

　アンケスエンは消え入りそうな声で答えた。その身体は寒さで震えている。

「背中を見られたくないのはわかるが、熱のある身体で、いつまで濡れ鼠ねずみでいる気だ？」

「…………」

「背中を向けてそこの椅子に座れ」

「……なぜです？」

「ドレスの結び目を解くくらい、余にもできる。どうせ一度見られているのだ。二度でも大差あるまい」

　アンケスエンは黙って言う通りに従った。熱のせいで考えることが億おつ劫くうになっていた。

　ティトが丁寧にドレスの結び目を解いていく。だが水で濡れて、固くなった結び目を解くのに時間がかかっていた。

　ようやく背中を締めつけていた結び目がすべて解かれ、アンケスエンはほっと胸をなで下ろした。

　ティトと二人きりになると会話に困ってしまう。早く二人の時間を終わらせたかった。

　だがティトはその場からしばらく動こうとしない。むきだしの背中に視線を感じてアンケスエンは落ちつかなくなった。

「──ディセルナティアの気高き至宝、か」

「……え？」

　ティトはぽつりと呟くと、アンケスエンの長い黒髪をかき上げて肩を優しくなでる。

「──そなたの肌は美しいな。この崇すう高こうさの前には傷痕などかすんで見える──」

　熱に浮うかされたような声が聞こえると、熱い吐息がアンケスエンの耳をかすめた。

　次の瞬間、肩に押し当てられた熱い感かん触しよくに背筋がぞくりと震えた。

　ティトがアンケスエンの素肌に口づけている。肩が焼けるように熱くなった。

「甘あまい……」

　陶とう酔すいしたような声が聞こえる。またも熱い息が肩に触れ、唇が肌をなぞる。

「…………！」

　どれくらいの時間、そうしていたのかわからなかった。

　やがてティトは我に返ったように身体を起こすと、脱ぎ捨てたマントをアンケスエンの肩に無む造ぞう作さにかけ、言葉もなく風のように去って行った。





[image: ]






　──自分で自分が信じられない。

「余は何をやっているのだ」

　ティトは恥ずかしさのあまり顔を真っ赤に染めて岩陰にしゃがみ込んでいた。

　このままでは、パーティーに戻れない。

　側室を迎えることを了りよう承しようしたのに、アンケスエンから目が逸らせなくなっている。

　極ごく上じようの絹きぬを思わせる真っ白な素肌に触れて、箍たががはずれてしまった。

　アンケスエンのドレスの結び目を解く間、練ねり絹ぎぬのような美しい黒髪に見み惚ほれ、本当はずっと緊張していた。

　これではまるでただの子供ではないか。

　ティトは自分というものを改あらためて思い知らされていた。

　難なん解かいな書物を読みこなし、庶しよ民みんと貴族の暮らしを行き来し、様々なものを見聞きしてきた自分はもっと冷静で大人だと思っていた。アンケスエンが類たぐい稀まれな美貌の持ち主であることは知っていた。わかっていて、いまさらこのていたらくである。

　ティトは震える手で自らの口を押さえてそっと目を閉じる。

　唇に触れたアンケスエンの肌のぬくもりが今もはっきりと残っている。白く柔らかな素肌は、どこまでも甘く美しかった。真っ白なドレスの下に隠された純白の瑞みず々みずしい肢し体たいを想像するだけで頭が焼けるように熱くなる。

　考えれば考えるほど、羞恥のあまりますます顔が朱しゆを帯びていく。

　ディセルナティアの気高き至宝の前では、ティトは完全に無力だった。

　そろそろ負けを認めるべきではないだろうか。抵抗するだけ無む駄だだと言えた。

　この四年、口を開けば皮肉ばかりが飛び出した。

　──自分の気持ちを否定するために。アンケスエンへの恋心を否定するために。

　己おのれの愚かしさを自覚してティトは自じ嘲ちよう気ぎ味みに苦笑する。

「くだらぬな」

　自分の気持ちに正直になれば、答えはとっくに出ていた。

　あの夜、忠実な騎士の立場を貫くだけで彼女の孤独を見ないアルディスを怒りのままに責めたが、本気で彼にアンケスエンを譲ゆずる気などない。純粋に彼女が欲しいと強く思った。

　そして、自分こそが一生彼女を守り通す唯ゆい一いつの存在でありたいと心から望んだ。

　いまさらそんな答えを出すなんて、遅いにもほどがある。まだ間に合うだろうか。

「本当に余は愚か者だな」
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　星稜祭最終日の夜、アンケスエンは疲れきった身体を休めるために早々に寝台に入っていた。明日からまたいつもの日常が待っている。まだ微熱が残っているが、この程度なら問題ないだろう。眠るためにランタンの明かりを消そうとしたとき、断りもなく扉が開かれる音がした。

「誰です？」

「余だ」

　アンケスエンは驚いた。こんな時間にティトが訪おとずれたことは今まで一度もない。もう二度と自分には近づかないと思っていたのになんの用だろうか。怪訝に思いながら口を開く。

「このような夜中に、なんのご用ですか？　侍女たちはどうしたのです？　外に控えていたはずですが……」

「皆下がらせた。──このような時間に来て悪かったと思っている。だが、誰にも邪魔されずにそなたと話がしたかった」

　ティトはそばにあった椅子を引き寄せて寝台の脇わきに腰を下ろす。あらがいがたいものを感じたアンケスエンは、ため息をつくと上半身を起こして羽は根ね枕まくらに背中を預ける。

　考えてみると夫婦でありながら、ティトと二人きりになったことは数えるほどしかない。

「起きて大丈夫なのか？　傷が痛むのであろう？　熱は？」

「……平気です」

　いたわりの言葉にアンケスエンは動揺した。結婚して四年、こんな優しい言葉が自分に向けられるのは初めてだったので居心地が悪かった。

「それで、どのようなご用件で来られたのですか？」

　そっけなく突き放すように言うと、いつもなら機嫌を悪くしてしかめ面つらでそっぽを向いていたティトが真しん摯しな瞳でアンケスエンを見据えていた。

「そなたに会いに来た」

　アンケスエンは重く息を吐いた。

「アンマール嬢の話なら伺うかがっています。側室を迎えるのなら、お好きになさるようにと申し上げたはずです」

　アンケスエンの言葉に気の強いティトが渋面になる。

「そなたはいつでもそうだな。自尊心が高く、可か愛わいげがない。どこまでも冷たい女だ」

　アンケスエンがかっとなりたちまちいきりたつ。

「喧嘩を売りに来たのですか！」

「違う」

「いまさらわたくしを詰なじりに来たのですか？　陛下がわたくしを疎んじているのは存じています。可愛げのある娘がお好みならそちらに行かれたらよろしいではないですか」

「──そなたに側室を迎えろと言われて、そうしようと思った。たしかにアンマールは愛あい嬌きようがあるし、元気だし、いつもにこにこしていて愛らしいと思う」

「……でしたら……」

「だが、困ったことに、側室にしたいとは思えぬのだ」

「それでは、他の側室候こう補ほを探すように宰相に命じておきますので、そのなかから改めてお選びください。気に入る娘がいないのであれば、市し井せいの娘を有力貴族の養よう子しにしてから側室にすればよろしいではありませんか。陛下はこのディセルナティアの国王です。王が何人側室を迎えようが誰も文句は言いません」

「──それも考えた。だが、余にはどうしても忘れられない娘がいるのだ」

「では、その女性を……」

　アンケスエンの言葉をティトが遮さえぎった。

「そなたは、それで平気なのか？」

「どういう意味ですか？」

「余が何人側室を迎えようが平然としていられるのか？」

「……わたくしはディセルナティアの王妃です。後宮の管理もまたわたくしの管かん轄かつです。個人的感情の問題ではありません」

　ティトがうんざりしたようにため息をつく。

「だからそなたは可愛げがないのだ。ふた言目には自分は王妃だからと、そればかりだ」

　アンケスエンは小刻みに震える手で夜や具ぐを握りしめた。

「……陛下はわたくしに何をお望みなのですか？　忘れられない方がいらっしゃるのなら、その方を側室に迎えたらよろしいではありませんか」

「側室にはできぬ」

「なぜです？」

「立場が許さぬ」

　相手は既き婚こん者しやなのだろうか。

「……ではおあきらめくださいまし」

「あきらめがつかぬからそなたに相談している」

「それでは、少々強引な手段になりますが、わたくしがなんとかいたしましょう」

「ほう、どうするのだ？」

「お望みの相手は貴族の娘ですか？」

「いや、違う」

「市井の娘なら、どうにでもなりましょう」

　どうせ遊びに行った先で見つけた娘だろうとアンケスエンは高たかをくくっていた。だがそれでは、立場が許さないという意味がわからない。

「街の娘でもない」

　不ふ毛もうなやり取りにアンケスエンは疲れを覚え始めていた。微熱で身体がだるい。自分はいったいいつからティトの恋愛相談役になったというのだろうか。

「相手が誰であれ、陛下のご意志に逆さからうことはできないでしょう。お好きになさいまし」

　そう言って話を切り上げようとしたときだった。

　ティトが乱暴にアンケスエンの腕を摑つかんだ。ふいの出来事にアンケスエンは面食らう。

「なんの真似ですか？」

「たった今、好きにしろと言ったのはそなただろう」

「なっ！」

「──この間の夜、あの宿でそなたと話をしてからずっと考えていた。妻は、一人で十分だとは思わぬか？」

「何を言って……」

　ティトは強引にアンケスエンの肩を抱き寄せ、奪うように唇を重ねた。思いがけない展開にアンケスエンは瞬きも忘れて大きく瞳を見開いていた。唇に熱く触れてくるティトの感触に、全身が凍りつく。ティトは唇をそっと離すと、アンケスエンの耳元で囁いた。

「そなたが好きだ」

　思わぬ告白にアンケスエンは息をのんだ。

「お、おたわむれはおやめください」

「冗談でこんなことは言わぬ。初めて出会ったときから、そなたに焦こがれていた。そなたは余の憧あこがれだった。──こんなに美しい女を見たのは初めてだった。最初はそなたの美しさに心を奪われ、次に飾らぬ笑顔に惹かれた。この四年、ずっとそなたのことが忘れられなかった。余が欲しいのは昔も今もそなた一人だ」

　アンケスエンが非ひ難なんするような視線をティトに向ける。

「……か、可愛げのない女は嫌いだと、そうおっしゃったではありませんか」

「たしかにそなたは気位は高いし、可愛げもない。──冷れい淡たんな女だと思っていた」

「……それならなぜわたくしなんかを……」

「余にも責任があると気がついたのだ。そなたは生真面目に王妃の役目を果たそうとするし、ずっと拒まれていたから嫌われているのだと思っていた。だからそなたを避けて遊んでばかりいた。いつまでも余が大人になろうとしないから、そなたは肩肘を張って王妃の役目を全うするしかなかったのだろう？　そなたにそういう態度を取らせていた原因が自分にもあると思ったのだ。──すまなかった」

「……別に、陛下のせいでは……」

　アンケスエンはティトから視線を逸らした。心臓の鼓こ動どうがうるさいほど高鳴っている。

　子供だと思っていたのに、いつからこんな大人びた眼まな差ざしで自分を見るようになったのだろう。力強い腕で自分をそっと抱きしめるティトは見知らぬ男の顔をしていた。

「やり直さぬか？」

「え？」

「もう一度最初から始めたい。そう思って今日そなたの部屋に来た」

　その意味がわからないほどアンケスエンも愚かではない。

「ですが、わたくしは……」

　戸惑うアンケスエンに、ティトがひどく真面目な顔でこう言った。

「そなたはアルディスが好きなのだと思っていた」

「……アルディス、ですか……？」

　逆に不思議そうに聞いてくるアンケスエンに、ティトが安あん堵どとともに苦にが笑わらいを浮かべる。

「──人の噂はあてにならぬな。王妃の愛人が聞いてあきれる。それなら遠えん慮りよは無用ということだな」

「ですが、わたくしは……」

　夜着の紐を解かれそうになって、アンケスエンは泣きそうになる。

「今度はなんだ？」

「だって、わたくしには……」

「傷痕のことならどうでもよい」

　重要なことをさらりと言われて、アンケスエンは戸惑い、啞あ然ぜんとして首を振った。

「ですが……！」

「文句があるならあとで聞く。四年も待ったのだ。これ以上は待てぬ」

　そのままティトが焦じれたように荒々しく唇を重ねてくる。力任せに寝台に押し倒され深く口づけられて、アンケスエンは完全に混乱した。身をよじってなんとか逃れようとする。その動揺ぶりとあまりに物慣れない様子に、顔を離したティトがあきれ顔で妻を見た。
















「キスも初めてか。そなたが、これほど物知らずとは思わなかった」

「…………！」

「言っておくが、逃げようとしても無駄だ。人を呼んでも誰も来ぬ。人払いしてある。それに、好きにしてよいと言ったのはそなただからな」

　免めん罪ざい符ふを手にしていつもの不遜な態度でティトが愉快そうに笑う。

「嫌か？」

　もうティトを拒む理由が心のどこを探しても見当たらない。

　アンケスエンはそっと目を伏せ、ありったけの平常心をかき集めて答えた。

「……わたくしはあなたの妻です。このような身でよろしければお好きになさいまし」

「王妃としての建たて前まえなど聞いておらぬ。だが、そなたがかまわぬのなら遠慮はしない。安心しろ。傷が痛まぬように優しくする」

　アンケスエンは恥ずかしさのあまり、顔を真っ赤に染めて言い返すことができずにいた。

「もう、知りません！」

　そのまま子供のようの頰を膨ふくらませてぷいと顔をそむけた。

　ティトは、ランタンの明かりを吹き消すと、四年の空くう白はくを埋うめるためにアンケスエンの夜着の紐を解いた。
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　優しい波に揺ゆられているような一夜だった。

　アンケスエンがそっと目を開けると、すでに日は昇のぼり時じ刻こくは昼に近かった。

「噓うそ！」

　自分がこれほど寝ね坊ぼうするとは思っていなかったので、アンケスエンは急いで身体からだを起こす。だが、身体の芯しんに鈍にぶい痛いたみを覚えて顔をしかめた。なんだか全身が気けだるい。そこでようやく昨さく夜やの出来事を思い出して羞しゆう恥ちのあまりみるみる顔が赤くなる。

「昨夜は陛へい下かが来て……」




　──そなたが好きだ。




　真しん摯しな瞳ひとみで告げられた言葉が、今も心を甘あまく震ふるわせる。

　信じられない出来事の連続に思し考こうがうまく働かない。

　隣となりを見やるとティトの姿はすでになかったのでほっとする。

　そうこうしているうちに、扉とびらが遠えん慮りよがちに叩たたかれる音がした。

　アンケスエンは一いつ糸しまとわぬ自分の姿に気がついて、急いで夜や着ぎを身につけた。なおも叩かれ続ける音にようやく返事をする。

「入りなさい」

　すると扉が開いて、朝食の盆ぼんを持った侍じ女じよが姿を見せる。寝しん台だいに座すわったままのアンケスエンの前に盆を置き、そのまま下がろうとした侍女を慌てて呼びとめた。

「……陛下は？」

「今け朝さ早く朝ちよう議ぎに出るために大広間に行かれました。……王妃様は熱があるようだから寝かせておくようにとおおせられて」

「朝議？　陛下が？　なんの冗じよう談だんですか？」

　我わが耳を疑って驚おどろくアンケスエンに、侍女も困こん惑わくした様よう子すで盆を置くと、そのまま去って行った。食事を目の前にするとなんだかお腹なかが空すいてきて、迷まよわず盆に手を伸のばす。食べ終わるとまた眠気が襲おそってきて、アンケスエンは横になると再び深い眠りについた。

　夕方、紙にペンを走らせる音で目が覚めた。

　瞼まぶたをこすりながら起き上がると、椅い子すに座ったティトがテーブルの上で書類をめくりながら真しん剣けんな目で紙に何かを書き込んでいる。すっと整ととのった涼すずしげな容よう貌ぼうに見とれていると、ティトがようやく書類から顔を上げた。

「やっと起きたのか」

「……はい。あの、いつからいらしたのですか？」

「朝議のあと謁えつ見けんが終わってからずっとだ」

　どうやらティトが朝議に参加したという話は本当のようだ。

「今まで何をなさっていたのですか……？　その書類は？」

「これはそなたのぶんだ──今朝の朝議の資料だ。気分がいいときに目を通しておけ」

　ティトは書類を手に立ち上がると、寝台のそばまで来てアンケスエンに手て渡わたした。

　それはティトの手書きの資料だった。

　各領地の税ぜい率りつに関する報告、周しゆう辺へん諸しよ国こくの情勢、虫ちゆう害がいに見み舞まわれた地方の農地への援えん助じよ、土地の所しよ有ゆう権けんをめぐる貴族同士の裁さい判ばん、収しゆう穫かく祭さいの物ぶつ資しの手て配はいなど多た岐きにわたる内容がわかりやすく細こまかな字で整然と書かれている。

　ティトの字などほとんど見たことがなかったが、その丁てい寧ねいさにアンケスエンは驚いた。

　優秀な書しよ記き官かんも舌したを巻まく内容で、初めて朝議に参加したとは思えないほどの明めい快かいぶりだ。

「余よでは判断がつかぬことは明日の朝議に回してある。あとはそなたに任まかせてよいか？」

「……ええ、もちろんです」

　ティトはそのまま寝台に腰こし掛かけるとアンケスエンの額ひたいに自分の額を押しつける。

　目を白黒させるアンケスエンに向かってティトが満足そうに笑った。

「熱は下がったようだな」

「あ、ありがとうございます」

　心配してくれているのに、一いつ向こうに気の利きいた言葉が出てこない。

　もう一度書類を眺ながめながら、アンケスエンはティトの聡そう明めいさに改あらためて驚いていた。

　初めて会ったときからそうだった。街まち娘むすめに身をやつしたアンケスエンの素す性じようを簡かん単たんに見抜き、たったの十二歳で異国の書物を読みこなすことができていた。努力を積み重ねてなんとか王妃をやっている自分より、ティトはよほど聡さとい。

　いまさらのように思い出すが、ティトはランデル公こう爵しやく家けで未来の国王の座を期待され教育を受けてきた優秀な少年なのだ。為い政せい者しやとしての素養は十分に備わっている。

　これから国王として立りつ派ぱになっていくティトをそばで見れるのだと思うと面おも白しろくなった。

「晩ばん餐さんには行けそうか？」

「はい。まいります」

「そのあと余の部屋に来ぬか？　面白いものを見せてやる」

「面白いものですか？」

　アンケスエンは興きよう味みを惹ひかれた。

「ああ。そなたもきっと驚くぞ。楽しみにしていろ」







　湯あみを終えてティトと晩餐を共にしたあと、アンケスエンは誘さそわれるままにティトの部屋へとやってきた。彼の部屋をまともに訪問するのはこれが初めてである。やはりというべきか、部屋には大量の本が置かれ、乱らん雑ざつに積まれた本のせいで足の踏ふみ場もない。

　壁にはいくつもの弓ゆみがかけられており、銀ギツネの毛け皮がわも飾かざられていた。机の上には帆はん船せんの模も型けいが置かれ、その横に書類の束が重なり書きかけの文書が無む造ぞう作さに散ちらばっている。

　ティトは壁かべ際ぎわまでやってくると、窓を大きく開けて空を見上げた。

「今こ宵よいは雲ひとつないよい天気だな。天体観測には絶ぜつ好こうの機き会かいだ」

　ティトは丁寧に布のかけられた何かの前に立つ。ぱっと布を取り払うと、細長い筒つつ状じようの物が姿を見せる。銀の細さい工くのほどこされた見み事ごとな品だ。筒の反対側は空に向けられていた。

「陛下、これはなんです？」

「望ぼう遠えん鏡きようだ」

「望遠鏡？　これがですか？」

　話には聞いていたが、実物を見るのは初めてでアンケスエンはしげしげと見つめていた。

「これひとつで離り宮きゆうがまるまる建つほど高価な品だ。王になって一番よかったと思えたのはこれを買えたときだな。もっとも承しよう諾だくを得るためにカーマイルに取引をさせられたがな」

「取引？　なんの取引をなさったのですか？」

「望遠鏡を購こう入にゆうする代わりに、少しは国王の務つとめを果たせと言われた。それでたまに、カーマイルが政務に関する書類を余に持ち込んでくる。もっともたいした案件ではないがな」

　机の上に無造作に置かれていた書類を手渡されて、目を通したアンケスエンは絶ぜつ句くした。

　そこには周辺諸国に対する政略的な交こう渉しようの詳しよう細さいが、難なん解かいな異国の文字で記き載さいされている。

「……これは明後日あさつての朝議に上のぼる予定の議ぎ案あんです。まさか陛下が書かれたのですか？」

　先ほど知ったばかりの文字だったので見間違えようもないが、思わず手が震えていた。

「他に誰だれがいると思っている？　まあ、この程度で望遠鏡が買えたのなら安いものだがな」

　当たり前のように言われて、啞あ然ぜんとしてしまう。手にした書類を信じられない気持ちで眺めていた。アンケスエンもさすがに王妃なので内容は把は握あくできたが、多少の努力で書ける代物ではない。ティトは、アンケスエンの想像以上に、陰かげで様々な政務に携たずさわってきたようだ。今日初めて朝議に参加したはずの彼の理解が異様に早かったのは、ティトの才能と、どうやら宰さい相しようの尽じん力りよくにあるらしい。ティトの能力を見抜いて歓かん心しんを金で買い、ひそかに国政に関与させていたカーマイルもなかなかの策さく士しだ。ティトの文字に見覚えがなかったのは、カーマイルが代だい筆ひつしていたせいらしい。たまにカーマイルが朝議のときに鋭するどい発言をすることがあるが、どうやら背はい後ごにティトがいたせいだと書類を見てわかってしまう。

　──陛下はまぎれもなく、このディセルナティアの正統な国王なのだわ。

　アンケスエンは興こう奮ふんしながらティトを見やるが、彼は子供のように望遠鏡に夢中だった。

「書類のことは、今はいい。──それよりこれは、他には存在しない特別品だぞ」

　ティトは嬉うれしそうに笑いながら、柔やわらかな翡ひ翠すいの目で愛いとおしそうに望遠鏡をなでている。

「最初は、水すい晶しようを磨みがいて作られたレンズが嵌はめ込まれていたが、眼鏡めがね屋やに頼んで改かい良りようしてもらった。特とく殊しゆな二枚のレンズを使って、遠くを見渡すことができる。覗のぞいてみるか？」

「はい」

　アンケスエンは書類を机に戻すと、ティトに促うながされるままにレンズを覗き込んだ。

「あの、表面のでこぼこした物体はなんですの？」

「月だ」

「月？　あれが？」

　アンケスエンは驚いた。月とは空の上にまんまると輝かがやいている天体だと思っていたのに、あんなに表面がでこぼこしているとは思いもよらなかった。

「クレーターと呼ばれているらしい。最初に発見した人物によって命名されたそうだ」

「クレーター」

　アンケスエンは瞬まばたきも忘れて食い入るように月を見つめていた。

「ちょっと貸してみろ」

　ティトは望遠鏡の方角を変えると雲状の光の帯おびに焦しよう点てんを合わせた。

「今は夏だから、天あまの川がわがよく見えるな。──もう一度覗いてみろ」

　アンケスエンは言われた通りに従したがうと、今度は塵ちりのように星の広がる空を見ることができた。それで天の川が膨ぼう大だいな星の集まりであることがわかる。

「すごい……」

「面白いだろう」

「はい。珍めずらしゅうございます」

　瞳を輝かせて望遠鏡を覗き込むアンケスエンを、ティトは満まん足ぞくそうに見つめていた。

「そなたならそう言うと思っていた」

　アンケスエンと入れ変わるようにして、今度はティトが大きな瞳をくりくりさせながら望遠鏡を覗き込む。そうしていると、いつもの不ふ遜そんな態度がなりをひそめ、年相そう応おうの少年に見えた。夢中になって夜空に見入る様子に、アンケスエンは苦く笑しようする。

　アンケスエンはティトと初めて会ったとき、一緒に夜空を眺めたことを思い出していた。

　──相あい変かわらず星が好きでいらっしゃる。

　無む邪じや気きなティトを眺めながら、この四年間はいったいなんだったのだろうと考えていた。

　結局自分は予よ知ちに振り回され、過去の傷に怯おびえ、傷つくのが怖こわくて逃にげていたにすぎないではないか。自分の事情でティトを振り回してきたのに、今彼はこんなにもアンケスエンに優しい。好きだとも言ってくれた。なのに自分は何も返せないでいる。

　昨夜アンケスエンを驚かせたのは、ティトが背中の傷きず痕あとを見てもまったく動じていなかったことである。幼かった十三歳のあの日、永えい遠えんに誰の妻つまにもなれないと絶望した。だが、ティトはその壁かべを易やす々やすと乗り越えて、純じゆん粋すいにアンケスエンを欲しいと望んでくれた。その気持ちは何よりも強くアンケスエンの心に響ひびき、束そく縛ばくから救われた心地ここちがした。

　昨日きのうまで張り詰めていた気持ちが噓のように軽くなり、ひどく満たされた気分になる。




　──もし夫ふう婦ふになって喧けん嘩かをしたときは、どちらが悪くても素す直なおになって謝あやまるのよ。




　最後に会ったときの母の言葉を思い出し、自分は謝るべきだろうかと考えて苦笑した。

　──陛下が欲しいのは謝しや罪ざいではないわ。

　ティトが望遠鏡から頭を上げてアンケスエンを振り返った。

「今度、時間を作って野や外がいに天体観測に行かぬか？」

　アンケスエンは白い頰ほおを緩ゆるめて、花のような唇くちびるを綻ほころばせた。紺こん碧ぺきの瞳に温かな光を宿らせて、艶つややかな長い黒くろ髪かみをさらさらと揺らしながらゆっくりと笑う。

「はい。楽しみにしております」

　家族を失って以来、初めて心から笑うことができた。

　ティトは息をするのも忘れて呆ぼう然ぜんと妻の顔に見とれていた。やがていつもの不ふ敵てきな態度で笑うと、そっと顔を寄せてくる。蕩とろけるように唇が重なった。優しいキスが降ってくる。

　アンケスエンが目を丸くしていると、薄うす眼めを開けたティトが顔を離してため息をついた。

「あのな……」

「なんです？」

「そなた恋愛小説は読まぬのか？」

「たまに読みますが……」

　なぜ今こんなことを言うのだろうか。

「年下の余が言うことではないが、──キスするときは目を閉じろ。そう本に書かれていなかったか？」

　たちまちアンケスエンは顔を赤くする。そんなことを今まで気にしたこともなかったのでわかっていなかった。

「申し訳ありません」

「謝るな」

「すみませ……」

　またも謝罪の言葉を口にしようとすると再び唇がふさがれる。アンケスエンは朱しゆを頰に散らしながら急いで目を閉じた。どちらからともなく二人の手が重なり合う。

　恋人たちを祝福するように空から無数の星が降ってくる。

　今この瞬しゆん間かん、アンケスエンはたしかに幸せだった。
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　ティトが天体観測に夢む中ちゆうになっている間に、椅子に座ったままアンケスエンは眠ってしまった。ティトは寝台にアンケスエンの身体を横たえると夜や具ぐをかけて部屋を出る。とある人物の姿を捜さがして王宮を歩き回れば、その人物は王おう妃ひの部屋の前で警けい護ごの任についていた。

「アルディス」

　ティトに呼ばれて、アルディスが顔を上げた。まさかの国王の登場に目を剝むくが、すぐに床ゆかにひざまずいて頭を下げる。

「これは陛下、このような夜遅くにいかがされましたか？」

「そなたに話がある。ついてこい」

　ティトはためらいもなく主あるじ不在の王妃の部屋に入ると、一番奥の寝室まで進んでいく。

　アルディスは困惑しながらも従った。

　ティトは椅子に腰掛けると、足を組んで肘ひじ掛かけに肘をつき、手のひらに鷹おう揚ように顎あごを乗せる。

　そしてなんの前置きもなくしゃべりだした。

「そなた、欲はないのか？」

「……は？」

　床に手をついたままの、アルディスの怪け訝げんそうな言葉が返ってくる。

「そなたのように美び丈じよう夫ふで、我が国で将軍職につく身であるのなら、望んでかなわぬことはそうはあるまい？」

「……は、はあ……」

「アンケスエンをどう思う？」

　唐とう突とつな質問に、アルディスが返答に窮きゆうする。

「……その、誰よりも聡明で気け高だかくお美しい方だと思っております」

「アンケスエンを欲しいと思ったことはないのか？」

「そのようなこと、恐れ多いことでございます」

　ティトは何かを考えるように指を組むと、ひどく大人おとなびた眼まな差ざしで静かに言った。

「──昨夜、アンケスエンを抱いた」

「…………！」

　アルディスは驚きのあまり息をのむと、許しもなく頭を上げた。ティトは咎とがめることなく言葉を続ける。

「──アンケスエンは生き娘むすめであった。正直、心しん底そこ驚いた。あれほどの美び貌ぼうでしかも三度目の結婚だ。そのようなこと、思いもしていなかった。そなたは知っていたのであろう？　いや、ずっとアンケスエンのそばに仕つかえてきたそなたが知らぬわけはないか……。そなたの他にアンケスエンと釣つり合う男は周りにいなかったはずだ」

「…………」

「それとも背中の傷が気にくわぬのか？」

「……いえ、そのようなことは……」

　ティトはおかしそうに肩を揺らした。

「あれほど美しい女に惑まどわされぬとは、どうかしている。そなたの忠ちゆう誠せい心しんの厚あつさ、よくわかった」

「……はい」

　アルディスの声はかすかに震えていた。

「ところでそなた、妻を娶めとらぬか？　実を言うとそなたには腐くさるほど縁えん談だんが来ているのだ。それとも、シールース王女との縁談を受けるのか？」

「……ありがたいお話と思いますが、ご辞じ退たい申もうし上げます」

「なぜだ？　理由を申してみよ」

「……わたしにも、欲と呼べるものがございますので……」

「そなたの望みとはなんなのだ？」

「……いつか将軍職を辞して、故こ郷きように帰って静かに暮くらすことでございます」

　それはアルディスのささやかな抵てい抗こうと呼べるものだったが、ティトは知る由よしもない。

「そういうのは欲とは言わぬ。まったく、無欲な男だ」

　ティトは嘆たん息そくすると、苦笑しながら言葉を続けた。

「本ほん音ねを言うと、アンケスエンはそなたのことを好すいているのだと思っていた」

「それはありえません」

「だが昔、ランデル公爵家で、泣きながら寄り添そうそなたたちを見たことがあるのだ」

　過去に想いを馳はせるようにしばらく考え込んだあと、アルディスはそっと微び笑しようした。

「あれは、陛下のせいです」

「なぜ、そこで余が出てくるのだ？」

「あの日、王妃様はたとえ結ばれなくてもいいから、陛下のおそばにいたいと泣いておられたのです。陛下が良い王になると思われて選ばれたのも事実でしたが、それ以上に、国のためでなく、ただ陛下を好きだから国王に望んだのだと訴うつたえておられたのです。それが将来どれだけ陛下に対して罪つみなことかも知っていながら、自みずから王妃となられたのです。……この四年で王妃様の心からの本音を聞いたのは、あれが最初で最後でございました。あの日まで、わたしはあの方が王妃である前に、一人の少女であることを失しつ念ねんしていました」

　アルディスは諦てい観かんの念ねんを漂ただよわせながら続ける。

「陛下は、まことにご聡明であられます。あの夜、陛下に言われるまで、わたしは王妃様をお救いする手段など考えたこともありませんでした。長年おそばにお仕えしながら何もできませんでした。一生の忠誠を捧ささげてお守りすると誓ちかったのに、それさえもできませんでした。そんなわたしの愚ぐ鈍どんさを、陛下は一いつ瞬しゆんで見抜かれてしまいました。完敗です」

　真摯なアルディスの言葉に、ティトは仏ぶつ頂ちよう面づらになり拍ひよう子し抜ぬけした様子で肩をすくめる。

「当時、余はまだ十二歳の子供だぞ？　二歳も年下の余のことをアンケスエンが好きになるのは無理があるだろう。そういう意味で言うなら、年頃のアンケスエンにとって年上のアルディスのほうが恋する相手によほどふさわしかろうに。そのような話、信じられるか」

　アルディスは静かに首を振り、濁にごりのない目で真まっ直すぐにティトを見上げて口を開く。

「……王妃様のお心に住んでいるのは、昔から陛下ただお一人でした」

　ティトがまたも怪訝な表情になる。

「ますます意味がわからぬ。余がアンケスエンと知り合ってまだ四年だぞ？」

「予知です」

　アンケスエンの特殊な能力のことならティトも知っている。

「それがどうした？」

「王妃様は幼おさない頃から予知夢を通して陛下を見ておられたのです。夢を見るたびにいつも嬉しそうに話してくださいました。早くお会いしてみたいと楽しみにされていました」

　ティトは驚きに言葉を失っていたが、穏おだやかに瞳を和なごませるアルディスの話は続いた。

「……将来、陛下に疎まれることもご存ぞん知じでした。それを知ったときは、泣き暮らしておられました。内ない乱らんに巻き込まれて苦く境きように立たされたときも、夢だけが王妃様の心の支ささえでした。いつか陛下にお会いするまでに立派な王妃になるのだとおっしゃっていました」

　ティトは息を止め、唇を震わせて話を聞きながら苦く痛つうそうに顔をしかめる。

「……ですがおつらいことが続いて、一度は逃げ出されたこともございました。そんなときに出会ったのが……」

「余か……」

　初めて出会ったとき、アンケスエンは言っていた。国を捨てて、異国に渡る途と中ちゆうだと。

　夜の闇やみの中で知り合って互たがいの顔をまともに見たとき、アンケスエンはあからさまに怯えていた。その理由がようやくティトにも理解できた。すべてを投げ出して逃げ出す途中で自分の運命と向き合うことになったのである。動どう揺ようするのも無理からぬことだった。

「そういうことか……」

　ティトは、頭ず痛つうをこらえるように額に手を押し当てるとそっと息を吐はいた。

「──そなたが大事に見守ってきた花を手た折おる結果になったが、詫わびは言わぬぞ」

　アルディスはゆっくりと首を振り、どこかすっきりしたような顔をしながら言った。

「……それが自然の流れです。王妃様がお幸せであれば、わたしはそれで十分です」




　話を終えたティトは再び自室に戻ってきた。

　物音で目を覚ましたアンケスエンが、寝台から起き上がる。

「陛下……？　申し訳ありません。わたくし、うっかり眠ってしまって……」

　ディセルナティアの気高き至し宝ほうは、あどけない少女の顔で微笑している。

　ティトは無む言ごんでアンケスエンの細い身体を抱きしめると、黒髪に顔をうずめた。

「陛下？　どうかなさいましたか……？」

「なんでもない」

　アンケスエンを抱きしめるティトの腕うでに力がこもる。何かを悟さとったのか、アンケスエンも黙だまったままその身をティトに預けて目を閉じた。

　決して泣かせないと約束したのに、自分はいったい幾いく度ど彼女を泣かせてきたのだろうか。

　アンケスエンの純粋でひたむきな思いに、ティトは完全に打ちのめされていた。

　またひとつ自分の罪深さをつきつけられて、後こう悔かいの荒あら波なみが激はげしく胸に押し寄せる。

　──今度こそ大切にしなければ……。

　ティトは固く自分にそう誓った。
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「許せ、アンマール。そなたを側そく室しつにはできぬ」

　ティトの言葉を聞いて、アンマールが愕がく然ぜんとする。

「え……？　だってわたし王妃様のご要よう請せいで……。お兄様だって、側室は必ず迎むかえるって言ってたじゃない！」

「そうせねばならぬと思っていた。──だが事情が変わった。余には好きな女がいる」

　アンマールはティトにすがりついた。

「噓！　誰なの？　わたしの知っている人？　噓なんでしょう？　この前までそんなこと言ってなかったじゃない！　そんな噓をついてまでわたしを側室にしたくないの？」

「噓ではない」

「じゃあいったい、誰……？」

　無言を貫つらぬくティトの透すき通るような翡翠の瞳に、アンマールはようやく悟る。

「……わかったわ、王妃様でしょう？」

「──そうだ」

「そうよね。お兄様、王妃様に会ったとき、まるで魂たましいが抜かれたように見とれていらしたものね。王妃様をお嫁よめさんにできるって知ってうかれていらしたものね。……知っていたわ、お兄様の気持ち。でも、二人がうまくいってないって聞いて、それならわたしにもチャンスがあると思っていたのに……それにお兄様、王妃様は冷たい女だって言ってたじゃない！　愛あい想そうのない気き位ぐらいの高い、口うるさい人だって、そう言ってたじゃない！」

「──言った。だが、それでも──」

「……好きなの？」

「──すまぬ」

　アンマールの瞳から涙の滴しずくが溢あふれ、玉のように流れ落ちて頰をつたう。

「わたしだって王妃様に負けないくらい、ずっとお兄様のことが好きだったのに……！」
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　王宮の裏うら庭にわの陰でこっそり涙を流すアンマールのもとに、ユージリアの若き大たい公こうイリスがやって来る。ティトの盟めい友ゆうである彼もまた十六歳で大公を務める金きん髪ぱつの穏やかな少年だ。

「アンマール嬢じよう、どうかなさったのですか？」

　アンマールは泣きべそをかいていたが、誰かに話を聞いてもらいたくて口を開く。

「……わたし、失恋したんです。ティト兄様に……」

「──そうでしたか。でも、わたしはあなたのお気持ちを知っていましたよ」

　優しく目を細めて微笑するイリスに、アンマールは両手ですがりつくとわんわん泣いた。

「わかっていたんです。わたしじゃ、王妃様にはかなわないって！　でも、それでも！」

「──お好きだったんですね」

「うくっ……！　ひっく……！　……はい。ずっと、ずっと好きでした」

　そのままアンマールが号ごう泣きゆうすると、イリスはずっとそばにいて背中をなで続けてくれた。

「……イリス様は、どうしてわたしに優しくしてくださるんですか？」

「それは、あなたのことが好きだからですよ。人を元気にするあなたの笑顔に惹かれたのです」

　たちまち顔を赤くしたアンマールは上うわ目めづかいにイリスを睨にらんだ。

「イリス様は卑ひ怯きようです。こんなときにそんなことをおっしゃるなんて」

「わたしもこの年でユージリアの大公なんてやっていますから、案あん外がい腹はら黒ぐろいんですよ。失恋したばかりで傷しよう心しんのあなたに優しくして、好かれようとしているんです。わたしがお嫌きらいですか？」

　悪びれもせずにゆったりと微笑ほほえみながら告げるイリスに、アンマールは恥はずかしくなる。

「そ、そんなことは。ただ、いきなりすぎるのでどうしたらいいかわからなくて……」

「わたしにはあまり時間がないのです。明日にはユージリアに戻らないといけません。だから、先にわたしの気持ちを伝えておこうと思って。──わたしの気持ち、ご迷めい惑わくですか？」

「い、いいえ、そんなことはありません！」

　初めて男性から告白されて、アンマールはもじもじしながらもはっきりと答えていた。

「では、ゆっくりでいいので考えてみてください。わたしは気が長いのでいつまでもお待ちしています」

　それだけ言うと、イリスは柔にゆう和わな瞳で笑い、アンマールのもとから静かに去って行った。

　──アンマールがユージリアに嫁とつぐのは、翌年のことである。
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「海を見に行かぬか？」

　ティトがそんな提案をしたのは、秋も深まる頃だった。

「海でございますか？」

「そなた、海を見たことはあるか？」

「いいえ、ございません」

　首を振るアンケスエンに、ティトがいたずらっ子の顔で笑った。

「それなら行こう」

　唐突なティトの提案で、翌日の昼過ぎ、海を見に行くことになった。

　港に向かって二時間ほど馬車を走らせると、潮しおの香りが鼻をくすぐる。

　馬車から顔を出すと港みなと町まちの向こうに青く輝く海を見ることができた。港には多くの帆船が波に揺られながら停てい泊はくしている。

「これが海……」

　アンケスエンは驚きと感動にただ目を見み張はっていた。

　馬車を下りるとティトと一緒に砂浜まで歩いた。

　他に誰も人がいなかったので、外がい套とうのフードを下ろせば、黒髪が風になぶられる。

　押し寄せては引いて行く波を不ふ思し議ぎそうに眺めていたアンケスエンは、恐おそる恐おそる海水に手を入れてみる。

「冷たい……」

　そのまま指を口に入れてみると、なんとも言いがたい塩しお辛からさが舌を焼く。

「辛い……」

「当あたり前まえだ。ここは海だぞ」

　顔をしかめるアンケスエンに、ティトが癖くせのある茶色の髪を風に揺らしながら笑った。

　翡翠の瞳を和ませて海を眺めていたティトは、砂浜に落ちていた貝かい殻がらを海に向かって放り投げながらぽつりと言った。

「余はディセルナティアに海軍を作ろうと思っている」

「海軍ですか？」

「ああ。少し前、不ふ吉きつな噂うわさを聞いたのだ。遙はるか海の向こうの国が船を造って外洋に乗り出し、制せい海かい権けんを獲かく得とくして、新大陸を発見しては野や蛮ばんな植しよく民みん地ち支し配はいを行っていると。そうして蓄たくわえた私し財ざいで富とみ栄さかえているらしい」

「つまり、新大陸の住民を奴ど隷れいにでもしているのですか？」

「そういうことらしい」

　ディセルナティアに奴隷はいない。だが、周辺諸国には植民地支配や奴隷の売買を行う国は存在している。

　アンケスエンは嫌いやな予感を覚えた。

「いずれ我が国にも、来るということでしょうか？」

「ディセルナティアは文化国家だ。そうそう他国に搾さく取しゆされることはあるまい。しかし、いつか迫せまり来る脅きよう威いへの準備は必要だと思わぬか？　異国と対等に渡り合うためには、こちらも力が必要だ」

「だから海軍を作るのですか？」

「そうだ。そなたはどう思う？」

　それは途と方ほうもない話だった。

「わたくしにはよくわかりません。ただ、新たな戦争の火ひ種だねになるのではないかと懸け念ねんしております」

「なるほど、一いち理りあるな。だが、余が王である限り無用な戦いくさはせぬ。うまく立ち回る自信はある。余が信じられぬか？」

　アンケスエンは首を振るとそっと微笑した。

「いいえ。信じております」

「実は今、軍船の設せつ計けい図ずを作っている」

「は？」

　アンケスエンは耳を疑った。

「……そういうものは専門家に任せるものではないのですか？」

「頼りになる者がおらぬから余がやっている」

　アンケスエンは信じられなかった。国王の激務をこなしながら、いったいどこで図面など引いている時間があるというのだろうか。

「ですが、そう簡単に作れるものなのですか？」

「以前、港街の設計事務所で帆船の設計図の引きかたを習ったことがある。そこで裏のルートを使って金を積み他国の軍船の設計図を手に入れた。いささか型は古いが、なかなか興味深い。あとは見よう見真ま似ねだ」

　──まったくこのお方は、なんて視野が広い……。

　本当にティトには驚かされてばかりで苦笑してしまうが、嬉しい発見ばかりである。

「そろそろ帰るか」

「はい」

　王宮へ戻る途中、馬車は目抜き通りを駆かけていた。

　外の景色を物珍しげに眺めるアンケスエンを見て、ティトが提案した。

「東の通りで、半月に一度開かれる市場がある。異国の行商人が集まるから、珍しい品を取り扱あつかっているようだが。寄ってみるか？」

「……ですが、供の者もあまりおりませんし……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。余は街に慣れておるし、そなた一人くらいなら守れる」

　以前、ティトの危機を察さつ知ちする予知夢を見て街へと下りたとき、大男たちを余よ裕ゆうで叩たたき伏ふせていたことを思い出す。

「陛下があんなに喧嘩慣れしているとは思いませんでした」

「余は金回りがよかったからな。よく悪いやからにからまれた。自じ衛えい手段だ」

　アンケスエンはあきれつつも笑った。

「……では、少しだけ」

　期待に胸を弾はずませながら馬車を下りて街に出ると、市場は人でごった返していた。

　ティトはアンケスエンのフードを目ま深ぶかにかぶらせると、手をつないで市場を歩く。

　街娘たちが集まる一角まで来ると、異国の細工物の並ぶ店がアンケスエンの視界に入る。

　思わず足を止めるアンケスエンに付き合って、ティトも店の前で立ち止まる。

「覗いてみるか？」

「はい」

　アンケスエンは店の前にしゃがみ込むと、街娘と肩を並べて商品に見入った。蔓つる薔ば薇らの細工がされた薄うす紅べに色いろの見事な櫛くしと手て鏡かがみを手に取ってしげしげと眺めている。

「それが欲しいのか？」

「……はい。あ、ですがわたくし持ち合わせがなくて……」

「では、余が払う。店主、いくらだ？」

　ティトは支払いを済ませると店主から受け取った品物をアンケスエンに手渡した。アンケスエンは顔を綻ばせて、嬉しそうにしている。

「いつも高級品に囲まれて暮らしているそなたが、そんな安物を欲しがると思わなかった」

「でも、すばらしい細工でしたわ。王宮では見ない品です。それに以前、侍女たちが市場で手にした品を互いに見せ合っていたのが羨うらやましかったので……」

「──そなた、思っていたより俗ぞくっぽいのだな」

　ティトがあきれ顔で苦笑していると、その背後から声をかけてくる者がいた。

「あれ？　お前、ティーダだろう？」

「──ディセラか」

　ティトが街で使っている偽ぎ名めいを呼んだのは、ディセラという二は十た歳ちぐらいの瘦やせた青年である。

「最近、姿を見ないと思っていたのに、こんなところで会うとはな。ところで連れの女性は……？」

「妻だ」

「はあ？」

　ディセラが頰をひきつらせて驚きよう愕がくに目を見開く。

「妻って、お前結婚してたのか？　だってまだ十六だろ？」

「──まあな」

　ディセラがからかうようにティトを小こ突づく。

「なんだ、それなら早く言えよ。なあ、今からうちに来ないか？　メシでも食ってけよ」

　ティトがちらりと視線を走らせると、アンケスエンは愉ゆ快かいそうに頷いてみせる。

　こうして二人は案内されるままにディセラの家へと向かう。入り口に立つとディセラの妻が出迎えに現れた。

「あなた、お帰りなさい」

「シエラ、急で悪いが客を連れてきた。もてなしてやってくれないか？」

「まあ、ようこそおいでくださいました。どうぞこちらへ」

　シエラは嫌な顔ひとつせずに朗ほがらかな笑顔で二人を家の中へと招まねき入れる。台所で忙いそがしく働き始めたシエラに、アンケスエンが申し訳なさそうに言った。

「……ごめんなさい、わたくし……、いえ、その、わたし、料理をしたことがなくて……」

「まあまあ何をおっしゃいますの。あなたのそのきれいな指を見ればわかります。いい家の奥方なのでしょう？　こんなあばら家やでよければ気き兼がねせずに座っていてくださいな」

「ありがとうございます」

　ティトとディセラはテーブルに座り、さっそく酒を酌くみ交かわしている。アンケスエンは少し離れた場所から二人を見守っていた。他人の前でこんなにくつろぐティトは珍しい。

「それにしても、お前にこんなきれいな奥方がいたとはな。しかも年上か。やるな。恐れ入ったよ。……にしてもお前の奥さん、どこかで見た顔な気が……」

「気のせいだろう。まあ、こんな美人はなかなかいないだろうがな」

「なんだ、惚のろ気けかよ。お前は羽は振ぶりがいいから、どこかの貴族の馬ば鹿か息子むすこだとばかり思っていたのに。最近、街で姿を見かけなくなったのは、そういうわけか」

「代わりに家か業ぎようを継つぐ羽は目めにはなったがな。だが、ディセラだって料理上手で優しい奥方がいるじゃないか」

「うん、まあ、ひと目め惚ぼれでな。新婚だ」

「幸せそうで何よりだな。ところでディセラは今は働いているのか？」

　ディセラがテーブルを乱らん暴ぼうに叩いて、身を乗り出す。

「前から真ま面じ目めに働いている！　貴族出身のお前と一緒にするな！」

「ほう、それは知らなかった。で、なんの仕事をしている？」

「年下のくせに相変わらずくそ生なま意い気きな口を利くやつだな！　銀細工師だよ！」

「では、その腕前を見せてもらおうか。妻が気に入れば、結婚祝いにひとつ買ってやる」

「言ったな！　待ってろ！」

　ディセラはいったん部屋の奥に引っ込むと、銀細工を抱かかえて再び現れる。

「まあ。なんて美しい……」

　アンケスエンが瞳を輝かせて細工物に見入る。鳥や蝶ちよう、花の形をした髪かみ留どめや簪かんざしが机の上に並び、どれもまるで生きていると錯さつ覚かくしそうなくらい精せい巧こうな品だ。

「なかなかの腕前だな」

　ティトが感心したように頷いた。

　そのなかのひとつ、複ふく雑ざつに細工された簪を手にして、アンケスエンが顔を綻ばせる。

「それが気に入ったのか？　アンケスエン」

「はい」

　二人の会話を聞いて、ディセラとシエラが顔を見合わせる。

「……お前の奥さん、王妃様と同じ名前なんだな」

「ああ。妻の両親が、当時聖なる花嫁に選ばれた姫ひめ巫み女こにあやかって名付けたらしい」

　しれっと答えるティトに、ディセラが悔くやしまぎれに悪あく態たいをつく。

「まあ、王妃様のほうがお美しいだろうがな」

「だろうな」

「あなた！　そんなことを言っては奥様に失礼ですよ？」

　夫をたしなめるシエラの声に、アンケスエンはこらえきれなくなりくすくすと笑いだす。

「へいか……、いえ、あなたにもこんなに気ごころの知れたお友達がいらしたのですね」

「ただのくされ縁えんだ。ディセラときたら遊びの天才で、よく悪い遊びに誘われた。遊びの師し匠しようといったところだ」

「たわけ！　こっちだってお前の悪あく行ぎよう三ざん昧まいを知っているんだぞ！　これ以上へらず口を叩くのなら、奥方に全部ばらすぞ！」

「それは困るな。アンケスエンを妻にするのにどれほど苦く労ろうしたと思っているのだ。ひと言でもばらしたら、ディセラの過去も街中に広まることになるぞ。──まったく、昔の知り合いに会うとどうも調子が狂くるうな」

　ティトが渋しぶい顔になると、四人は同時にどっと笑った。

　シエラの手料理を堪たん能のうしたあと、おいとましようとテーブル席から立ち上がったアンケスエンは、ふいに目め眩まいを覚えて足元がふらつく。

「どうした、アンケスエン？　酔よったのか？」

　だが、酒の苦にが手てなアンケスエンは、ほとんど口にしていない。

「……いえ、ちょっと、……大丈夫ですわ……」

　しかし、アンケスエンの顔色はみるみる青ざめていく。そのまま意識が遠ざかり、アンケスエンは崩くずれ落ちるように倒れ込んだ。

「アンケスエン！」

　ティトの叫さけび声ごえを最後に、アンケスエンの意識は途と絶だえた。







　王宮に戻ったティトは、すぐさま医師の手配をした。

　ひと通り診しん察さつを終えた医師は、やきもきしていたティトにおごそかな顔でこう告げる。

「王妃様は、ご懐かい妊にんなさっておいでです」

　ティトは翡翠の瞳を大きく見張り、ぽかんとした顔でその場に立ち尽つくしていた。

　アンケスエンの身を心配して控ひかえ室しつで待たい機きしていた宰相カーマイルが、この吉きつ報ぽうに狂きよう喜き乱らん舞ぶした。国王夫妻の子供を誰よりも待ち望んでいたのだから、当然の反応といえた。

「これはめでたい！　これからしばらくの間、ご負ふ担たんをおかけしないように王妃様には政務を休んで安静にしていただきましょう。代わりに陛下、しっかり働いてくだされ」

「あ、ああ。無む論ろんだ……」

　ティトはどうもいつもの調子が出ない。

　アンケスエンが目を覚ますまで、枕まくら元もとでじっとその美しい寝顔を眺めていた。

　このしなやかな身体に自分の子供が宿っているなんて信じられない想いだ。

　深夜、かすかに瞼を震わせてアンケスエンはようやく意識を取り戻した。

　ティトの顔を見てほっと安あん堵どの表情を浮かべる。二人が本当の夫婦になった夜から、アンケスエンはこんな風にティトに対して柔らかな素す顔がおを見せるようになっていた。

　素すのアンケスエンがどれほど愛らしいか、ティトはもう知っている。

「陛下、いつからいらしたのですか？」

「そなたと一緒に帰ってから、ずっとだ」

「……わたくし、たしか、陛下と一緒にディセラ殿の家にご厄やつ介かいになってから……」

　アンケスエンは倒れたときの記き憶おくがないようである。

「帰ろうとしたときに、そなたは倒れた」

「珍しく外出できてはしゃぎすぎたのかもしれませんね……。ご心配をおかけして申し訳ありませんでした」

「いや、その……」

　ティトは歯切れが悪かった。アンケスエンから気まずそうに視線を逸そらす。

「それよりわたくし、明日の朝議の準備をしなくては……」

　そう言って起き上がろうとするのをティトが止めた。

「その必要はない。寝ていろ。しばらく朝議には出ずともよい」

「なぜです？」

「──カーマイルの命令だ」

「なぜ、宰相はそのようなことを申すのですか？」

　不ふ可か解かいそうな顔をするアンケスエンに、ティトは覚かく悟ごすると向き直った。

「そなた、妊にん娠しんしているそうだ」

「……え？」

　アンケスエンは聞き慣れない異国の言葉を耳にしたように、呆然としていた。

「……妊娠……？」

「そういうことだから、大人しくしていろ。また倒れたら大おお事ごとになるぞ」

「…………」

　不ぶ気き味みに黙り込むアンケスエンを、ティトは不安そうに見ていた。

　──嬉しくないのだろうか。

　やがてアンケスエンの瞳から一滴の涙がこぼれ落ち、ぽたりと夜具を濡ぬらす。

　ティトが驚いている間に彼女は手で口を覆おおい、震えながら泣きだした。

「どうした？」

　ティトが優しくその肩をなでると、アンケスエンの涙は止まらなくなった。

「……すみません。そのようなこと、考えたこともなくて……」

「なぜ泣く？」

「……自分には一生縁のないことだと思っていましたから……」

　ああとティトは思い出す。

　アンケスエンはティトと結婚するとき、背中に負った傷を気に病やみ、一生一人でいる覚悟を決めていた。ティトと気持ちが通じ合うことなく過ごしていれば、子供を身ごもる日など、永遠にくるはずもないと考えていたのだろう。それが今、思いがけず子供を授さずかったのだから動揺して当然だ。

「──泣くな。そなたに泣かれると、余はどうしてよいかわからなくなる」

　だが、アンケスエンの涙は止まらない。喉のどを震ふるわせて泣き続けている。

　ティトはくすぐったい気持ちになった。胸の中がアンケスエンへの愛しさでいっぱいになる。それは不思議な感覚だった。言葉では言い表せない感情の波が胸に押し寄せてくる。

　アンケスエンの白い頰を両手ではさみ込むと、泣き濡れた顔を上向かせた。涙の跡あとに唇をそっと押し当てると、照れくさそうに笑った。

「今は元気な子を産むことだけを考えろ」

「……はい」

　はにかみながらも、喜びにほんのりと頰を染そめてアンケスエンは答えた。
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　翌日の朝ちよう議ぎの席からアンケスエンの姿が消えた。

　宰さい相しようから王おう妃ひは風か邪ぜを引いて寝込んでいると発表され、上かみ座ざに座るのはティト一人で王妃の席は空席となったが、貴族たちの顔に不安はない。この数カ月でティトの聡そう明めいさが明らかになり、彼の王としての資質を疑うものは誰だれもいなかった。

　だが、体調不良の報しらせに、慌あわててアンケスエンの部屋へとやってきた人物がいた。

　アルディスである。

「王妃様、お風邪を召めされたと聞きましたが……」

　アンケスエンの病弱さを知る彼は、朝議を欠席するとはよほどの重じゆう症しように違いないと思い込んでいた。しかし、寝台で羽は根ね枕まくらに背中を預けて身体からだを起こすアンケスエンは読みかけの本を手にして笑っていた。

「別に休むほどではないのです。ただ、宰相が安あん静せいにしていろとうるさいのでこうして堂々と休むことにしました」

「もしや、またお熱が……」

　アンケスエンは首を傾かしげた。

「そうね、少しだるいので微び熱ねつがあるかもしれません」

「医師はなんと？」

　するとアンケスエンがくすくすと幸せそうに笑った。

「そなたには言っておかないといけませんね。……来年、わたくしの子が生まれるのです」

　さすがのアルディスも一いつ瞬しゆん言葉を失った。

「……それは、おめでとうございます」

「ありがとう。そういうわけだから、心配しないでちょうだい」

　幸福そうに微笑ほほえむアンケスエンを、アルディスは黙だまって見守っていた。
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　その日、ティトはアンケスエンの部屋で、届いたばかりの書しよ簡かんを難むずかしい顔で眺ながめていた。

「陛へい下か、どうかなさいましたか？」

　あまりに真しん剣けんな顔で考え込むティトに、アンケスエンが不安そうに声をかけてくる。

「いや、なんでもない」

　懐かい妊にん中の妻に心配をかけるわけにはいかない。ティトはアンケスエンの白い頰ほおをなで、無理に余よ裕ゆうの笑顔を浮かべると、カーマイルに会うために部屋から出て行った。

　ふとその前に、アルディスにも用事があることを思い出して、彼の私室へと急ぐ。

　アルディスの部屋の扉とびらが細く開いていて、中の会話が響ひびいてきた。メリトがいるらしい。

「……アンケスエンが妊娠したって聞いたわ」

　王宮内では限られた者しか知らない話を、なぜこの女が知っているのだろうか。

「わたしにはわかっているわ。アンケスエンの腹の子はアルディス将軍のお子でしょう？」

「何を馬ば鹿かなことを！　王女は陛下と王妃様のいったい何を見ておられるのですか？」

　いつも温おん和わなアルディスも、さすがにこの王女の扱あつかいには困っているようである。

「ごまかしても無む駄だよ！　アンケスエンがいきなりあの子供と仲良くなったように見せかけているのも、二人の不ふ義ぎ密みつ通つうの子だと周囲に悟さとられないようにするためでしょう？」

「今のお言葉は、あの気け高だかいネフェルティティ王妃の血を引くとは思えない発言ですね」

「ど、どうせわたしはお母様に似てないし、アンケスエンにはかなわないわよ！」

　どうやらメリトにとって、美しい母に似ていないという事実は思いのほか苦く痛つうらしい。

「……そうですね、少しは王妃様の崇すう高こうさを見習ってもらいたいものです」

「アンケスエンはどうせあなたにわたしの悪口をたっぷり吹き込んでいるのでしょう！　わかっているんだから！」

　かっとなって言い返すメリトに、アルディスが冷れい笑しようする気配がする。

「……王妃様は他人の悪口を誰かに吹き込むような愚おろかしい方ではありません。あの方から悪口など一度たりとも聞いたことはございません」

「噓うそ！」

　そのしつこい様子についにアルディスも我が慢まんの限界を超こえたようである。

「メリト王女、これ以上、わたしを怒おこらせないでください。あなたが王妃様に対して行ってきた嫌がらせの数々を、わたしが知らないとでも思っているのですか！」

　恫どう喝かつされて、メリトがひっと怯おびえた声になる。

「……やっぱり、アルディス将軍はアンケスエンのことが好きなんでしょう？」

　低く冷静な声でアルディスは投げやりに答えた。

「だったらどうだと言うんですか？」

「み、認めるのですね！　アンケスエンが好きだって！」

「メリト王女には関係のない話です」

「わ、わたしが二人の秘密を皆みなに話したら、どう思われるかしら？」

「……いまさらそのような噂うわさを信じる者はあなた以外にいませんよ。あなたの目はどこまで曇くもっておられるのです？　本当に愚かな方だ」

　アルディスが冷たく言い放つと、メリトが声を震ふるわせる。

「絶対に許さないわ……。わたしが必ず二人の仲を引き裂さいてやるんだから！」

　それだけ言うと、メリトは踵きびすを返して部屋から去って行く。

　ティトはとっさに扉の陰かげに隠かくれてメリトをやり過ごす。だが、彼女の顔に刻きざまれた憎にくしみに満ちた絶望的な表情が妙みように気にかかる。

　疲れたようにため息をつくアルディスの前で、ティトは開かれたままの扉をそっと叩たたいた。弾はじかれたようにアルディスが顔を上げる。

「こ、これは陛下！　いったいどうされたのですか？」

　ティトは軽く肩をすくめる。以前にも言い争う二人に出くわしていたので驚きはない。

「──別に余に立ち聞きの趣しゆ味みがあるわけではないが、今の話は聞こえておったぞ」

「し、失礼しました。王女も感情的になって、あのようなことを言われていただけで……」

「かまわぬ。あのような話、真まに受けるほど余は愚かではない。それにしても、そなたらしくもないな」

「何がです？」

「感情的になる気持ちはわかるが、あの王女の扱いをどうやら誤あやまったようだな」

「は？」

「あの女、不ぶ気き味みだ。何をしでかすか、わからぬ顔をしておったぞ」

「……しかし、メリト王女もディセルナティアの王女様。よもや大それた真ま似ねは……」

「いや、あの女は得え体たいが知れぬ。頭の血の巡めぐりも悪そうだから、愚ぐ行こうに走りかねん。あのような姉が唯ゆい一いつの家族では、アンケスエンが不ふ憫びんだな」

　ティトが嘆たん息そくすると、真剣な顔で言葉を続けた。

「アルディス、あの女から目を離すな。身み重おものアンケスエンに負ふ担たんをかけたくない」

「承しよう知ちしました。……ところで、陛下は本当はどのようなご用件で来られたのですか？」

　ああ、とティトは思い出したように、手にしていた書簡をアルディスに渡す。

　内容に目を通しながら、アルディスの顔が引きしまっていく。

「ユージリアで戦いくさが起きようとしているのですか？」

「そういうことらしい。万が一のときのために援えん軍ぐんを要よう請せいされたので、そなたとカーマイルに相談しようと思ってな。──全軍の指揮は余が執とるつもりだ」

　アルディスの顔が不安そうに曇る。

「このようなときに、陛下が国を空あけられるのですか？」

「アルディスにはこの国とアンケスエンを守ってほしいと思っているからだ。戦に向かうときはそなたに国を預けるつもりゆえ、しっかり守ってくれ」

「無む論ろんです」

　その後、ティトはアルディスを伴ともなって、カーマイルの執しつ務む室しつへと向かった。

「これは陛下、どうかなさいましたか？」

　ティトが先ほどの書簡を差し出してカーマイルにも見せると彼の顔色が変わる。

「王妃様の大事なときに、頭の痛い問題が起きましたな」

「実は他にも少しきな臭くさい話を耳にしておってな」

「と、いいますと？」

　ティトは静かに事情を語り始めた。

「な、なんですと！　それはまことでございますか？」

「──そこで二人に内々に頼みたいことがある。今から余が言うことは決して他た言ごんするな」

　ティトは真剣な顔で二人の国の重要人物に自分の考えを語りだす。

　宰相が感心したように笑った。

「陛下の英えい知ちには驚かされるばかりですな。我が国はまことに良き王に恵まれました」

　話を終えると、三人は互いの顔を見て静かに頷うなずき合った。
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　鮮せん血けつが視界を舞う。

　銀色の刃やいばが血に染そまる光景をアンケスエンは息を止めて見つめていた。

　鎖くさり帷かた子びらを身につけた誰かがゆっくりと倒れていく。

　茶色の癖くせのある髪の毛に血のりがついている。肩からはとめどなく血が溢あふれ、翡ひ翠すいの目が大きく見開かれていた。

「陛下！」

　アンケスエンは悲ひ鳴めいをあげた。自分の声で目を覚ます。

「……夢……」

　アンケスエンの両手は恐きよう怖ふのあまりがくがくと震えていた。

　まぎれもなく予知の夢だった。




　それから二週間後、隣りん国ごくとの戦で苦く境きように立たされたユージリア公国の要請で、ディセルナティアは援軍を出すことが決まった。

　全軍の指揮を執とるのは国王ティトである。

「陛下、どうしても行かれるのですか？」

「ユージリアは、ディセルナティアの友ゆう好こう国こく。無視はできぬ」

　出しゆつ立たつの朝、瞳ひとみを陰らせるアンケスエンを見て、鎖帷子を身につけたティトが苦笑する。

「そんな不安そうな顔をするな。そなたらしくもない。アルディスを置いていくから心配するな」

「ですが、もし陛下の身に何かあったら……」

「安心しろ。余は死なぬ。そなたと腹の子を置いてあの世には行けぬ。約束しよう。必ず無事に帰ってくる」

　アンケスエンはそっと瞳を伏ふせた。

「……陛下のご無事をお祈いのりしております」

　それから体調が落ちついたアンケスエンは、仕事に復帰して黙もく々もくと政務をこなす日々が続いた。その間も不気味な予知夢に悩なやまされ、憂ゆう鬱うつな日々が過ぎていく。

　ところがティトが旅立ってからひと月後、ディセルナティアによもやの脅きよう威いが迫せまった。

　早朝、カーマイルが王妃の部屋に駆かけ込んでくる。

「王妃様、大変です！　外を、外をご覧らんください！」

　尋じん常じようでないカーマイルの様子に、窓のカーテンを開いたアンケスエンは息をのんだ。

　遠く丘の上に王都を取り囲むようにして軍が展開している。朝日にひらめくのは北の勇ゆう猛かんな大国アウグス帝国の軍ぐん旗きであった。

　王城を守っていた兵士たちに緊きん張ちようが走る。ディセルナティア軍の三分の二はユージリアの援軍に駆り出されており、城内の警備は手て薄うすだった。圧あつ倒とう的てき不ふ利りな状況に立たされて、アンケスエンは慄りつ然ぜんとする。

　やがて完全に日が昇のぼる頃、アウグス帝国軍から使者がやってくる。目の前に現れた巨きよ漢かんの軍人を見て、アンケスエンは我が目を疑った。

「……バルザット王……」

　四年前、みじめな敗走者となったバルザットの復ふく讐しゆう劇げきの始まりである。彼はアウグス帝国と手を組み、ディセルナティアの軍が出払った隙すきを見て進軍してきたのである。バルザットの隣となりには、かつてディセルナティアにやってきたアウグス帝国の総司令官ジザットもいた。

「久ひさしいな、我が王妃」

　使者との対面のために姿を見せたアンケスエンに、バルザットが残ざん酷こくな笑みを見せる。

「勘かん違ちがいも甚はなはだしい。わたくしはあなたの王妃ではありません」

「相変わらずの気の強さだな。それにしても美しく成長したものだ。ディセルナティアの気高き至し宝ほうか。その名に恥はじぬ美び貌ぼうだ。あの小こ僧ぞうの相手をさせるのは惜おしいな。どうだ、もう一度わしの妻にならぬか？」

「傷物の妻など不要だとおっしゃったのは、どこの誰です？」

「そなたを見て気が変わった。王妃として立りつ派ぱに役に立ってくれそうだからな。大人おとなしくわしの王妃に戻って、城を明け渡すのなら無用な戦は避さけてやる。投降するなら、兵士の命も取らぬ。……今、我々に攻められて、ディセルナティアに勝ち目があると思うか？」

　アンケスエンは答えられなかった。青ざめた顔で無言で唇くちびるを震わせる。

「そなたは王権を握にぎる大事な聖なる花はな嫁よめだからな。安心しろ、生かしておいてやる」

　アンケスエンは戦せん慄りつした。もし今自分が懐妊していることが知られたら、腹の子はすぐに始し末まつされてしまう。それだけはなんとしても許すことはできない。すぐに覚かく悟ごを決めた。

「……わかりました。民たみに一いつ切さい手を出さないと誓ちかうのなら、おおせに従います」

　この言葉に慌てたのは、カーマイルである。

「王妃様、戦う前から何をおっしゃっているのですか！」

　アンケスエンは首を振った。

「ディセルナティアを再び戦場にするわけにはいきません……」

　バルザットの隣からジザットが顔を見せる。

「それよりバルザット殿、約束はきちんと守ってくれるのだろうな」

「ジザット殿、無論だ。ディセルナティアの王位の代わりに、王妃はそなたにくれてやる」

「……なっ……」

　絶ぜつ句くするアンケスエンに、ジザットが好こう色しよくそうな顔でにたりと笑った。

「お久しぶりですな、アンケスエン王妃。ますます美しくなられて。今こ宵よいが楽しみですな」

　アンケスエンは吐はき気けをこらえるのに必死だった。







　アンケスエンは寝台に座り、身のすくむ思いで夜を迎むかえた。

「……陛下……」

　ティトのことを思い出して泣きそうになる。これは、彼への裏うら切ぎりになるのだろうか。ティトが教えてくれた夫婦の甘い夜やたくさんの思い出が頭の中をよぎる。

　本来ティトは恋の囁ささやきなど、めったに口にする性格ではない。最初の夜こそ好きだと言ってくれたものの、それ以降自分の気持ちを言葉にしたことはなかった。ただ行動で愛情を示してくれた。そんな彼が、アンケスエンの懐妊後、とある夜にぽつりと呟つぶやいた。




　──愛している、アンケスエン。




　アンケスエンの背中を愛いとおしそうに抱きしめたままティトがくれた言葉。さすがの彼も恥ずかしかったのだろう。アンケスエンの顔を正面から見ようとはしなかった。だが、真しん摯しな気持ちは痛いほど伝わってきた。そんなこそばゆい思い出に涙が湧わき上がる。

　四年前、自分にこんな幸福な未来が訪おとずれるとは思いもしなかった。自分はディセルナティアのためだけに生きる存在なのだと自みずからを戒いましめていた。アンケスエンの運命にティトを巻き込んだときから、自分は永遠に疎うとまれるだけの存在だと思っていたのに、彼は純じゆん粋すいに好きになってくれた。そしてアンケスエンにたくさんの幸せをくれた。

　二人が初めて結ばれた夜、背中の傷きず痕あとを指でなでながらティトが告げた言葉が耳に甦よみがえる。

「──この傷痕はそなたにとっては苦痛な思い出だろうが、余にとっては幸運の証あかしだ。汚けがれのない清きよい身のそなたをこの腕うでに抱くことができたのだから、感謝しているくらいだ」

　そう言って、醜みにくい傷痕ごと愛してくれた。あの瞬間、幸福すぎて無む性しように泣けてきた。

　夜ごと、慈いつくしむように傷痕に唇を寄せられて、一生彼だけのものでいられる幸せに感謝した。

　──だが今夜、すべての思い出が汚けがされる。おぞましさのあまり身の毛がよだつ。

　けれどジザットはアンケスエンの背中の傷痕を見たら逃げ出すかもしれない。そう願いたいが、あの惨さん劇げきの夜をジザットは知っている。傷痕のことを承知していて、それでもアンケスエンを欲しているのだろうか。想像するだけで、汚けがらわしくて目め眩まいがする。

　アンケスエンは、唇を震わせながらうっすらと膨ふくらみ始めた自分の腹部に手を当てる。

　──もしかしたら、もう、この子を守れないかもしれない……。

　絶望的な気持ちになったとき、アンケスエンの中に違う感情が芽め生ばえた。これまで忠実に王妃の役目を全まつとうしてきた自分を裏切る強い気持ちが湧いてくる。

　ふと昔のことを思い出す。四年前、自分は国のために王妃になったのではない。ティトのそばにいるために彼の妻となったのだ。一度は国を捨てようとした身だ。こんなときにためらうなど馬鹿げている。アンケスエンは悲ひ愴そうな思いで決意した。

　──わたくしはバルザットの言いなりにはならない！　絶対に陛下を裏切る真ま似ねはしない！　この子も必ず守ってみせるわ！

　それはティトの王妃になってから初めて抱いだいた我わが儘ままだった。

　アンケスエンは鏡きよう台だいの引き出しから短剣を取り出し鞘さやを抜くと、枕の裏にそっと隠す。

　覚悟を固めて再び寝台に座ったとき、寝室の扉が開いてジザットが姿を見せた。

「アンケスエン王妃、待たせたな」

　ジザットは酒に酔よっていた。舐なめるようにアンケスエンの身体を見やると、にやけながら寝台の隣に腰こし掛かけてくる。強引に肩を引き寄せられて、恐怖のあまり身震いした。

「おや、震えているのか、王妃。なんとまあ可か愛わいらしい」

　ティトしか知らない身体が全力で現実を拒きよ絶ぜつしている。

　ジザットに押し倒されそうになったとき、アンケスエンは枕を探さぐって短剣を取り出した。

　そして抜き身の刃を構えて、目にも止まらぬ速さでジザットの胸に切りかかる。

「うお！」

　思いがけない抵てい抗こうを受けて、ジザットが刃をかわし焦あせりながら寝台から立ち上がる。

　アンケスエンも短剣を構えたまま素す早ばやく起き上がった。

「汚らわしい手で、わたくしに触さわらないでちょうだい！」

「アンケスエン王妃、ディセルナティアがどうなってもいいのか？」

「これ以上、あなたに勝手な真似はさせません！　わたくしの身は陛下だけのものです！　そして陛下の妻としての信念を最後まで貫つらぬく道を選びます。この国も絶対に渡さない！」

「なっ……！」

　絶句するジザットに向けて、刃を横に握り直すと心臓めがけて一直線に突つき刺さそうとする。だが、彼も腐くさっても軍人である。たちまち酔いが醒さめたジザットは、アンケスエンの攻こう撃げきをまたもかろうじてかわし、そのままアンケスエンの細い腕を易やす々やすと捻ひねりあげると、手しゆ刀とうを繰くりだした。叩き落とされた短剣がむなしく床ゆかを滑すべっていく。

「……っ……！」

　力任まかせにアンケスエンの腕を摑つかみながら、ジザットが酷こく薄はくな笑みを浮かべる。

「まあ、こういう余よ興きようがあったほうが面おも白しろいな。力ずくで女を支配するのもまた一いつ興きようだな」

　アンケスエンは憎しみのこもる目でジザットを睨にらみつけ必死に抵抗する。

「わたくしに触ふれるなと言ったはずです！　死んでもあなたのものにはならないわ！」

　そのとき、乱らん暴ぼうに扉が破られ、侵しん入にゆうしてくる人物の姿にアンケスエンは目を見張った。

「アルディス！」

「王妃様、お下がりください！」

　アンケスエンの腕を引いて、アルディスが血に染まった剣を構える。

　不用意なことに、ジザットは帯たい剣けんしていなかった。

「くそ……！」

　ジザットが抵抗する前に、アルディスは素早い動きでジザットの腹に刃を埋うめた。剣先をねじると、ジザットは苦しみもがき、ごぼりと血を吐いてその場に倒れて息絶たえる。

「さあ、王妃様、早くお逃げください！」

　忠実なアルディスの顔を見て、アンケスエンはようやく我われを取り戻す。

「ですが、今逃げたら、ディセルナティアが……！」

「宰相閣かつ下かのご判断です。閣下は、何よりも優先すべきは王妃様の身の安全だと決断なさいました。このまま王宮にいるほうが危険です。さあ、お早く！」

　アルディスに腕を引かれて、ドレスの裾すそをからげながらアンケスエンは走った。

　その間にも、迫り来る敵を次々にアルディスは斬きり捨てていく。

　やがて、街への抜け道となる礼れい拝はい堂どうの入り口をくぐる。

「王妃様、よくぞご無事で！」

　礼拝堂にはカーマイルが待たい機きしていた。

「王妃様、ご安心ください。万が一に備えて、陛下からご指示をいただいております。陛下はバルザットが、アウグス帝国で動き回っているのをご存知でした。もし、自分が不在のときに攻め込まれたら、王妃様は必ず自分の身を犠ぎ牲せいにしてこの国を守る道を選ばれるだろうから、その際は、王妃様の身の安全を最優先するようにと命じられております」

「陛下が？」

　アンケスエンは安あん堵どのあまり涙ぐむ。離れ離れになった今もティトに守られているのだと知って心が温かくなった。

「ですから、王妃様はご自分とお子様のことを一番にお考えください。わたしには陛下より授さずけられた策さくがございますので、必ず王都を守ってご覧にいれます。王妃様はひとまずルーベル城へお逃げください。あそこならディセルナティア軍もおりますので」

　ルーベル城とは遙はるか昔、城じよう塞さい都市として作られた城だった。今でも戦略の要よう衝しようとして重要視されている。

「……わかりました。宰相、そなたもどうか無事で……」

　アンケスエンは用意された外がい套とうを羽は織おると、アルディスに手を引かれて礼拝堂の秘密の入り口をくぐった。







　夜のディセルナティアの王都をアルディスと共に駆け抜ける。

　アウグス帝国軍に睨まれている今、街をうろつく市民はいない。

　閑かん散さんとした街をときおりアウグス帝国の兵士たちが走り去っていく。そのたびに身を隠しながら、二人はルーベル城への道を急いだ。

　馬で急げば一日程度の距離だが、身重のアンケスエンは乗馬できない。これではいったいいつルーベル城につけるのかわからない。先の見えない逃とう亡ぼうだったが、アルディスはアンケスエンを守ることだけを第一に考えてくれていた。

　夜の寒さに肩を震わせるアンケスエンを見み兼かねて、アルディスが自らの外套を脱ぐとそっと肩にかけた。彼がこうしてアンケスエンの体調を気き遣づかってくれるのは何度目だろうか。

「アルディス、これではそなたが凍こごえてしまうわ」

「わたしのことはご心配なく。大丈夫ですから」

　ふいにアンケスエンは下腹部に痛みを覚えた。

「う……」

「大丈夫ですか？　王妃様！」

　痛みに耐たえかねて、地面にしゃがみ込んでしまう。呼吸が荒あらくなる。

「……平気です……。それより急がないと……」

　そのときだった。

　目の前の家の扉がきしみながら開く。中から二は十た歳ちくらいの瘦やせた青年が姿を見せる。

　青年は地面にうずくまるアンケスエンを見つけてぎょっとしていた。

「あなたは、ティーダの奥方？」

　ティトの悪友、ディセラである。よく見ると家に見覚えがあった。

　思わず腰の剣に手をかけていたアルディスが怪け訝げんな顔になる。

「王妃様、お知り合いですか？」

「え、ええ。陛下の知ち己きの者で、ディセラ殿どのです」

　口を滑らせたアンケスエンにディセラは驚おどろく。

「王妃様？　陛下……？」

「あ……」とアンケスエンは急いで口を押さえるが遅かった。

　ディセラはしばし呆ぼう然ぜんとしていたが、やがて真ま面じ目めな顔で頷いた。

「……やっぱり、か。前に会ったときからなんとなく思っていたんだ。あいつ、年の割に尊そん大だいで生なま意い気きで、そのくせ妙に威い厳げんがあるっていうか。その奥方、いや王妃様の名前を聞いたときから……、あなたは王妃様によく似ていたし……」

「わたくしの顔を知っていたのですか？」

「ええ。以前、神しん殿でんの祭事のときに遠くからお見かけして……」

　アンケスエンは申し訳なさそうに目を伏せる。

「騙だましていてごめんなさい。陛下も悪気はないのです」

「いや、それはかまわないが……。それより王宮はアウグス帝国軍に占せん領りようされて王妃様は捕つかまったと聞いたが……」

「……逃げ出してきたのです」

　道みち端ばたで話し込んでいると、遠くから笛ふえの音が聞こえてきた。

「王妃が逃げたぞ！　捜さがせ！　捜せ！」

　アウグス帝国の兵士たちのせわしない足音が近づいてくる。

　アルディスが慌てた様子でディセラに言った。

「突然来て申し訳ないが、ディセラ殿、しばらく王妃様を匿かくまってもらえないだろうか」

「ああ、もちろんだ。ティーダの大事な奥方だからな」

　アルディスの真剣な声を耳にして、アンケスエンは、はっとして顔を上げた。

「アルディス、そなたはどうするつもりです!?」

「囮おとりになります」

「アルディス！」

「身重の王妃様に、これ以上の移動は無理です」

「でも！」

「王妃様さえご無事であれば、わたし一人ならなんとかなります。あとで、必ず迎えに来ますから、王妃様はご自分とお子様のことだけをお考えください」

　アンケスエンは自らの腹部に手を押し当てて目を閉じた。次し第だいに痛みが治まっていく。

　──この子を守れるのはわたくしだけ……。

「……わかりました……。アルディス、どうか無事で……」

　部屋の奥ですべての会話を聞いていたディセラの妻シエラがアンケスエンに駆け寄った。

「……王妃様、どうぞこちらに」

「夜遅くに迷めい惑わくをかけます……」

　椅い子すをすすめられて、歯を食いしばりながらアンケスエンは崩くずれ落ちるように座り込んだ。

「……助けて、陛下……」

　ティトに会いたいと強く思った。
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「王妃はまだ見つからぬのか！」

　バルザットは怒いかりのあまり語気を強めた。

　アンケスエン失しつ踪そうから二週間が過ぎているのに、行方ゆくえは沓ようとして摑めていない。

　捜そう索さくを任された兵士の一人がバルザットの前に膝ひざを折った。

「申し訳ありません。今、方々を捜させていますが、なかなか見つからず……」

「どんな手段を使ってもいい。必ず捜し出せ！」

　兵士が御ご前ぜんから下がると、苛いら立だつバルザットの前に一人の女がやってくる。

「バルザット殿、ずいぶんアンケスエンを捜すのに手て間ま取どっているようね」

「メリト王女か。まるで王妃の居場所を知っていると言いたげな様子だな」

「見つけるのなんて、簡単よ」

「アウグス帝国の兵士があれほど手間取っているのにか？」

「アンケスエンはいい子ぶっている王妃だから、民を見捨てることなどできないわ。だから、姿を見せなければ、民を殺すとでも言えばいいわ。──そう、脅おどすだけで十分よ」

「なるほど。そのほうが話が早いな」

　得意気に笑うメリトに、バルザットが愉ゆ快かいそうにほくそ笑む。

「今回、ディセルナティアの王城を簡単に落とせたのは、メリト王女の内ない通つうのおかげだ。さすが頭のいい王女らしい発想だな」

「それより、アンケスエンをあげる代わりに、あの方をわたしのものにする約束はきちんと守ってよね」

「うむ、もちろんだ。アルディスとかいう将軍はメリト王女のものだ」

　二人が得意気に語らっていると、今度はアウグス帝国の将校がやってくる。

「バルザット様にご相談が……」

「なんだ」

「実は帝国からの物資の補給がここ一週間ほど途と絶だえておりまして、このままでは兵士たちが飢うえ死じにしてしまいます。至し急きゆう、食料の手配をお願いしたく存じます」

　補給の確かく保ほは武将出身のバルザットにとっても重要だ。

「ディセルナティアの食料庫から持ち出すがいい。すぐに用意させるように命じておく」

「ありがとうございます。ところでジザット様はどちらに……？」

　バルザットは総司令官であるジザットの死をアウグス帝国側には伏せていた。そうしなければ、帝国の助力が得られない。

「ジザット殿は毎日王妃を捜しに出ておる」

「さようでございますか……」

　ジザットのアンケスエンへの執しゆう着ちやくを知る将校はあきらめのため息をついてみせた。

　しばらくすると顔色を青ざめさせた兵士の一人が、バルザットのもとへとやってくる。

「た、大変です！」

「どうした？」

「い、いましがた、食料庫の中身を確認したところ、あと一週間保もつかどうかの糧りよう食しよくしか置いてありません！」

「そんなわけがあるか！　ディセルナティアの食料庫はこの四年で十分潤うるおっているはずだ！　もう一度探してみよ！」

「は、はい……」

　バルザットの気き迫はくに兵士がたじろぎながら御前を下がる。

　だが、再び戻ってきた兵士の返答は同じだった。

「やはり、ほとんど空からの状態で……」

「な、なんだと？」

　今度はバルザット本人が確認しに行くが、置かれた麦はわずかで、寒々しさだけが漂ただよっていた。

「ば、馬鹿な、なぜ……！」

　バルザットは愕がく然ぜんとした。





[image: ]






　ディセラの家に厄やつ介かいになってから、三週間近くが過ぎようとしていた。

　アンケスエンは庶しよ民みんに身をやつしてシエラに料理を習ったり、家事を手伝いながら匿われていた。最初はなかなか慣れなかったが、今ではそれなりに器用に動くことができるようになっている。シエラは気さくな女性で、友人に接するように対応してくれた。そんな毎日が続くなかで、一いつ向こうに迎えに来ないアルディスのことが気になっていた。

　とある夜、ディセラがひどく複雑そうな顔で仕事から戻ってくる。

「あなた、どうかなさいましたか？」

「……いや、なんでもない……」

　しかし、なんでもないという顔ではなかったので、アンケスエンは事態を察さつした。

「わたくしに関することなのでしょう？　その顔を見ればわかります。元々いつまでもこの家にいられるとは思っていません。事情を教えてちょうだい。覚悟はできています」

　ディセラは苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶすような顔になると事情を語りだす。

「実は、王妃様をいぶり出すために、バルザットが民を斬ざん首しゆすると布ふ告こくして……」

「な……っ」

　さすがのアンケスエンも言葉を失った。筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい卑ひ劣れつさである。

　アンケスエンは深々とため息をついた。

「……しかたありません。王宮に戻りましょう」

「王妃様、何をおっしゃっているのですか！　馬鹿なことを！」

　アンケスエンは首を振ると真剣な顔になる。その瞳には決意がみなぎっていた。

「勘違いしないでちょうだい。わたくしは犠ぎ牲せいになるために王宮に戻るのではありません。戦うために王宮に向かうのです。……すべては陛下とお腹なかの子のためです」

「……王妃様……」

「それより頼みがあります。今すぐわたくしが言うものを用意してほしいのです」

　ディセラとシエラは困こん惑わくしながらも、アンケスエンの言う通りに従った。
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「さあ、バルザットはいつまで王都にいられるかな？」

　ディセルナティア国王ティトは、うすら笑いを浮かべながら王都を見下ろせる森の上に立っていた。ユージリアの戦を片づけたティトは、ようやくディセルナティアに帰き還かんし、現在アウグス帝国軍からわずかに離れた距離に布陣している。

　ティトは翡翠の瞳を細めて剣けん吞のんな表情で王都を見下ろした。

「それにしても、ティト殿もそら恐おそろしい計画を立てられますな」

　ユージリア公国大公イリスは、ティトの横に立ち苦笑している。彼はディセルナティア・ユージリア連合軍の副将としてティトに付き従っていた。

「補給路を断たつくらい、戦の基本だ」

　アウグス帝国の補給を途絶えさせたのはティトの仕し業わざだった。そしてディセルナティアの食料庫を事前に空にしたのもティトである。もし王都に敵がやってきたら、アンケスエンの性格を考えると戦を避けて城を明け渡す可能性が十分予想できていたからだ。これには城の住人までもが飢える前に国を救わねばならないという危険が伴ともなう。しかし、ティトは余裕の表情を浮かべている。その前に、戦を終わらせる自信は十分あった。

　イリスは、ユージリアの戦でティトの知略の恐ろしさをまざまざと見せつけられたばかりで、内心、冷ひや汗あせをかいていた。初うい陣じんとは思えない冷れい徹てつな戦略で戦を仕掛けていた。

　──この方だけは敵に回したくない。

　いつもの人好きのする笑顔を浮かべながら、イリスはディセルナティアの若き国王の辣らつ腕わんぶりに舌を巻いていた。とても同じ年とは思えない。

「イリス殿、知っておるか？」

「何をですか？」

「人の飢き餓が状態が極限に達したときに食事を与えると、息の根を止めるようなものらしい」

「そ、それは知りませんでした……」

　背筋をぞっと震わせるイリスの姿を横目に見ながらティトは嘆息した。

「それにしても先ほどからアウグス帝国に動きはないな……、静かすぎる。これほど近くにいるのに、余よの存在に気づいてもいない。どうやら帝国側に何か起きたようだな」

　アウグス帝国軍のほとんどは、王都を見渡せる丘に布陣したままである。

　ティトは始しゆう終し冷静な口く調ちようであったが、ひと月以上一いつ緒しよにいたイリスは彼が非常に苛立っていることに気が付いていた。理由もわかっている。アンケスエンである。王都に密みつ偵ていを放ったところ、王妃は行方不明だという報告が返ってきた。避ひ難なん先に指定していたルーベル城にも姿がない。捜そうにも居場所の見当もつかない。そのことがティトを焦らせている。

「陛下、密偵が参っております」

　兵士の報告に、ティトは弾かれたように振り向いた。

「早く通せ」

　密偵が息を切らしながらティトの前にやってきて膝を折る。

「陛下に申し上げます。……昨夜、王妃様をいぶり出すために、バルザットが王都の民を斬首すると宣せん言げんしたそうです。それを止めようとして、王妃様が王宮に戻られたと……」

「なんだと？　まったく！　アルディスは何をしておるのだ！」

　ティトはいきりたって横に視線を走らせ、真剣な目でイリスを見た。

「イリス殿、あとは任せてよいか？」

「はい、もちろんです。ティト殿はまさか王宮へ？」

「決まっている。──それともうすぐあれが来るから、届いたら打ち合わせ通りに」

「了りよう解かいしました」

　ティトは剣とマントを身につけると、兵士に素早く指示を出し、護ご衛えいの兵を連れて足早に飛び出して行った。
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「ずいぶん手を焼かせてくれたな、王妃！」

　己おのれの信念を貫くために王宮に戻ったアンケスエンは、バルザットの前に引き出された。

「そちらこそ、ずいぶん卑ひ怯きような真似をしてくれましたね。この恥はじ知らず！」

　アンケスエンの非難の言葉に、バルザットの顔色がみるみる変わる。

「貴様……！」

　怒りに任せてバルザットが剣に手をかけようとしたとき、白銀の何かがひらめいた。

　アンケスエンが細い簪かんざしを手にしてバルザットに対たい峙じしている。

　バルザットがふんと小馬鹿にしたように鼻で笑った。

「そんなものでわしを倒せると思っているのか？」

　アンケスエンは決死の覚悟で走り寄り、簪をバルザットに振り下ろす。うるさいものを追い払うように手を振ったバルザットの手に、簪の先端がかすめ小さな傷が走った。

　バルザットは、舌打ちすると傷跡を唇でぬぐってせせら笑う。そしてアンケスエンの細い身体を前に突き飛ばして腰の剣を抜くと横に薙なぎ払った。

「……っ……！」

　アンケスエンの細腕をバルザットの刃が走り、血しぶきが散る。

「馬鹿な小娘だ」

　短気な侵しん略りやく者しやが怒り任せにアンケスエンに向けて刃を構え、振り下ろそうとしたときである。その刃を受け止める剣がバルザットの前に飛び込んできた。

　細身の剣を構えた少年が、翡翠の瞳に怒ど気きを滲にじませてバルザットを睨みつけている。

　驚いたバルザットが、慌てて飛びのき、誰すい何かの声をあげた。

「貴様、何者だ？」

「ディセルナティア国王、ティト」

「なに？　お前が？」

　バルザットが鼻でせせら笑う。

　当たり前である。二人の身長差は二倍近く、体格差は三倍近くあった。圧倒的に不利なのはティトのほうである。だがティトは、余裕の表情のままだ。

　玉座の後ろからティトを追って、数人のディセルナティアの兵士がやってくる。

「な、馬鹿な！　城門は閉へい鎖さしたはずだ。いったいどこから侵入したのだ？」

　ティトは失笑しながら低く冷静な声で答える。

「愚ぐ問もんだな。この王宮にいったいいくつの抜け道が存在していると思っておるのだ。余は抜け道に誰よりも精せい通つうしておる。──それにしてもバルザット、ずいぶん苛立っているようだな。腹が空すいて動けぬのか？」

　突然のティトの登場にアンケスエンはただ驚きに息をのんでいる。

　挑ちよう発はつするようなティトの言葉にバルザットの瞳が屈くつ辱じよくに濁にごった。

「まさか、お前か。アウグス帝国の補給路を遮しや断だんして食料庫を空にしたのは！」

　ティトは酷薄な笑みを浮かべた。

「他に誰がいると思っておるのだ？　どうやらその粗そ末まつなおつむには筋肉以外入っていないようだな」

「なに？」

「ついでに言うが王宮に侵入したとき、街で騒さわぎが起きるのを見たぞ。まさか、仮にも王を僭せん称しようする身でありながら、無む辜この民から食料を略りやく奪だつしようとしたのか？」

　ティトの台詞せりふはバルザットの怒りに火を注そそいだ。

「では、ディセルナティアの街から事前に食料を買い占しめたのも、貴様の仕業なのか？」

「我が国の宰相は働き者だな。相場の三倍近くで買い占めるように事前に指示を出しておる。──さて、飢え渇かわく軍がいつまでこの王都にご滞たい在ざいできるかな？」

「く……っ！」

　そこへアウグス帝国軍の兵士が大広間へと駆け込んでくる。

「バルザット様！　大変です！」

「どうした？」

「わ、我が軍がディセルナティア軍に囲まれております」

「それがどうした？　さっさと蹴け散ちらせ！」

「そ、それが……」

「何を怖おじ気けづいている！　こんなガキの指揮する軍を捻ひねり潰つぶすのは容易たやすかろうが！」

「バルザット様、外をご覧ください！」

　異様に怯える兵士の姿を怪訝に思い、バルザットがティトを警けい戒かいしつつも窓の外を覗のぞく。その目が驚きよう愕がくに見開かれる。

「大たい砲ほう……？　なぜあんなものがここに……」

　アウグス帝国軍を囲むディセルナティア軍の先頭には、黒光りする大砲がずらりと並んでいた。今にも火を噴ふきそうな剣けん吞のんさに、バルザットの顔がみるみる青ざめていく。

「ちと高価な買い物であったが、まさかこれほど早く役に立つとはな」

「バルザット様、ご指示を！」

　焦るアウグス帝国軍の兵士に向かってティトが叫さけんだ。

「アウグス帝国軍の者たちよ。そなたらの総司令官ジザットはすでにこの世にはおらぬ。バルザットに味方して戦っても、もはやなんの得にもならぬぞ」

「なんと！　まことですか、バルザット様！」

　バルザットが悔くやしそうに歯は嚙がみする。

「くそ！　なぜ貴様がそんなことまで知っておるのだ？」

「語るに落ちるとはこのことだな、バルザット」

　ティトは小馬鹿にしたように冷笑した。

　真実を知ったアウグス帝国の者たちは、バルザットのもとからじりじりと下がり、潮しおが引くようにいっせいに大広間から逃げ出していく。

　追い込まれたバルザットの怒りは尋常ではなかった。

「……小こ賢ざかしいガキが……！　この場で殺してくれる！」

　バルザットがすらりと鞘から大剣を抜く。だがその瞬しゆん間かん、バルザットの身体がふらつき、床に膝をつく。バルザットの全身は震えていた。

「なぜだ？　身体が言うことをきかない……？」

　そこでようやく何かを思いついたバルザットがアンケスエンを睨みつける。

「まさか、貴様、先ほどの簪に毒どくでも仕込んでいたのか？」

　アンケスエンは血が流れ落ちる腕の傷を手で押さえながら冷ひややかに笑った。

「その通りですわ」

　この言葉にバルザットが憤ふん激げきの形ぎよう相そうになる。

「おのれ！　二人まとめて殺してくれる！」

　武勇を誇る巨漢のバルザットは、気力で立ち上がり剣を構え直す。

「バルザット様。王妃の身み柄がらはわたしがお預かりします」

　アウグス帝国の甲かつ冑ちゆうに身を包み槍やりを持った兵士が、進んで申し出る。まだ味方がいたのだとバルザットはほっとする。

「任せた！　わしがディセルナティアの王になったあかつきには、そちを取り立ててやる」

　この言葉にさすがのティトも顔色を変えるが、なぜかその兵士を見ると目を丸くして安堵するように余裕を取り戻していった。

　アンケスエンは見知らぬ兵士に身柄を拘こう束そくされ、この戦いを見守ることになった。

「陛下……」

　アンケスエンが不安そうに見守るなか、戦いは始まった。

　バルザットの鋭するどい剣けん戟げきがティトを襲おそう。ぶんと重く空くうを切る大剣を身軽なティトが素早くかわす。ティトは決して弱くはないが、バルザットは手て練だれの武人だ。毒を仕込まれたせいか動きに精せい彩さいを欠いているが、それでもティトに勝算はあるのだろうか。

　アンケスエンは不吉な予知を思い出して、藁わらにもすがる思いで必死に祈る。

　──神様、どうか陛下をお守りください！

　ティトの鎖帷子がバルザットの攻撃に次第に傷ついていく。肌はだを切り裂き、血しぶきが舞う。そのたびにアンケスエンは悲鳴をあげそうになった。恐怖のあまり全身が震えている。ティトがバルザットの重い攻撃を剣で受け止める。あまりの重さにティトの手は震えていた。攻撃を受け流そうとしたとき、ついにティトの剣にヒビが入り刃が半なかばで砕くだけ散り、相手の剣が肩に食い込んでいく。ティトの顔が苦痛に歪ゆがみ、その場に崩れ落ちそうになった。それは予知で見た通りの光景である。アンケスエンは戦慄した。

「いや！　陛下！」

　ところが、ティトはなんとかその場に踏ふん張ばると、半分になった剣を構えなおし、荒々しい息を吐きながら二歩ほど後退する。肩から溢れた血がとめどなく流れ落ちていた。

　さすがのティトもいつもの余裕をなくし、血しぶきを浴あびた手で顔をぬぐっている。

「死ね、小僧！」

　バルザットが強きよう烈れつな一撃を繰り出そうとしたときである。巨漢の王の身体が、突然がくりと床へと崩れ落ちて膝をつく。どうやら動き回ったおかげで毒がめぐったようである。

　床に膝をついて両手を震わせながら荒々しい呼吸をするバルザットの首に、ティトが腰から引き抜いた短剣をずぶりと埋め込む。

　それが、武勇を誇ったバルザットの最後となった。

　巨漢の身体がどっと床に倒れ、血を吐き二、三度痙けい攣れんするとそのまま動かなくなる。

「陛下！」

　アンケスエンは兵士の拘束を解き、必死にティトに駆け寄りその身体にすがりつく。

「──アンケスエン」

　ティトは疲れた顔で苦笑しながら、その細い身体を抱きしめる。

「陛下、よくぞご無事で……！」

「約束したではないか。必ず無事に戻ってくると」

「はい、はい……！」

　そこでティトはアンケスエンの真っ白なドレスの腕を薄うすく濡ぬらす血に気がつく。

「そなた、怪け我がをしているではないか！」

　ティトの頭にかっと血が上り、アンケスエンの身体を揺さぶった。

「なぜ、無む謀ぼうにもバルザットに戦いなど挑いどんだのだ？　そなたは一度あやつに殺されそうになった身ではないか！　愚かなことを！」

　アンケスエンが泣き笑いの顔になる。紺こん碧ぺきの瞳にみるみる涙が浮かんでくる。

「……申し訳ありません。自分でも軽けい率そつな行動だとわかっています。でも、どうしても陛下の真心を裏切りたくなくて！　せっかく授かったこの子を絶対に失いたくなくて！」

　ティトははっと目を見張りつらそうに顔をしかめると、涙をこらえながら強い力でアンケスエンをかき抱いだいた。

「──そなたの気持ちはよくわかった。怖こわい思いをさせてすまなかった」

「いいえ。陛下がご無事であっただけでも十分です。……それより、早く怪我の手当てを！」

　我に返ったアンケスエンは急いで自らのドレスを引き裂くとティトの肩を滴したたり落ちる血をぬぐう。だが、なかなか血は止まらない。

　そのとき、玉座の裏手から気配を殺してこっそり姿を見せた人物がいた。

「許さないわ、アンケスエン！　目め障ざわりなあんたはその子供と一緒に死ねばいいのよ！」

　怒気のこもる声に振り返ると、王女メリトが剣を握りしめてアンケスエンに走り寄ってくるところだった。ティトが慌ててかばおうとするが間に合わない。

　だが、刃がアンケスエンを刺し貫く前に、飛び出して来た人物がいた。アウグス帝国の甲冑を身につけた兵士が、自らを盾たてにしてアンケスエンをかばったのである。彼が手にした槍がメリトの身体を貫く瞬間、メリトの握る剣の刃が運悪く兵士の甲冑の境さかい目めに吸い込まれていくのを見て、ティトが焦りの声をあげた。

「アルディス！」

「え……？」

　耳を疑う言葉に、アンケスエンは目を見張る。

　兵士の身体が傾ぎ、床へと倒れ、兜かぶとが跳はね落ちていく。アウグス帝国兵士に身をやつしていたのは、密偵に扮ふんしていたアルディスだった。傷口は激しく出血し、床に血だまりができていく。

「アルディス！」

　アンケスエンは顔を押さえて悲鳴をあげた。

「……アンケスエン様……」

　アルディスがアンケスエンの名を呼んだのは実に四年ぶりのことである。

「……迎えに来るのが遅くなって、申し訳ありませんでした……」

「そんなことはいいの！　誰か、急いで応おう急きゆう処しよ置ちを！」

「……ようやくお守りできてよかった。これでわたしも約束を果たすことができました」

「約束……？　なんのことです……？」

「……ネフェルティティ王妃様とお約束したのです。必ずアンケスエン様を守り通すと」

　アンケスエンは呆然と口を開いて話を聞いていた。その間も、アルディスの血は止めどなく床に広がっていくばかりである。どうやら臓ぞう腑ふに致ち命めい的てきな傷を負ったらしい。

「アルディス！　死なないで！　死んではだめよ！」

　必死に叫ぶアンケスエンにアルディスが血まみれの手を震わせながら手を伸ばす。

「……アンケスエン様、どうか笑ってください。わたしはあなたの笑顔が大好きでした」

　しかしこんな状況で笑う余裕などない。彼の空色の瞳から次第に光が消え失せていく。

「……アンケスエン様、どうか、お幸せに……」

　そこでアルディスの手が糸が切れたようにぱたりと床に落ちる。それが彼の最さい期ごだった。

「……う、そ……」

　アンケスエンは衝しよう撃げきに身体を揺らし、頭を振って半はん狂きよう乱らんになって絶ぜつ叫きようする。

「いやああああ！　アルディス！」
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　その夜、忠実な臣下アルディスの遺い体たいは丁てい重ちように王宮の一室に寝かされていた。

　戦から民を守り、自軍はほぼ無傷のままアウグス帝国軍を見事に追い払ったティトは、賢けん王おうとしての名声を高めていくことになるが、今彼の胸に漂うのは無力感だけである。

　騒ぎの張本人となったメリト王女の遺体は王家の墓はかに埋まい葬そうされることはなかった。彼女がバルザットに加担して、国を売った事実が明らかになったからである。

　王妃の寝室でティトは静かに泣くアンケスエンにかける言葉をなくして目を閉じた。

　幼い頃から見守ってくれた忠実なアルディスの死は、アンケスエンには過か酷こくな事実だった。

「──すべては余の責任だ」

　ティトは苦しそうにぽつりと言った。

「有ゆう事じの際はアンケスエンの身の安全を確保したのち、内部を探るために王城に戻るように命じていた。あの危険な王女を見張るように命じたのも余だ。まさか、それがこのような形で裏目に出るとは思っていなかった」

「いいえ、陛下のせいではありません。わたくしの軽率な行動のせいです」

　泣きながら静かに首を振るアンケスエンに、ティトが神しん妙みような顔で口を開く。

「──アルディスは、やはりそなたのことが好きだったのだな」

「……え？」

「これは、アルディスの遺品から出てきたものだ。彼がずっと大事にしていたらしい。見覚えはないか？」

　そう言ってティトが差し出したのは、幼き日、アンケスエンがアルディスに贈おくった母の形かた見みの瑠璃ラピスラズリのお守りだった。

「…………！　アルディス……、ずっと持っていてくれたのね……」

　アンケスエンは心が温かくなり、両手でそっとお守りを握りしめる。

「アルディスは、余とそなたの命の恩人だ。この遺品は、アルディスの遺体と共に丁重に故郷に埋葬してやろうと思う」

　アンケスエンは白い指で涙をぬぐいながら不思議そうに首を傾げた。

「故郷にですか？」

「──以前、彼が言っていた。自分の望みはいつか故郷に帰って静かに暮らすことだと」

　アンケスエンは驚いて顔を上げた。

「アルディスがそう言っていたのですか!?　本当に？」

「ああ。本当だ」

　アンケスエンは瑠璃ラピスラズリのお守りを握りしめ、両手で顔を覆おおってむせび泣いた。

「……アルディス……、ごめんなさい。……ありがとう、……ありがとう……！」




　──アルディス、いつかそなたの故郷に連れていって──




　無む邪じや気きだった幼い頃の約束を思い出していた。
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　翌年、国王夫妻は馬車で遠出した。たどりついたのは、小さな農村である。

　馬車から下りたアンケスエンの胸には生後三カ月になる男児が抱かれていた。

　人目を避けるように二人で墓地までやってくると、眠っていた赤子が突とつ然ぜん目を開く。

　夕暮れが迫っていたが、急に風が吹いてきたので夫妻は思わず足を止めた。目の前に広がる麦畑が、陽光を浴びて黄金の波のようにうねる様子を穏やかな眼差しで見つめていた。

「本当に美しいわ」

「──見事なものだな。ディセルナティアの英雄の故郷にふさわしい光景だ」

　感慨深そうに呟くと、アンケスエンの肩を抱いて、ティトがゆっくりと歩き出す。

　母親譲ゆずりの黒髪に、父親譲りの翡翠の瞳が愛らしい赤子は、母親を見て無邪気に笑う。

　やがて立派な墓ぼ標ひようの前に立つと、アンケスエンは赤子を夫に預けて墓に花を供そなえた。

「アルディス、来るのが遅くなってごめんなさい。そなたが守ってくれたおかげで、わたくしはこうして無事に元気な王子に恵まれました。本当にありがとう」

　ようやく赤子の扱いに慣れ、十七歳という若さで父になったティトも微笑している。

「アルディス、ひとつ報告がある。生まれた世よ継つぎの名前はそなたからもらった。そなたのように誠実で勇ゆう敢かんな息子に育つように、余が名付けた。──どうか認めてほしい」

　ティトは誇らしげに赤ん坊を抱きながら、真摯な瞳でアンケスエンを見た。

「今、この場で改めて誓おう。余はそなたとアルディスを一生かけて守り通すと約束する」

　誰よりも麗うるわしく美しい妻が、頰を染めて幸福そうに笑った。

「──わたくしの永遠の忠誠も愛情も、一生陛下とアルディスに捧ささげるとここに約束します」

　新たな誓せい約やくを交かわし、純化した二人の愛情で育まれた大切な赤子を胸に抱きしめたまま、どちらからともなく額ひたいを寄せ合って、そっと目を閉じた。


了













誓約の花嫁と煌きの王　外伝　ティトの追憶～十四歳～












「なあ、ティーダ」

「なんだ、ディセラ？」

　ディセルナティア国の夜の街を歩きながら、ディセラがティトに話しかけてくる。ティーダとは、ティトが街で遊ぶときに使っている偽ぎ名めいである。

「お前、もう十四だろう？　そろそろいろいろ知ってもいい頃じゃないか？」

　ティトは怪け訝げんな顔になる。これでも自分は人より賢かしこいつもりである。幼い頃から特別な教育を受けて育ち、神しん童どうとまで騒がれた。いったいいまさら何を知れというのだろうか。

「いろいろ……？」

　勘かんの冴さえないティトを悪友ディセラが小こ突づく。

「頭のいいお前ならわかるだろう？」

「だから何をだ？」

　いつになく鈍にぶいティトに、ディセラがにやけ笑いを浮かべながら言った。

「頭がよくても、やっぱりお前は子供だな。決まってるだろ、女だよ」

　ティトは一瞬言葉を失った。

「──女？」

「だって、お前いい家の息子だろ？　いずれは親の決めた女と一緒になるんだよな？」

「──そのうちそうなるだろうな」

　まさか自分がすでに結婚しているとは言えなかった。

「じゃあ、今のうちにたくさん遊んでおけよ。そうでないと、新婚の初にい床どこで恥はじをかくぞ」

　恥をかくと言われて、ティトは考えこんでしまう。

　──自分がアンケスエンをこの腕に抱く日などくるのだろうか。

　ティトの妻アンケスエンは二歳も年上なうえ、すでに他に想い人までいる。

　彼女はディセルナティアの王おう妃ひで、妻でありながらこの世の誰よりも遠い存在だ。

　そして毎日のように街をふらふらと遊び歩く年若いティトは、二年前からこのディセルナティアの国王でもある。もちろん遊び仲間の誰にも教えていない秘密だ。

　考えるまでもないが、後こう継けい者しやを設もうけることは国王夫妻の第一の役目である。

　生き真ま面じ目めに王妃の役目を全まつとうするアンケスエンがこの役目を突っぱねるとは思えない。

　自分はただでさえ年下で頼りなく見えるのだ。夫婦の寝室で恥をさらす事態など絶対に避さけたい。

　それにアンケスエンは過去に二度も結婚した身だ。望まぬ結婚を強しいられたとはいえ、夜の営いとなみについての経験は豊富だろう。

「なあ、今夜は俺がおごってやるから、花か街がいに行かないか？」

「花街にか……？」

　さすがのティトも困こん惑わくしてしまう。自分にはもう妻がいるので、花街で遊ぶという発想を持ったことがなかった。

「どうした？　もしかして怖おじ気けづいているのか？」

　ディセラのからかう口調に気の強いティトはむっとする。

「そんなわけあるか。女を抱くことなどなんでもない」

「じゃあ決まりだな！　さあ行こうぜ！」

　こうしてティトはディセラに連れられて、初めて花街へと足を踏み入れた。

　夜の明かりに照らされた花街はティトの想像より明るくて華やかである。たくさんの男たちが往来を行きかい、無数に存在する娼しよう館かんの前を物色している。

「ティーダ、こっちに来いよ。いい店を紹介してやるよ」

　ディセラは一軒の娼館の入り口をくぐった。

「いらっしゃいませ。まあ、ディセラ様ではありませんか！」

「シンシア、久しぶりだな」

　どうやら馴な染じみの店らしい。

「あら、ディセラ様が誰かを連れて来るなんて珍しい。お連れの方は……？」

「今夜はこいつにいろいろ教えてやりたくて来たんだ。金は惜しまないから、いい女を紹介してくれ。それにこいつはいい家のお坊ちゃんだから、馴染みになれば上客になるぞ」

　たちまちシンシアの顔色がぱっと明るくなる。

「ではさっそく呼んでまいりますので、お待ちくださいな」

　しばらく待っていると、店の奥から華やかに着飾った女たちが姿を見せる。

　彼女たちを見て、ティトはたちまち渋じゆう面めんになる。

　どの女も化粧が濃く、大きく肌の開いた衣装を身につけ、きゃっきゃとはしゃぎながら、下品に笑っている。

　ティトの知る女は、いつも巫み女こ装しよう束ぞくに似た清せい楚そな白のドレスを身にまとって、艶つやのある長い黒髪を背中にたらし、紺こん碧ぺきの美しい瞳を理知的に輝かせた、誰よりも美しく気高い高貴な女性である。──そして、自分が出逢った瞬間から焦こがれてやまない存在でもあった。

　ティトは自じ嘲ちよう気ぎ味みに苦笑する。どうやら自分はまだまだ世間というものを知らないらしい。

　考えるまでもないが、アンケスエンのように類たぐい稀まれな美び貌ぼうの女がこの世に二人と存在するはずがない。

「ティーダ、いいから早く好きな女を選べよ」

　ティトが考えこんでいる間に、すでにディセラは贔ひい屓きの女と思われる女性の肩を引き寄せて親しげに会話している。

　ティトはすぐにでも立ち去りたかったが、それではなんのためにこの店にやってきたのかわからない。

「迷っているのか？　じゃあ、この店で一番人気と二番人気のどっちかにしろよ」

　そう言ってディセラが紹介してきたのは、長い黒髪に透き通るようなはしばみ色の瞳の女と、淡あわい金髪に薄い茶色の瞳の女である。

「──では、金髪の女のほうを」

　迷わずそう言ったのは、こんな場所でアンケスエンと同じ黒髪の女を見ていたくなかったからだ。

「お、そういう女が好きなのか。しっかりやれよ！」

　ディセラがからかう口調でティトに声をかけてから、女の部屋へと消えていく。

　やがて金髪の女に案内されて、ティトもまた二階にある部屋へと入っていった。

「お客様、お酒はいかがですか？」

「──ああ」

　悪友ディセラと出会ってから、ティトは酒の味を覚えていた。寝台に案内され、腰掛けながらなみなみと注つがれた酒を手渡される。そっと口に含むと混ざり物が多いのか、それほど美う味まくなかった。

　顔をしかめて酒しゆ杯はいを近くの小テーブルの上に置くと、金髪の女がティトの肩にしなだれかかってくる。きつい香水の匂いが鼻をつき、吐き気が込み上げてきて思わず手を振り払うと、女がくすりと笑った。

「……お客様、女は初めてなのね」

　挑ちよう発はつするような口調にティトは苛いら立だった。

　こんな品のない女を抱きたくなどない。腹が立って立ち上がろうとしたとき、女が思いがけない力でティトを寝台へと押し倒してくる。

「……大丈夫ですわ。わたしが一から教えてあげますから」

　体重をかけてのしかかられて、上着の結び目を解ほどかれそうになってかっとなる。

「汚けがらわしい手で触れるな！」

　気がつくと女の身体からだを乱暴に突き飛ばして立ち上がり、部屋から飛び出していた。

　階段を駆け下りてくるティトを見て、娼館の女将おかみがぎょっとした顔になる。

「お客様、お待ちください！　いかがなさいましたか？」

　静止の声を振り切って、ティトは娼館から飛び出して行く。

　がむしゃらに花街の出口まで走り、息切れを覚えて近くの木の幹に手をつくと、荒い呼吸を繰り返した。やがて落ち着きを取り戻すと、あざけるような苦笑が漏もれる。

「──余よは何をやっておるのだ」

　自分の馬鹿馬鹿しさにあきれてしまう。

　このままではディセラに笑われる。

　だが、それでもかまわないと思った。あんな下品な女を抱くくらいなら、からかいの言葉を受け入れたほうがよほどマシである。

　──今夜はもう、王宮に戻ろう。

　そう考えて花街から出て行こうとしたときである。

　一軒の古びた娼館が視界に入った。

　娼館の前には格こう子し扉とびらが広がっており、垣かい間ま見みえる奥には幾いく人にんもの娼婦たちが椅い子すに座っている。

　おそらく客待ちをしているのだろう。

　そっと息を吐き、娼館の前を歩き去ろうとすると、ふと一人の娼婦が目についた。

　薄暗い店の奥に座っているが、よく見るとまだあどけない年頃の少女である。

　ティトは思わず食い入るように少女を見つめていた。

　──アンケスエン？

　少女は長い黒髪を腰まで伸ばし、そっと目を伏せてにこりともせず人形のように座っている。

　ティトは失笑した。

　こんなところに王妃であるアンケスエンがいるはずがない。

　やがてティトの視線に気がついた少女がゆっくりと顔を上げた。その瞳の青さに思わず吸い込まれそうになる。

　──似ている。

　一瞬そう思った。

　店の前でじっと立ち止まるティトの背後に店主が近寄ってくる。

「お客様、気に入った娘がございますか？」

　ティトは急いで格子の前から後ずさる。

「──いや、なんでもない」

　それだけ言うと、ティトは背中を向けてその場から走り去った。
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　翌日の午前、また街へと出かけようとしたティトのもとに、宰さい相しようカーマイルがやってきた。

「陛へい下かに大切なお話がございます」

　改まった顔をした宰相に、ティトは嫌いやな予感を覚える。

「──何用だ？」

　カーマイルは若き国王の前に膝ひざを折るとおごそかな口調でこう告げた。

「……今夜はぜひ王妃様のお部屋でお過ごしになりませんか？」

　ティトは返すべき言葉をなくしていた。

　ティトの妻でディセルナティアの王妃アンケスエンにはアルディス将しよう軍ぐんという想い人がいる。二人は固い絆きずなで結ばれている。年下のティトが入り込む隙すきがあるとは思えない。

「断る」

　吐はき捨てるように告げると、カーマイルが焦あせった顔になる。

「陛下、ですが！」

「何か問題があるのか？」

　きつい口調でそう言うが、カーマイルも負けてはいない。

「……陛下はなぜそれほど王妃様のことがお気に召めさないのですか？　あれほどお美しく気高いお方のいったい何が不満なのです？」

　ティトは険けわしい顔でカーマイルを睨にらみ据すえていた。

「全部だ。あのように、気き位ぐらいが高くて可か愛わいげのない女は好きではない！」

「……恐れながら、わたしは今まで陛下の身勝手な行状を黙もく認にんしてきましたが、この件に関しては譲れません。一度だけでもかまいませんから、どうか王妃様のお部屋にいらっしゃってください」

「断る！　何度も言わせるな！」

「陛下、以前交わした約束をお忘れですか？」

　カーマイルの言う約束とは、国費で高価な望遠鏡を購こう入にゆうする代わりに、少しは国王の義務を果たせというものである。ティトはカーマイルの言葉を鼻で笑い飛ばした。

「政務の内容に不満があるのなら、今すぐ片づけてやるから、さっさと持ってまいれ！」

　ティトの人並み外はずれた優秀さを知るカーマイルは、あきらめたように嘆たん息そくした。

　カーマイルは無言でティトを見上げると残念そうにこう言った。

「それではしかたございません。王妃様には別のお相手をお探ししましょう」

「なに？」

　ティトは眉まゆをひそめた。

「どういう意味だ？」

「陛下はお忘れかもしれませんが、王妃様はこのディセルナティアの王女でもあるのです。王妃様から生まれたお子様には、その出自に関係なく王位継けい承しよう権けんを与えることが可能です。もちろん表向きは、王妃様と陛下のお子様ということになりますが……」

　それは矜きよう持じの高いティトにとって何よりも耐たえがたい屈くつ辱じよく的てきな提案である。

　カーマイルはティトの自尊心の高さを知っていながら、わざとそんな言い方をしているのだ。

　ティトは息を殺して目を閉じ、暗い考えを振りきるように頭かぶりを振った。

　やがて重い息を吐く。

「──本当に一度だけでよいのか？」

「無論です」

「わかった。今夜王妃の部屋に行く。それでよいのだろう？」

「ありがとうございます」

　年若い国王の決意を聞いて、カーマイルは意気揚よう々ようと部屋から出て行った。

　不ふ愉ゆ快かいな感情が募つのる一方で、ティトの心は騒いでいた。

　──今こ宵よい、本当にアンケスエンをこの腕に抱くことができるのだろうか。

　その考えはティトを激しく揺さぶった。

　たとえすでに他の誰かのものであったとしても、それはあまりに甘かん美びな誘惑である。

　アンケスエンの花のような愛らしい唇くちびる、白いドレスから覗のぞく豊かな胸元、ほっそりとくびれた腰、そしてドレスの下に隠された真っ白で瑞々しい肢し体たいを想像するだけで気が狂いそうになる。その魅み力りよくは花街の女たちとは比べ物にならない。

　出会って二年、十六歳になったアンケスエンの美しさは凄すごみを増していくばかりだ。

　それにもしかすると、一度でも抱けば自分のことを振り向いてくれるかもしれないという淡い期待があった。

　いや、たとえ自分を見てくれることがなかったとしても、二人の間に子ができればきっと愛いとおしさが募るだろう。報むくわれない恋の形見にできる。──このむなしさも少しは埋められるに違いない。

　ティトがそんなことを考えながら夜を待ちわびていると、カーマイルが苦虫をかみつぶしたような顔でティトのもとへとやってきた。

「……恐れながら陛下に申し上げます。王妃様は今宵、体調がすぐれないとのことです。残念ながら……」

　カーマイルの言葉にティトは冷笑した。

　期待はしていたが、そんなことになるような気もしていた。

「──わかった」

「明日こそ必ず……！」

「カーマイル、その話はもうよい。──下がれ」

　ティトが命じると、カーマイルは言葉もなく去って行った。
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　すべてがむなしくなったティトは、いたたまれなくなって、街へと下りる準備をした。

　礼れい拝はい堂どうに隠された秘密の通路を使って街へ急ぐ。

　夜の街をあてもなく彷徨さまよいながら、ふらふら歩いていると花街の入り口へとやってきた。

　華やかな雰ふん囲い気きに引き寄せられるように思わず足を踏み入れる。

　ふと、以前見かけたアンケスエンに面おもざしの似た少女のことを思い出した。こんなときでさえ気位ばかりが高い妻のことを考える自分を情けなく思いつつも、古びた娼館の前までやってくる。格子扉越しに中を覗き込むと、薄暗い奥のほうであの長い黒髪の少女が椅子に座っていた。相変わらずにこりともせずその場にいる。

「いらっしゃいませ、お客様、お気に入りの娘がございますか？」

　店主に声をかけられたティトは、思わず黒髪の少女を指差していた。

「──あの娘は？」

「は？　あの娘でよろしいのですか？」

　なぜか店主は意外そうである。

「──ああ」

「もっと美しくて愛あい想そのよい娘もおりますが……？」

　ティトは静かに首を振った。

「いや、あの娘がよい」

「か、かしこまりました。もちろんよろしゅうございます。さあ、中へお入りください」

　こうしてティトは娼館の入り口をくぐった。

　部屋に案内されてしばらく待っていると、娘が扉を開けてやってくる。

　ティトは柄がらにもなく緊張しながら後ろを振り返ると、娘が無表情で立っていた。客に対してにこりともしない。

　その顔を見てティトは一気に落らく胆たんした。

　──アンケスエンに少しも似ていない。

　暗がりで表情がよく見えなかったし、瞳の青さと長い黒髪がアンケスエンに似ているというだけで勘かん違ちがいしていたようである。

　──やはり帰ろうか。

　そんなことを考えていると、娘がティトに向かって丁寧に礼をする。

「……本日はわたくしをご指名いただきありがとうございます」

　その言葉遣いを聞いて、ティトは翡ひ翠すいの瞳をはっと見張った。

「そなた、貴族の娘か──？」

　すると娘が目を丸くして、ティトに問いかける。

「なぜ、そのように思われるのですか？」

「──そなたの言葉遣いや所しよ作さは庶民のものではなかろう」

　ティトの言葉に娘が苦笑する。

「あなた様こそ、やんごとないお家の御ご子し息そくなのですね」

　あなた様と呼ばれてティトはどきりとした。

「──どうしてそう思のだ？」

「あなた様の言葉遣いは、人に傅かしずかれることに慣れた者のそれです。……あなた様の仰おつしやる通り、わたくしは元は貴族の生まれです」

「貴族の娘がなぜこのような場所におるのだ？」

　すると娘が悲しそうに目を伏せる。

「二年前の内乱で家が没ぼつ落らくして、わたくしは借金の形かたにここに売られたのです」

「──そうか。哀あわれだな」

　娘は首を振った。

「いいえ。わたくしは哀れではございません。春をひさぐ身になったとしても、貴族の誇りは失っておりません」

　娘の気丈な言葉を聞いてティトは黙りこんでしまう。

　店の前で他の娼婦たちと違い、愛想を振りまくことなく毅き然ぜんと座っていた姿を思い出す。誰かに媚こびることのないその様子は、今思えば貴族の誇りと尊そん厳げんに満ちていた。なぜ彼女に興味を持ったのか、ティトはようやく理解した。容姿はそれほど似ていないが、崇すう高こうな態度にどこか気高い妻を思わせる雰囲気がある。同時に店主が本当にこの娘でよいのかと聞いた理由も理解する。これほど愛あい嬌きようのない娼婦なら、客も寄りつかないだろう。

「そなたいくつになる？」

「……十六でございます」

　ティトは静かに目を閉じた。

　──アンケスエンと同じ年だな。

　なんだか娘に親近感が湧わいてくる。

「そなた名は？」

「ティリと申します」

「──ティリか、ありふれた名だな」

　ティトはおかしくなった。

　これではまるで、初めてアンケスエンに会ったときの会話と同じではないか。

　ティリという名も、最初に出会ったときアンケスエンが名乗った偽名と同じである。

　ティトが寝台の上に座ると、ティリが酒さか壺つぼを持ってくる。ティトに酒杯を手渡すと並々と酒を注いだ。杯に口をつけると、昨日きのうディセラと行った娼館よりもまともな味がした。一気に飲み干すと酩めい酊ていしてしまう。今日はアンケスエンのことでずっと緊張していたので、酒の回りは早かった。

　寝台にごろりと寝ころぶと、ティリも寝台の上に腰掛けて無言でドレスを脱ごうとしたのでぎょっとした。

「そなた、何をしておるのだ？」

　ティリが不思議そうに首を傾かしげる。

「ここは娼館でございますよ？」

　言われてようやく思い出す。自分が金でこの娘を買ったのだという事実を。

「──服は脱がなくてよい。そのままでいろ」

「ですが……」

「今宵は疲れておる。そういう気になれぬ。──そなたもたまには仕事を忘れて休んでいろ」

　そのままティトは深い眠りに落ちていった。
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　翌日の昼過ぎ、娼館を出たティトは王宮へと真まっ直すぐ戻ってきた。

　帰ってすぐに、またもカーマイルがティトのもとへとやってくる。

「──今度は何用だ？」

　しかめ面で尋ねると、カーマイルはおもむろに話を切り出す。

「陛下に折り入って相談がございまして……」

　ティトはまたも嫌な予感がして苛立った。

「それで？」

　話を促うながすと、カーマイルは冷や汗をかきながら口を開く。

「実は陛下にご側室を持たせるという話がございまして……」

　ティトは皮肉な笑いを浮かべた。

「余が王妃と夜を共にするという話はどうなっておるのだ？」

　みるみるうちに、カーマイルの顔色が青ざめていく。

「そ、それは……」

「それとも余の相手をするのが嫌だと王妃が申しておるのか？」

「そ、そのようなことは……」

　否定しながらも、カーマイルはティトの顔を見ようとはしない。どうやら図星らしい。

　ティトは冷れい淡たんな口調で吐き捨てる。

「側室など必要ない！　そなたたちの言いなりにはならぬ！」

　それだけ言うと部屋から飛び出した。

　そのまま王宮の隅すみにある書庫にこもり、ティトは本を読んでいた。一人きりになりたいときに必ず訪れる場所である。

　だが、内容はまったく頭に入ってこなかった。

「──くそ！」

　言葉にできない屈辱とやるせなさが湧き上がる。

　やがて夕方になる頃、お腹が空すいてきた。よく考えると朝から何も食べていない。

　重い腰を上げて書庫から出て廊下を歩いていると、ふと窓の外の景色が視界に入る。

　王宮の果樹園には真っ白なドレスを身につけた女性が立っていた。

「アンケスエン──」

　ついその美しい横顔に見とれていると、アンケスエンの隣に誰かが近寄ってくる。

　アルディスである。

　二人は笑顔を浮かべて親しげに話している。

　ティトは激しい嫉しつ妬と心しんにかられた。

　王宮に来てからティトにあんな笑顔が向けられたことは一度もない。

　二年前、初めて会ったときランデル公こう爵しやく家けでは花のような笑顔をたしかに見せていた。

　それなのに、いったいなぜここまで自分を避さけるのだろうか。

　夫をさしおいて操みさおを立てるほど、アルディスが好きなのだろうか。

　十六歳の娘盛りの美しいアンケスエンと二十五歳になる長身で精せい悍かんな顔立ちのアルディスは、並んで立つとよく似合う。

　片やティトはようやくアンケスエンの背丈に追いつこうとしているくらいである。

　国王という立場以外に自分がアルディスにかなうものは何ひとつない。

　いまだに幼い思い出に執しゆう着ちやくする自分の愚おろかさに馬鹿馬鹿しくなる。

　ティトは二人から視線を逸そらすと、真っ直ぐに廊下を歩いて晩ばん餐さんに向かった。

　──その夜。

　食事を終えて部屋へと戻ってきたティトは、部屋の中に見慣れない人影があるのを見つけて眉をひそめた。

　ティトは自室に人を入れることがあまり好きではない。

　だから掃除のときも侍じ女じよたちを入れたことはほとんどない。おかげで部屋は足の踏み場もないほど本が乱雑に積まれ、散らかり放題である。

「誰だ！」

　厳しい誰すい何かの声をあげるティトに向かって、部屋にいた娘がびくびくと頭を上げる。

　よく見るとなかなか美しい顔立ちの娘である。十六歳くらいだろうか、淡い金髪が印象的だった。

「そなた、何用だ？　誰の許しを受けて余の部屋にいる？」

　不愉快そうに問いかけると娘がおどおどしながら口を開く。

「わ、わたしは王妃様の侍女でございます」

「王妃の侍女？」

　ティトは思い切り顔をしかめた。

　苛立ちを隠そうともしないで机の前までやってくると、手に抱かかえていた書庫から持ち出した本を乱暴に置いた。

「それで、王妃の侍女が何しに来たのだ？」

　怒りに語気を荒らげるティトに金髪の娘は震えながら答えた。

「わ、わたしは王妃様のご命令で、陛下の夜よ伽とぎのお相手をしに……」

　ティトは我が耳を疑った。

「──夜伽？」

「は、はい……」

　そのときティトは痛つう烈れつな激情が湧き上がり、心底アンケスエンを憎にくいと思った。

　──どこまで人を馬鹿にすれば気がすむのだろうか！

　アンケスエン以上に自尊心の高いティトの我が慢まんの限界はとうに超えていた。

　顔をひきつらせ、ひどく狂暴な気持ちで娘の手を引っ張ると、乱暴に床へと突き飛ばす。

　娘の身体が床に置かれた本の山の上に叩きつけられる。

「王妃がそう望むなら言う通りにしてやる！」

　そのまま力任せに両手を拘こう束そくしようとしたとき、娘が悲鳴を上げた。

「お、お許しください。わたしにはすでに将来を誓ちかい合った相手がいるのです」

「────は？」

　怯おびえる娘の言葉にティトは呆然となる。

「お、王妃様はご存ぞん知じありません。ですが、ご命令に逆らうと、わたしの実家が困るのです」

「──なっ」

　ティトは、喉のどをひきつらせた。

「申し訳ありません！　へ、陛下がご側室を持たれる話を断ったと聞いて、わたしのことも拒きよ否ひなさるのではと……」

　ティトは娘の手を乱暴に振り払い、腹の底から怒ど鳴なった。

「ではさっさと帰れ！　二度と余の前に近づくな！」

「で、ですが……」

　ティトは荒々しく息を吐いた。

「──案ずるな。そなたの実家に危害が及ぶような真似はせぬ。王妃には余が追い出したと伝えておけ！　わかったら、さっさと下がれ！」

「し、失礼しました！」

　娘が去ると、ティトの心にはやり場のない屈辱感だけが残った。

　自分はいったいなんのために王宮にいるのだろうか。

　耐えられなくなって外がい套とうを手にして部屋から飛び出すと、いつものように隠し通路のある王宮の礼拝堂へと続く道を下り始める。

　裏庭を通り過ぎようとすると、思いがけない人物とすれ違った。

「……陛下……？」

　真っ白なドレスを身につけた女性が、あっけにとられた顔でティトを見つめている。

「──王妃」

　まさかの出会いに、ティトは言葉を失っていた。

　珍しいことにアンケスエンは供の者を連れていなかった。

　外套を手にしたティトを見て、アンケスエンが咎とがめるような厳しい視線を向ける。

「陛下、このような遅い時間にどこへ行かれるのですか!?」

「口うるさいそなたの声が聞こえぬところだ！」

　そう言って立ち去りかけたとき、ティトの中で激しい憎ぞう悪おがうごめいた。

　感情のまま強引にアンケスエンの腕を捻ねじりあげると、裏庭へと引きずり込む。

「陛下、何をなさるのですか！」

「黙れ！」

　人ひと気けのない夜の暗闇の中に引き込むと、木の幹にその細い肢体を乱暴に突き飛ばす。

　激しく背中を打ちつけて、アンケスエンの顔が苦痛に歪ゆがみ、そのまま木の根元へと崩れ落ちた。

　ティトは地面に膝をつきアンケスエンの細い首に手をかけると、今にも握りつぶしそうな勢いで摑つかんだ。

　そして怒りを押し殺した低い声で問い詰める。

「そなた、どういうつもりだ？」

「何がです……？」

　痛みに顔を歪めながらアンケスエンは答える。

「側室など必要ないと申したはずだ。なぜ侍女などけしかける？」

「それは……」

「そなたには王妃の自覚はあっても、余の妻だという自覚はないようだな」

　皮肉に冷笑すると、ティトはアンケスエンの細い腰を抱き寄せて豊かな谷間の覗く胸元に顔をうずめた。

　初めて触れた白い肌に唇を寄せると蕩とけるような甘さに頭が痺しびれてくる。アンケスエンが身震いした。

「陛下、このような場所で何をなさるのですか！」

　アンケスエンが悲鳴をあげるが、ティトの激情は収まらない。

　そのまま白い素肌を指でたどろうとすると、アンケスエンが両手でティトの身体を突き放した。

「もうどうかお許しください！」

　蒼そう白はくな顔で訴うつたえるアンケスエンを前にして、ティトはようやく冷静さを取り戻す。

　そのとき、遠くから声が聞こえてきた。

「王妃様、どちらにいらっしゃいますか？　王妃様？」

　アルディスの声である。

　ティトはいつものしかめ面で妻を睨む。

「早く行け！　目め障ざわりだ！　そなたの顔など二度と見たくない！」

　だが、アンケスエンの瞳に透き通るような光が宿り、泣き笑いの顔になる。アンケスエンはその場から動かなかった。

　たった今、乱暴な真似をされたばかりなのに、哀かなしげに目を曇くもらせてティトを見上げている。苦しげに口を開いては閉じ、必死な目でティトに何かを訴えているように思えた。

　──なぜ、こんな顔をするのだろか。

　ティトには理解できない。幼い頃から神童と騒がれ、大たい抵ていのことは見通すことができたのに、アンケスエンの気持ちだけはわからない。

　だが、ときどきアンケスエンはティトに対してこんな風に曖あい昧まいな態度を取る。

　いっそのこと、はっきりと嫌ってくれたほうがよほど楽なのに。

　本当の妻になるのは拒こばむくせに、その紺碧の瞳は出会った頃のまま無む垢くで純粋だった。

　愛しさが込み上げたティトは耐えられなくなって、がむしゃらにアンケスエンの細い身体を抱き寄せる。

　アンケスエンは今度は抵抗しない。喉を震わせながら、両腕を小刻みに揺らしてティトの身体を包み込もうとするが、力なくその腕は落ちていく。

　思わず妻の黒髪に顔をうずめると、練ねり絹ぎぬのような感触がして心がざわついた。




　──彼女を手にできたら、他に何もいらないのに！




　夫婦でありながら、二人の距離はとんでもなく遠い。

　そのとき、なぜかアンケスエンはティトの肩に甘えるように額を押し当てて目を閉じた。

「……陛下、申し訳ございません。わたくしは……、誰の妻にもなれない身なのです」

　アンケスエンの言葉はそのまま途切れた。ティトは後半部分が聞こえなくて話の続きを待っていた。やがて、途方に暮れた様子でアンケスエンは言った。

「わたくしには無理なのです……」

「そなた、何を言っているのだ？　意味がわからぬ」

　ティトが呆然としていると、胸にアンケスエンの熱い吐と息いきを感じた。驚きに息を止めていると、アンケスエンの身体が静かに震えだす。

　泣いているのだとわかって、ティトはたちまち罪悪感にかられた。

　泣かせない、一生大事にすると誓った約束がまたも破られ、胸が引き裂さかれそうになる。

　夜の闇の中に、またもアルディスの声が響いた。

「王妃様？　宰相閣かつ下かがお呼びです。どちらにいらっしゃいますか？」

　忠実なアルディスの言葉に我に返ったアンケスエンは、急いでティトの身体を押し返す。

「陛下、お許しください……！」

　アンケスエンは、泣き濡れた頰を強こわ張ばらせてティトに向かって冷たく言い放つ。

「……わたくしは、子守りをするために王妃になったのではありません！」

　すっとティトの中で何かが抜け落ちる感覚がした。もう怒る気にもなれない。

「──どうせ余は子供だ。そうやって拒むくらいなら、なぜ余を王になど選んだのだ？」

　無言を貫つらぬくアンケスエンに、ティトは冷笑した。

「そなたはまことに残ざん酷こくな女だな。その不愉快な面つらを二度と余に向けるな！」

　ティトはアンケスエンの身体を乱暴に突き飛ばすと逃げるようにその場から立ち去った。




＊




　ティトが去った後、ぽつんと一人取り残されたアンケスエンは涙を流しながら呟つぶやいた。

「──たとえ、本当の妻になれなくても、わたくしの心は一生陛下だけのものです」

　こぼれ落ちる涙をぬぐっていると、茂みをかき分けて、ようやくアルディスが姿を見せる。

「王妃様、お捜ししました。このような場所でどうされたのですか？」

「なんでもありません」

　静かに立ち上がって、真っ白なドレスについた土を払っていると、アルディスがためらいがちに口を開く。

「もしや、陛下とご一緒だったのですか？」

　アルディスが手に持ったランタンの明かりには、はっきりとアンケスエンの泣き顔が浮かんでいる。アンケスエンが泣くときは、必ずティトがからんでいることをアルディスは知っていた。アンケスエンが答えられないでいると、アルディスが静かに言った。

「……陛下には、一度、きちんと事情を説明したほうがよろしいかと思いますが」

「……え？」

「このままだと、陛下の御おん為ためにもなりません。事情をわかっていただければ、いろいろな誤解も解けるかと……。陛下は聡そう明めいな方ですから、真実を知れば王妃様を心からいたわり、きっとディセルナティアの立派な国王となられるでしょう」

　その言葉にアンケスエンはたちまちかっとなる。

「それだけは、できません！　その提案だけは願い下げです！」

「ですが、このままでは、お二人はすれ違い続けるだけでございますよ……？」

「では、アルディスは『わたくしは傷物だから陛下の妻にはなれません』って、説明しろというの？　お前、よくそんな残酷なことが言えるわね！　同情されるくらいなら、疎うとまれたほうがましです！」

　アンケスエンの悲鳴のような叫びは続いた。

「わたくしは結ばれなくてもいいから、陛下のおそばにいたいのです！　お願いだから、この唯ゆい一いつの夢だけは壊さないでちょうだい！　陛下の存在だけがわたくしの支えなの！　もし陛下に真実を打ち明けたら、アルディス、たとえお前でも絶対に許しませんからね！」

「……王妃様……」

　そこで我に返ったアンケスエンは、白い指で涙をぬぐいながら息を吐いた。

「いいえ、アルディスを責めるのはお門かど違ちがいというものね。元はと言えば、わたくしが招いたことなのに……。悪いのは全部わたくしだと、きちんとわかっているつもりです。こんな未来が待っていると知りながら、わたくしは陛下の妻となる道を選んだのですから。つい感情的になってしまってごめんなさい。──宰相が呼んでいるのでしょう？　さあ、行きましょう」

　歩き出そうとしたアンケスエンを、ふいにアルディスが抱きしめるので困惑した。

「アルディス、どうかしたの？」

「そのお顔のまま宰相閣下のもとに行かれたら、何事かと思われますよ？」

　ああ、と、アンケスエンは自分が泣いた事実をいまさらのように思い出していた。

「本当にごめんなさい、迷惑ばかりかけて……」

「迷惑だなんて思っていません」

　アルディスの抱ほう擁ようが強くなるので、アンケスエンは驚いた。

「……どうしたの、アルディス？」

　アンケスエンが戸と惑まどった顔で問いかけると、アルディスは苦笑しながら言った。

「以前の約束、覚えていますか？　わたしの故郷に一緒に行くという話を」

「ええ、もちろん覚えているわ。でも、絶対にかなわない夢だということもわかっています」

　アルディスがそっと微び笑しようする。

「わたしもわかっています。ですが、たとえかなわない夢でも、陛下の存在が王妃様の支えであるように、わたしの支えもまたあの夢なのです」

「アルディス？」

「──冗じよう談だんです。もう忘れてください」

　ティトのことで頭がいっぱいのアンケスエンは、アルディスが告げた言葉の意味を追及しようとはしなかった。いつでも忠実な騎士の立場を貫く彼が、ほんの少しだけ送ったメッセージをアンケスエンは見過ごしてしまう。

　──その後、抱き合う二人の光景を見た者の口から「王妃の愛人」の噂うわさが以前より真実味を増して王宮内に広まり、それほど時間を経へずにティトの耳に届くことになる。
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　アンケスエンから逃げ出したティトは、いつものように街へと下りて行った。

　夜の街をひたすら走る。

　風穴の開いた心の隙間を埋めるすべが見つからなくてやるせなかった。

　ディセラの家に逃げようかと思ったがすぐに頭を振る。きっと自分は今、ひどく情けない顔をしている。そんな姿を知り合いには見られたくない。

　迷った末に選んだのは花街である。

　あれほど嫌っていた場所なのに、他に行き先を思いつかなかった。

　ふと一人の少女の顔が頭に浮かんだ。まだ知り合ったばかりの黒髪に青い瞳の少女である。アンケスエンには似ていないのに、どこか年上の妻を思わせる少女に会いたいと思った。

　花街まで急ぐと、昨夜訪れた娼館へと向かった。

　惜しむことなく金を払ってティリを呼び出すと、彼女は昨夜のように無表情のままだったが、ティトの顔を見るとたちまち驚く。

「どうかなさったのですか？」

「──なんでもない」

「なんでもないという顔ではございませんよ？」

　ティトは途方に暮れた顔でそっとティリを引き寄せた。

　つい先ほど、アンケスエンを抱いた腕でティリを抱きしめる。

　アンケスエンの身体はどこまでも柔らかだったのに、ティリの身体は骨ばって瘦やせていた。何もかもがアンケスエンと違うのに、そのぬくもりにすがりつきながらぽつりと告げた。

「自分には妻がいるのだ」

　それは街の知り合いには誰にも語ったことのない話である。

　ティリがぎょっとして肩を揺らす。

「え？　だってあなた様はわたくしより年下でございますよね……？　もうご結婚されているんですか……？」

「ああ」

「失礼ですが、今、おいくつなのでしょうか？」

「……十四だ」

　さらにティリが仰ぎよう天てんする。

「その若さで奥様がいらっしゃるのですか？」

「いろいろ事情があってな……。だが、自分の妻は一生手の届かない存在だ」

　ティトはアンケスエンより二歳年下だ。どんなに大人になっても年齢差は死ぬまで埋まらない。一生男として見てもらえることはないだろうと考えると絶望的な気持ちになる。

　ティリはティトの身体に腕を回して静かに背中をなでながら初めて笑った。

「あなた様はその奥様のことがお好きなのですね」

「──認めるのも悔くやしいが、そういうことだ。──愚かしいだろう？」

　ティリは静かに首を振った。

「いいえ、わたくしにもずっと忘れられない方がおりますのでお気持ちはわかります。その方はいつか必ずわたくしを迎えに来てくれると約束してくださいました。わたくしはずっとその方をお待ちしているのです」

「──そうか。願いがかなうといいな」

　ティトはそっとティリを離すとその場から立ち去ろうとする。そんなティトをティリは止めた。

「お待ちください。どちらへ行かれるのですか？」

　ティトは答えられなかった。今、アンケスエンのいる王宮には戻れない。帰る場所はない。他に行くあてもない。正直、途方に暮れていた。

　ティリは瞳を優しく和なごませると、ティトに向かってこう言った。

「あなたはこの娼館に来て以来、わたくしに優しくしてくださった唯一の方です。どうかそのご恩返しをさせてください」

「恩返し……？」

「はい。……今宵一晩だけでも、わたくしをその奥様だと思ってお抱きください」

　ティトは戸惑った。

「だが、そなたには想い人がいると申していたではないか……」

　ティリは青い瞳を透き通らせて儚はかなく笑った。

「お忘れですか？　ここは娼館でございますよ？」

　ああ、とティトは顔を伏せて目を閉じた。

　ようやく逃げ場を見つけて、情けなく思いながらほっと安あん堵どしていた。

　ティリはかたわらにあったランタンの明かりを吹き消した。

「……わたくしも、今宵だけはあなた様のことを想い人に重ねます。今夜だけはわたくしのことを奥様と思ってお名前をお呼びください」

「──すまぬ」

　暗闇の中でティリがティトを胸元に抱き寄せる。

「その大切な方のお名前は……？」

　ティトは苦しげに息を吐いた。

「──アンケスエンだ」

「え？」

　ディセルナティアの王妃の名を聞いて、ティリが驚くが、それ以上は何も聞かなかった。

　ティトは切なくなって、歯を食いしばり必死に妻の名を呼んだ。

「アンケスエン、アンケスエン！」

　何度も名前を呼びながら、先ほど触れたばかりのアンケスエンの身体の柔らかさを思い出し、手の届かぬ妻への愛しさが増して憎くなる。

「──アンケスエン！」

　暗闇の中でティトの目から涙が溢あふれ出す。無む性しように涙が込み上げてきて止まらない。

　人前で泣いたことなどこれが初めてだったが、ティリは何も言わなかった。

「アンケスエン、──アンケスエン、──アンケスエン！」

　そうして繰り返し妻の名を呼び、喉をひきつらせて泣きながら、初めて女を抱いた。
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　翌日の昼過ぎ、王宮に戻ったティトは、カーマイルから小こ言ごとをくらった。

「陛下、今日は王宮で大事な儀ぎ式しきがあると申し上げていたではありませんか！」

「──ああそういえば」

　すっかり忘れていたのでバツが悪くなる。

「今からでも遅くありませんので、さっさと大広間にいらっしゃってください！」

　こうしてティトは強引に正装させられて、大広間へとやってきた。

　幸い、儀式が始まる直前には間に合ったので、ほっと胸をなでおろす。

　アンケスエンはすでに白を基調とした荘そう厳ごんな衣装を身につけて、いつも肩で揺らしている黒髪を高く結い上げていた。相変わらず輝くように美しかったが、ティトは以前のように心が揺さぶられることはなかった。アンケスエンへの気持ちは変わらず根づいていたが、一歩自分の感情から距離を置いて妻を見ることができたのだ。

　遅れてやってきたティトを見て、アンケスエンが軽く夫を睨む。

「陛下、今までどこへ行かれていたのですか！」

　まるで昨日の出来事を忘れたかのような剣幕に、ティトの心はすっと冷えた。

　そうして翡翠の瞳を冷え冷えと凍らせて妻を見返す。

「──そなたには関係のない話だ」

　夫のいつにない冷淡さに、アンケスエンは一瞬驚いていた。だが、儀式が始まる合図があったので二人は無言になる。




──この日を境に二人の距離はますます開き、夫婦関係は冷めていく。
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　それから一週間ばかり王宮の儀式が続き、ティトは外に出られない日々が続いた。

　忙しくしている間、ずっと考え続けていたことがある。

　──ティリを側室にできないだろうか。

　カーマイルはティトの拒絶にもめげずに、側室を持つようにと毎日のようにせっついてくる。アンケスエンはあれ以来、自分の侍女をけしかけてくることはなかったが、ティトの本当の妻になる気もないようである。

　王の義務としてどうせ好きでもない女を側室に迎えるのなら、せめて少しでも愛情が持てそうな相手が望ましい。

　その点、ティリなら元は貴族の出で礼儀作法も身についている。娼館で働いていたという過去さえ隠せば側室にできるだろう。何より初めて自分を受け入れてくれた相手だということは大きかった。

　だが、その期待は早々に打ち砕かれることになる。

　儀式漬けの日々が終わってすぐに、ティトは娼館へと出かけた。

　昼間だったので、格子扉の向こうには誰の姿もない。

　ティトの姿を見つけた店主は、すぐに笑顔になって猫なで声を出す。ティトは金払いがよかったので、上客だと判断されたようだ。

「いらっしゃいませ。お客様、こんな昼間になんのご用ですか？」

「ティリはいるか？」

　側室にする前に、自分の身分を明かして事情を説明する必要がある。

　だがティトの言葉を聞いた店主が慌てた。

「う、うちの店にはティリより見み目め麗うるわしい娘がたくさんいますが？」

「いや、ティリがよい。──彼女を身受けしたいのだが、いくら必要だ？」

　するとたちまち店主が返答に窮きゆうする。

「そ、それは……」

「金は惜しまぬ。で、いくらだ？」

「ですが……」

　ティトは苛立った。

「さっさと答えぬか！」

　ティトの剣幕にひっと悲鳴をあげた店主は、申し訳なさそうに告げた。

「じ、実はティリは三日前に、身受けされたのです」

「ティリが身受けされた……？」

　さすがのティトも驚きのあまり言葉をなくす。

「はい。さる貴族の奥方になるそうです……。ティリは元は貴族の娘ですし、お相手は昔からの知り合いのようでして……」

　ティトはいまさらながらにようやく思い出す。

　彼女は想い人がいるとはっきりと言っていたではないか。そしてその相手が迎えに来るのを待っているのだと。

　ティトはみじめな気分になって苦笑した。

「そういうことか……」

　どうやら自分の恋はどこまでも実らない運命にあるらしい。

　心に冷たい隙間風が吹き込んでくる。

　それでもティリが幸福であることを心から祈らずにはいられなかった。

　王宮に戻ると、カーマイルがティトを見つけて声をかけてくる。

「陛下にお願いがございます」

「今度はなんだ？」

　ティトは感情の消えた目で、カーマイルを睨んだ。

　十四歳の少年とは思えない苛か烈れつさに、父親ほども年齢の違うカーマイルは一瞬息をのむ。

　だが、すぐに自分の職しよく責せきを思い出して焦って口を開く。

「陛下の側室候補を見つくろってまいりました。どうかその中からお相手をお選びください」

「側室など不要だ。何度も言わせるな！」

「で、ですがそれではディセルナティアの将来が……」

「そのようなことは知らぬ！　すべては王妃に任せておけばよいであろうが！」

「へ、陛下！　ご自分の立場をわかっておられるのですか？　陛下はこのディセルナティアの国王なのですよ？」

　ティトはカーマイルを険しい目で見据えると淡たん々たんと告げた。

「そなた、以前申していたではないか。王妃には夫である余以外の相手をあてがって子を産ませると。そして生まれた子を余と王妃の子供として世よ継つぎにしたいとはっきり言ったではないか」

「そ、それはたしかに申し上げましたが……」

「──だったらそうすればよい」

「陛下！　本気で仰っているのですか？」

「無論だ。これで用は終わった。さっさと下がれ！」

　剣幕に気け圧おされたカーマイルがティトの前から去ろうとしたとき、ティトは思い出したように付け加えた。

「カーマイル」

「な、なんでございますか、陛下？」

「はっきり言っておく。余は、側室を持つつもりはない。二度と余の前でその話をするな」

　ティトのあまりに冷れい酷こくな表情に、カーマイルはひるみながら退出していった。

　自室に戻ったティトは寝台に寝そべり疲れたようにゆっくりと目を閉じた。
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「ティーダ、この間は結局娼館から逃げ出したそうじゃないか。いったいどういうつもりだよ？　せっかく金出してやったのに。いつもくそ生なま意い気きなお前がまさか怖気づいて逃げ出したのか？」

　ディセラの言葉にティトは酷こく薄はくな笑みを浮かべた。

「まさか。ただ、香水臭くさい女は願い下げというだけだ」

「まあ、お前育ちがよさそうだもんな。じゃあ、どんな女が好みなんだよ？」

「さあな」

「また花街に行ってみるか？」

「いや、もう二度と行かん」

　ティトのどこか冷え冷えとした表情をディセラはまじまじと見ていた。

「……お前、なんか変わったな」

「そうか？」

　何かを悟さとったようにディセラが苦笑する。

「その話はもういいや。ところでさ、俺の女友達からお前のことを紹介してほしいって頼まれたんだけど、街の女ならどうだ？」

　ティトが目を細めてほくそ笑む。

「なるほど、それは面おも白しろそうだな」

　ディセラが、勢いよくティトの背中を叩く。

「よし、決まりだな！」

　こうしてティトは悪友ディセラと共に街へと繰り出していった。
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　──三年後。

「陛下、どうかなさいましたか？　難しい顔をなさっていますよ？」

　アンケスエンが柔らかな表情で首を傾げて夫を見つめている。十九歳になったアンケスエンは相変わらず輝くように美しかった。

「──なんでもない。ちょっと昔のことを思い出していただけだ」

「それならよろしゅうございますが……」

　アンケスエンが後ろを向いて背中を見せたので、ティトは椅子から立ち上がりそっと背後から柔らかな身体を抱きしめる。

「まあ陛下、なんですの？　子供みたいですわよ？」

　夫の手に自みずからの手のひらを重ねて、くすぐったそうに笑う妻を見て愛おしさが募る。

「陛下、たいがいになさいまし」

「──そなたが悪い」

　わざと拗すねた口調で答えると、アンケスエンが笑顔から一転して厳しい口調で反論する。

「なぜわたくしが悪いのですか」

「そなたの色いろ香かは毒気が強すぎる」

「わ、わたくしは有害植物ではありません」

「余はみじめな年下夫だから、そなたの色香に血迷っておるのだ」

「陛下のどこがみじめなのですか。ディセルナティアの国王ではありませんか」

　アンケスエンが険しい顔で夫をたしなめるので、ティトがむっとする。

「そなたは生真面目すぎて融ゆう通ずうが利きかぬのが欠点だな。案ずるな、しばらくは誰も来ぬ」

「ですが、今日は特別な日です。いつ、宰相がわたくしたちを呼びに来るかわからないではありませんか」

「それこそ、見当違いの心配だ。カーマイルの次の野望はこの国の王女の誕生だそうだ。そなたに似た賢く美しい王女が欲しいと昨夜泣きつかれたばかりだからな」

「なっ！」

　絶句しつつも恥じらうように頰を染める妻の顔は少しも嫌そうではない。ティトは嬉しくなっていつまでもその細い身体を慈いつくしむように抱きしめていたが、ふとぽつりとこんな疑問を口にした。

「それより、一度聞いてみたかったのだが、そなた、余のことが好きなのか？」

「は？」

　あっけにとられた様子のアンケスエンだったが、みるみる顔を赤くして叫んだ。

「な、なぜいまさらそのようなことを聞かれるのですか！　わたくしたちは夫婦ですよ。しかも、もう子までいるのですよ？」

　ティトがふてくされた様子で言った。

「──やることをやっていたら、子などいくらでもできるわ」

「陛下！　なんてことを仰るのですか！　いいかげんになさいまし！」

「で？」

「え？」

「そなたの本音はどうなっておるのだ？」

「それは……」

「睦むつ言ごとでもよいから、一度くらい聞かせてほしいものだな。──夫としては」

いたずらっ子のような表情にアンケスエンの頰がますます赤くなる。もうその反応だけで十分だったが、ティトは引きさがるつもりはなかった。

「どうした、言ってみろ」

「…………」

　無言を貫くアンケスエンだったが、自分を抱きしめる夫を恥ずかしそうにちらりと見上げる。そして、なぜかきょとんとしていた。ティトに自覚はないが、翡翠の瞳にどこか不安そうな影が揺らいでいるのを、アンケスエンは見つけてしまっていたのだ。

「──余のことが好きか？」

　今度は真しん摯しな口調で問われて、アンケスエンは囁ささやくように返事をした。

「……はい」

　ティトはいつもの不ふ遜そんな態度に戻ると、満足そうに妻に口づけてにやりと笑った。

「まあよい、このくらいで許してやる」

　たちまち室内に甘い空気が流れ出す。

　二人がじゃれ合っていると、後ろの部屋から赤ん坊の泣き声が聞こえてきた。

「まあ、大変。アルディスが泣いていますわ」

　アンケスエンは夫の腕をそっと振りほどくと、足早に隣の部屋へと駆けていく。

　乳う母ばがいるのに、アンケスエンは暇ひまさえあれば生まれたばかりの息子の世話ばかり焼いていた。

　あれほど真面目に取り組んでいた政務も、育き児ゆ休う暇かと称して今では国王であるティトに任せきりだ。

　おかげで妻に放置されつつあるティトは若じやつ干かんの不満を抱いだいていたが、それでも我が子を愛おしげに腕に抱いているアンケスエンを見ると不思議と充実した気分になれた。

　二カ月前に生まれたばかりのアルディスは、アンケスエン譲りの黒髪にティトそっくりの透き通るような翡翠の瞳を無邪気に輝かせている。世継ぎの息子には、あの誰よりも勇ゆう敢かんで誠実な男アルディスから、ティトが名付けた。

　ティトは息子を見るたびにこそばゆい気持ちになる。

　幼かった十四歳のあの日、アンケスエンと永遠に結ばれることはないと思っていた。

　結婚以来、アンケスエンが四年にわたって必死に隠し通してきた秘密を思い出すと、今でも胸が締めつけられる。それまで自分が抱え続けた痛みよりも、アンケスエンを苦しめてきたことへの罪悪感のほうが強かった。きっと子供の自分ではあまりに重すぎて受け止めきれなかっただろう。そのために四年の歳月が必要だったのだと今では思える。

　数々の苦難を乗り越えて、二人は普通の夫婦のように仲睦まじくなり、こうして子まで授さずかっている。人生とは不思議なものだとティトは思った。

　結婚以来、何より喜ばしかったのは、清い身のアンケスエンをこの腕に抱けたことである。誰よりも麗しく美しい妻が自分だけのものだと思うとティトの自尊心は深く満たされていく。またアンケスエンがどれほどひたむきで純粋な気持ちを自分に向けてくれていたのかを知って、今度こそ一生大切にしようと心から誓った。アンケスエンを手にしてから、ティトはひどく誇らしい気持ちになり、二度と彼女を悲しませないように立派な王にならなければという思いが強くなった。

　自分は誰よりも賢く世間を見渡せるとうぬぼれていたが、やはりまだまだ子供だったのだ。

　そっと過去に想いを馳はせていると、扉が丁寧に叩かれる音がしてカーマイルが姿を見せた。

「陛下、アルディス殿下はどうなさっておいでですか？」

「──今、アンケスエンが世話を焼いておる」

「さようでございますか。それはよろしゅうございました」

　国王夫妻が念願の世継ぎに恵まれ、カーマイルは身内のごとく喜び、毎日様子を見に訪れる。

　にこにこと笑っていたカーマイルだが、用件を思い出したのか急に表情を引きしめた。

「陛下、貴族の皆様がお見えです。いよいよ本日はアルディス殿下のお披ひ露ろ目めの日でございます、王妃様と共に中庭にお越しください」

「わかった」

　こうしてティトはアンケスエンと一緒にアルディスを連れて中庭へとやってきた。

　アルディスは真っ白な絹のおくるみに包まれ、アンケスエンの腕に抱かれてすやすやと眠っている。

　中庭では数十人の貴族たちが国王夫妻を取り囲み、生まれたばかりの王子に見入っていた。

　あまりの騒がしさに、アルディスが父親譲りの翡翠の瞳を大きく見開いて目を覚ます。

「ほう、これはまた、陛下と王妃様にそっくりですな」

「いやいや、お二人のお子様なら、さぞかし聡明で凜り々りしい跡継ぎに育つでしょうね」

「アルディス殿下の将来が楽しみですな」

　貴族たちがいっせいにどっと笑った。

　アンケスエンも頰を薔ば薇ら色いろに染めて心から笑っている。

　そこにはいつもの王妃としての威い厳げんある態度ではなく母親の顔があった。

　その姿を見ながら十七歳で父になったティトもくすぐったい気持ちで微笑している。

　ふとティトの視界に長い黒髪の女性が映った。

　どこかアンケスエンを思わせる後ろ姿を気にかけていると、女性が振り返る。

　ティトは我が目を疑った。

「ティリ……？」

　女性は人のよさそうな青年と仲良く語らいながら庭を歩いている。

　ティトは思わず人の輪を抜け出して二人に近寄った。

　女性のほうは一歳ばかりの愛らしい娘を腕に抱いている。

　だが、ティトの存在に先に気がついたのは青年のほうであった。

「こ、これは国王陛下！」

　青年が膝を折り、急いでうやうやしく礼をする。

　驚いた連れの女性も慌てて地面にひれ伏す。

「そなた、名は？」

「はい。わたしは宮きゆう廷てい官かん吏りを務めております、カイル・ティアスと申します」

「カイル・ティアスか、よく覚えておく。そちらは奥方か？」

「妻のシェビでございます」

「──そうか、そなたの妻はシェビと申すのか。よい名だな」

「は、はい、ありがとうございます」

　そこでシェビに抱かれていた娘が母親の腕の中で落ち着きなく騒ぎだした。

　なんとか娘をなだめようとする夫妻を見てティトは苦笑しながら近寄って、娘の頭をなでる。

「よい子だな。……カイル、よかったら余の息子を抱いてくれぬか？」

　思いがけない申し出に、カイルが恐きよう縮しゆくする。

「そ、そのようなもったいない……」

「気にせずともよい。不ふ服ふくか？」

　国王の強引な提案で、ティアス夫妻は王妃アンケスエンのもとへとやってきた。

「アンケスエン」

「どうかなさいましたか、陛下？」

「この者はカイル・ティアス。なかなか見どころがある男ゆえそなたに紹介しておこうと思ってな」

「まあ、さようでございますか」

　アンケスエンがティアス夫妻を見て紺碧の瞳を和ませる。

　するとその話を横で聞いていたカーマイルが、ティトに話しかけてくる。

「ほう、陛下もお目が高たこうございますな」

「なんだ、カーマイルはカイルのことを知っておるのか？」

「無論です。この者は叩き上げの官かん僚りようで、その才覚を認められてわたしの部下の副官をしております」

「それは先が楽しみだな。今後も忠節に励はげむように。活躍次第では爵位にこだわらず取り立てるゆえ」

　恐れ多い国王の言葉に、カイルが恐縮する。

朴ぼく訥とつだが、信頼に足りそうな青年である。

　すると妻のシェビの腕の中でまたも暴れだした娘が飛び出していく。慌てたシェビが娘を追いかけて王宮の回廊へと走っていくのを、ティトもそっと後を追った。

「ティリ」

　娘を抱きとめたシェビが驚いて振り返るが、ティトの顔を真っ直ぐ見た瞬間、何かに気がついたようにはっと目を見張る。

「……陛下は、もしや……」

「やはりティリは本当の名ではなかったのだな。案ずるな。二度と昔の名は口にせぬ」

　シェビの瞳に親しげな温もりが宿る。

「まさかこのような場所でお会いできるとは思っておりませんでした」

「──そなたの言っていた待ち人は、あの男なのか？」

　シェビがはにかむように笑う。

「はい」

「そうか、──あの男は約束通りそなたを迎えに来たのだな」

「……彼の家は元々それほど裕福ではないのです。ですがわたくしを助けるために必死で働いて、迎えに来てくださいました」

　ティトはそっと微笑した。

「そうか、それならよかった。──ところでそなた、今、幸せか？」

　少しの迷いもなくシェビは頷く。

「はい。もちろんです」

　笑顔のシェビは視線を一瞬アンケスエンへと向けてからティトのほうを見る。

「あなた様は今、お幸せでございますか？」

「ああ、無論だ」

　ティトもまた躊ちゆう躇ちよなく答えていた。

「奥様に想いが通じたのですね」

「──ずいぶん長い、片想いであったがな」

「お名前を耳にしたときからもしやとは思っていたのです。ご立派なお世継ぎにも恵まれて、お幸せそうで何よりです」

　二人がそっと笑い合っていると、アンケスエンが夫を呼んだ。

「陛下」

「どうした、アンケスエン？」

　振り返ると、カイルが首が据わったばかりのアルディスを抱いておろおろしている。

「……どうかお元気で」

　シェビが小声で囁く。

　穏やかな木漏れ日が降り注ぎ、ティトの翡翠の瞳が透き通るように煌きらめいた。

「そなたも息そく災さいでな」

　シェビに背を向け、ティトは足早にアンケスエンの元へと戻って行った。








了　　　













あとがき






　この度は「誓せい約やくの花はな嫁よめと煌きらめきの王おう」をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　今作の主人公アンケスエンは、エジプトの王妃「アンケセナーメン」から、ティトは夫のツタンカーメン王の本名「トゥト・アンク・アメン」のトゥトを変えて名付けました。

　ですが、ティトが年下夫という以外、史実とはまったく無関係な妄もう想そうの産物のお話です。

　聡そう明めいでクソ生なま意い気きなティトの唯一の挫ざ折せつが年上の妻への恋心というのは面白いなと思い、いつか書くのが夢でした。カバー裏にはアルディス編のお話も載のせてもらえて幸せです！

　プロットの段階で、担当様に「悠ゆう木きさんってこういう話が好きなの？」と聞かれ、「それって怪あやしいって意味ですか？」と尋たずねると、「うん」と即そく答とうされて爆ばく笑しようしました。

　今回はティトが主役の外伝も書かせてもらえて、「誓約の花嫁と煌きの王　外伝　ティトの追つい憶おく～十四歳～」という短編が「ブックウォーカー様」から十月十五日以降に電子書しよ籍せきで配信されます。他の電子書店様は、十一月十四日からの配信となります。本編では語り切れなかった幼いティトの恋と苦く悩のう、そして二人の甘い夫婦生活を書いています。

　担当様の熱心なご指導には今作でも助けられました。本当にありがとうございます。

　椎しい名な咲さ月つき先生のカバーイラストを拝見したときは、その華か麗れいさに一ひと目め惚ぼれしました。

　この作品を出版するまでに出会った、たくさんの幸運と偶然に心からの感謝を捧ささげます。
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悠木は、歴史が大好きで、昔は本格歴史小説を執筆するのが夢でしたが、学校で得た知識は浅く、史実をリアルに再現する能力も勇気もありません。そこで、好きな歴史ネタを自力で作成した架空世界に好き勝手に織り交ぜて、妄想しながら今作を書き上げました。
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ヒロイン・アンケスエンが凜としていて健気で美しい…！　ティトの無邪気で少年らしい所も（でもやる時はやる）抑制の効いた大人なアルディスも素敵でした…！
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